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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに






　こんにちは。それとも、こんばんはでしょうか。

『想望のメモリアル』を手にとっていただき、ありがとうございます。




　本書は『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』というリプレイのシリーズの第二巻になります。もし、まだ第一巻の『聖雪のキャンパス』をお読みでないならば、まずはそちらを読んでいただければと思います。『聖雪のキャンパス』の内容を知らなくても、本書を楽しむことはできるかと思いますが、そこはやはりシリーズ物の性。第一巻を読んでからの方が、もっともっと楽しめるはずです。




　とゆーことで、第一巻から継続して読んでくださっている方はおひさしぶりです。第一巻をお読みでない方ははじめまして。本書の著者、久保田悠羅です。




　まずは簡単に、いろいろと説明をしたいと思います。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ』というＴＲＰＧのリプレイです。

　ＴＲＰＧ──テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームとは、数人で遊ぶゲームの一種です。ひとりがＧＭ（ゲームマスター）、残りの人はプレイヤーとなります。プレイヤーはそれぞれＰＣ（プレイヤーキャラクター）をひとりずつ創り、ＧＭが用意したシナリオと呼ばれる物語や冒険を楽しむという遊び──それがＴＲＰＧです。

『アリアンロッドＲＰＧ』はこのＴＲＰＧのひとつであり、〝エリンディル〟と呼ばれるファンタジー世界を舞台としています。

　そして、リプレイとはこのＴＲＰＧの遊び方やその雰囲気を伝える目的で書かれた、実際にＴＲＰＧを遊んだ様子が読み物の形になったものです。つまり、本書は『アリアンロッドＲＰＧ』を遊んでいる様子を文章化した物、そう考えていただければ問題ありません。




　百聞は一見にしかず。

　まずは本書を読んでみてください。

　そして、本書を読んでＴＲＰＧに興味を持っていただけたなら、次は実際に仲間を集めて『アリアンロッドＲＰＧ』を遊んでみてください。




　それでは、解説はこのあたりにして、そろそろ本編へと参りましょう！








前巻のあらすじ






　エリンディル中央南部に位置する〝賢者の街〟エルクレスト。

　ここにはエルクレスト・カレッジという、冒険者の育成のために造られた学園があった。

　この学園に入学するためにエルクレストにやってきたファム（ファムリシア）とヴァリアスは、先輩のカミュラやカッツのサポートを受けて、入学試験のダンジョンに挑戦する。

　見事ダンジョンを突破し、入学したファムとヴァリアスだったが、彼らはその試験の途中でプリシアと名乗る不思議な少女と出会う。そしてあろうことか、プリシアはそのままファムの部屋に居候を決めてしまうのだった。

　それから三ヶ月後、ファムは何者かに命を狙われ始める。それはリリスという魔族が、ファムを邪悪化し、魔族にするための陰謀であった。危うくその犯人にされそうになるプリシア。だが、実はプリシアはファムが邪悪化するのを防ぐためにこの時代にやってきた、ファムの孫だったのだ。しかし、プリシアがようやく手に入れた邪悪化を防ぐためのアイテムは魔族リリスに奪われてしまう。奪還のためにリリスと戦うファムたち。

　激闘の末、ファムたちはリリスを倒し、プリシアの協力もあってファムの邪悪化を防ぐことにも成功する。そして、その目的を達したプリシアは元の世界へと帰っていった。

















永えい遠えんという名の夢ゆめⅡ　～プロローグ～






　夢を見ていた。

　どこまでも晴れ渡わたる青い空。

　さらさらと風に揺ゆれる草原。

　これはいつか見た風景……。




　わたしの隣となりにはひとりの騎き士しが立っている。

　そのふたつ名にふさわしく、春の優やさしい日差しに照らされて、流れるような髪かみも、全身を覆おおう鎧よろいも、人の背せ丈たけほどの両りよう手て剣けんも、すべて黄金に輝かがやいていた。




　晩ばん春しゆんの風はやさしく頰ほおを撫なでていき、髪を、そして服をたなびかせていく。

　わたしは乱みだれた髪を直す振ふりをして、彼の顔を見る。

　そこにはいつもと同じ笑え顔がお。

　わたしだけに見せてくれる、

　わたししか知らない笑顔。

「私が剣を捧ささげる相手はこの世にふたりだけ。

　我わが王、

　そして……君だけだ」

「……ありがとう」




　わたしは彼に身体からだをあずけて、寄よりかかる。

　夢の中だろうが、彼はここにいる。

　わたしの隣にいる。




　だが、ここで意い識しきが覚かく醒せいし始める。

　まだ何も言っていないのに。

　夢の中とはいえ、ようやく会うことができたのに。




「大だい丈じよう夫ぶ。私はいつも君の側そばにいる。だから……」




　そして、わたしは目覚める……。








プリプレイ









◆プリプレイ　01◆ハートフルなプレイヤー？




　最近、気がつくとパソコンの前でシナリオのネタを考えていることが多い。

　別にニュースサイトを見てとか、ネットサーフィンをしながらとかそういう話ではなく、ＴＲＰＧのプレイメンバーや友人とメールやＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービスのこと、この場合ネット上の掲示板みたいなものと考えていただきたい）を使って、面白そうな話のやりとりをする習慣がすっかり身に付いてしまったからだ。

　その例に漏れず、『ハートフル』でもさまざまなやりとりをネット上で行なっていて、次のシナリオをどうするかという相談などもしていたりする。

　それらを適当に拾ってみると……。




「ドロップ品の鑑定が楽しい」

「ラブロマンスですよ！」

「卒業したい」

「カーチェイスと派手な銃撃戦」




　なんか別のゲームが交ざっていたりするんですけど？（笑）

　まあ、そんなこんなでその日もパソコンで受け取ったメールを読んでいるうちに、あるキーワードが目に留まった。




「ミステリーとか、推理ものがやりたい」




　それを目にした瞬間、心ひかれるものを感じ、頭の中で色々なストーリーが結び付き始めた……。そんな中、吉報をもたらす一本の電話がＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の事務所にかかってきた。




　ということで久保田悠羅くぼた・ゆうら（以い降こう、ＧＭ）です。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』が、めでたく二巻かん発売の運びとなりました。これもひとえに『聖せい雪せつのキャンパス』を読んでくださった皆みな様さまのおかげ。となれば、そのご恩おん返がえしにさらに趣しゆ向こうを凝こらしたシナリオ、読んで楽しいリプレイを目指すというのが当然のこと。そして、さらに三巻、四巻と続けていけるよう頑がん張ばっていきたいと思います。

　では、そんな私と一いつ緒しよにプレイを盛もり上げてくれる四人のプレイヤーを紹介しましょう。




●小こ島じまめぐみ──キャラクター：ファムリシア

　元げん氣きプロジェクト所しよ属ぞくの声せい優ゆうさん。略りやくして〝こじまめ〟、あるいは〝まめ〟と呼よばれることもある。『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』のファイン、『マーメイドメロディーぴちぴちピッチ』の蘭ラン花フアなどを演えんじている。

『ハートフル』ではメイジ／メイジのファムリシア（愛あい称しようファム）を担たん当とう。第一巻では〝マジックフェザー〟のギルドマスターとして、またドジっ娘この特性を活いかしたムードメイカーとして大だい活かつ躍やくした。『アリアンロッド』にも慣なれ、今回も新たな活躍が期待できるか。




●小暮英麻こぐれ・えま───キャラクター：カミュラ

　マウスプロモーション所属の声優さん。小島さんは尊そん敬けいの念を込こめて〝英麻さま〟と呼んでいる。『マーメイドメロディーぴちぴちピッチ』のかれん、『砂さ沙さ美み☆魔ま法ほう少女クラブ』の魎りよう皇おう鬼きなどを演じている。

『ハートフル』ではアコライト／サモナーのカミュラを担当。シナリオの核かく心しんをずばり突つく言動は、時にはＧＭを助け、時にはＧＭを唸うならせる力を発はつ揮きする。まさにベテランプレイヤーの名にふさわしいといえるだろう。




●大畑顕おおはた・あきら────キャラクター：ヴァリアス・ヴァンガード

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。主にＴＲＰＧのデータ作成を担当し、リプレイでは三下属性を活かした活躍を得意としている。

『ハートフル』ではウォーリア／レンジャーのヴァリアス・ヴァンガードを担当。第一巻の結果、小島さん演じるファムといい感じにラブコメモードに入りつつあるが、このままそれが維い持じできるかは神のみぞ知る。




●菊きく池ちたけし──キャラクター：カッツ・バルゲル

〝きくたけ〟という通称でお馴な染じみ、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の副社長。『アリアンロッド』『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』などのゲームデザイナーである。

『ハートフル』では、他のＰＣを引っ張ぱるサポート役に徹てつするはずが、なぜかカミュラの下げ僕ぼくになってしまったシーフ／モンクのカッツ・バルゲルを担当。下げ克こく上じようを狙ねらっているようだが、今のところそれが成功しそうな気配は……ない。




　以上のメンバーでお送りする『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』。

　今回もエルクレスト・カレッジを舞ぶ台たいにして、彼ら四人を巻まき込む大騒そう動どうが起こります。それでは『ハートフル』の第二巻『想望のメモリアル』、いざ開かい幕まくです。







◆プリプレイ　02◆今回予告、ハンドアウト、そしてレベルアップ




ＧＭ：とゆーことで、この度たび『ハートフル』の第二巻の発売が決定しました～。

一同：わー（パチパチ）。

小島：おめでとうございますっ！

ＧＭ：ありがとうございます。それで次のシナリオでやりたいこととかのご意見をいただいたわけですが……。

きくたけ：卒業できるのかっ!?（一同笑）

ＧＭ：二巻でいきなり卒業してどうするんですかっ！

小暮：すいません、いつもこんなで（笑）。

きくたけ：なんで、あんたが謝るんだよ。

Ｏはた：カッツはカミュラの下僕みたいなもんですからね。

きくたけ：ほっとけ（笑）。

ＧＭ：で、話を元に戻しますが、その意見の中で「推理もの希望」というのがあって……。

小暮：それ、わたし～（笑）。

ＧＭ：それで今回は「推理もの」にして、さらにそれを希望した小暮さんのＰＣであるカミュラの過去を掘り下げるようなシナリオを作ってきました。

きくたけ：推理ものか……。ミステリータッチのシナリオって結構難しいんだよね。

ＧＭ：はい。そこで巻末にミステリー風のシナリオ作成の解説も載せようかと思っています。

Ｏはた：なるほど。それは便利だ。

ＧＭ：とまぁ、前置きはこれくらいにして、さっそくプレイを始めるとしましょう。それでは今回予告、いきます！




　プリシアがいなくなって三ヶ月。

　あれから特に大きな事じ件けんもなく、四人は学園生活を謳おう歌かしていた。

　だが、カミュラの遭そう遇ぐうしたひとつの事件が、

　再ふたたび四人を巻き込んでいく。

　それは五〇〇年という時を越こえた恋物語。




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第三話

『黄金騎き士しと神の娘むすめ』




　残された時間はあとわずか……。




ＧＭ：とまぁ、こんな感じのシナリオです。

小暮（以い降こう、カミュラ）：カミュラの遭遇した事件って……。

ＧＭ：それはオープニングフェイズのお楽しみということで。あ、ちなみにプリシアは出てきませんので。

Ｏはた（以降、ヴァリアス）：プリシアは出てこないんだ。てっきり、戻もどってきちゃいました～とか言いながら、再さい登とう場じようするかと思ったのに。

ＧＭ：残念ながら、今回プリシアはお休みです。

小島（以降、ファム）：でも〝恋こい物もの語がたり〟とかありますよ。

きくたけ（以降、カッツ）：まぁ、シリーズ名が〝ハートフル〟だからな。

ＧＭ：そういうことです。ではシナリオハンドアウトを配ります。まずはカミュラから……。




●カミュラ用ハンドアウト

コネクション：幽ゆう霊れい騎士　　　関係：恐きよう怖ふ

　とある夜のこと。キミがオルランド寮りようの見回りをしている時、寮の廊ろう下かで黄金に輝かがやく鎧よろいを着た騎士に出会った。キミに気づいた騎士は、すべるようにキミへと近づくと鎧とは対照的な漆黒の両りよう手て剣けんを振ふり上げた。だが、その剣が振り下ろされることはなかった。そしてキミは騎士がかすかに呟つぶやく声を聞いた。シェフィールドと呟く声を……。




カミュラ：シェフィールド？

ＧＭ：シェフィールドという名前は知っています。エルクレスト・カレッジの寮の名前にもなっている偉えらい人ですね。

カミュラ：それで聞いたことあるんですね。

ＧＭ：〝大だい賢けん人じん〟の異い名みようも持っていて、召しよう喚かん魔ま術じゆつの開かい祖そとも言われています。

カミュラ：それはそれとして。もしかして、わたし死にそう？（一同笑）

カッツ：今回予告でも「時間はあとわずか」とかあるしな。

カミュラ：（きっぱりと）犯はん人にんは分かりました。

ファム：もう分かったんですか？

カミュラ：犯人はカッツさんです（爆ばく笑しよう）。

カッツ：なんでだよっ！　まだ何もしてないぞ。




「まだ」ということは、これから何かするつもりなんですか？




ファム：自首しましょう、カッツさん（笑）。

カッツ：だから、私が犯人ではないと言っているだろう。

ＧＭ：はいはい、残りはオープニングでやりましょう（笑）。では、次はカッツです。




●カッツ用ハンドアウト

コネクション：幽ゆう霊れい騎士　　　関係：憎ぞう悪お

　カミュラが夜の見回り中に倒れたらしい。




カッツ：やったっ！（一同笑）

ファム：歓かん喜きの叫さけびですよっ！

カッツ：これで私は自由だ。




　もしかして最近噂うわさの幽霊騎士の話と関係があるのだろうか？　噂によると幽霊騎士を見た者は六日後に死んでしまうとか。




カッツ：なんとっ！

ファム：呪のろいですか？

カミュラ：これはまずいですね。これではカッツさんの下げ克こく上じようが成立してしまいます（笑）。




　どちらにしろカミュラが意い識しきを取り戻もどし、話を聞けるようになるまで待つしかないだろう。キミは再ふたたび授じゆ業ぎように集中した。




カッツ：このまま意識が戻らなければ……。

カミュラ：嬉うれしそうですね。

カッツ：いえいえ、そんなことはないですよ。

ファム：でも、今回の話はまるで学校の怪かい談だんですね。

ＧＭ：はい。シナリオのテーマは、学園を巡めぐって幽霊退たい治じですっ！




　トイレの花子さんの例を出すまでもなく、学校の怪談は学園物の定番のひとつである。しかも、学園の中の紹しよう介かいもできるので一石二鳥。

　というわけで、『ハートフル』の第三話は学園の中を巡って情報を集める、ちょっと変わったシティアドヴェンチャー型のシナリオなのだ。




●ファムリシア用ハンドアウト

コネクション：ヴァリアス　　　関係：恩おん人じん

　昨さく晩ばん、カミュラが部屋に担かつぎ込まれてきた。どうやら夜の見回り中に倒たおれたらしい。キミはカミュラがうわごとで「幽霊騎き士しが……」と呟くのを聞いたが、何のことだかまったく分からない。そんな時、キミはアルトリウス祭の、あの事じ件けんを思い出した。ヴァリアスなら助けてくれるかもしれない。キミはヴァリアスに相談することにした。




ファム：あの事件？

ＧＭ：プリシアが現あらわれた前巻の話のことです。

カミュラ：森の中にポメロの羽根を取りにいったあれですね。

ＧＭ：そうです。

ファム：で、ヴァリアスさんに相談すると。

カッツ：大だい丈じよう夫ぶ。彼は頼たよりになるナイスガイですよ（笑）。

カミュラ：でも、あっさり騙だまされていましたよ。

ヴァリアス：いや、それはそのーなんだ。純じゆん真しんということでひとつ（笑）。

ファム：分かりました。じゃあ、それで。

カッツ：それでいいのか（笑）。




●ヴァリアス用ハンドアウト

コネクション：アルヴィン　　　関係：友人

　アルヴィンがまたとんでもない情じよう報ほうを仕入れてきた。今度はエルクレスト・カレッジを彷徨さまよう幽霊騎士の話だ。最初はガセかと思っていたが、なんでも昨年は教きよう師しが実験用に確かく保ほしたアンデッドが逃にげ出したことがあったとか。とりあえず話だけでも聞いてみるか。




ヴァリアス：おー、アルヴィンですよ。

ＧＭ：『ハートフル』のイラストを担たん当とうしていただいているｂｏｍｉさんが、アルヴィンをお気に入りなんですよ。

カッツ：『聖雪のキャンパス』では、イラスト化されていないのに（笑）。

ＧＭ：まぁ、ＧＭにとっても、アルヴィンはとても便利なＮＰＣなので重ちよう宝ほうしています。

ヴァリアス：その気持ちはよく分かります。というわけで、アルヴィンとはもうすっかり意気投合してマブだちになっているぜ（笑）。

ＧＭ：そんなアルヴィンがもたらした情じよう報ほうですね。

カミュラ：これって、わたしが出会った騎士？

カッツ：たぶんそうだろうな。




ＧＭ：それでは、前回同様に今回予告とシナリオハンドアウトを参考にして、キャラクターの成長を行なってください。あと、今回はひとり五〇〇Ｇずつ差し上げますので、これでアイテムの購こう入にゆうも一緒にお願いします。

ヴァリアス：よしっ！　これでかなり強力な武ぶ器きや防ぼう具ぐが買えるぞ！

カッツ：お金が足りればな。

ファム：今回もお貸ししましょうか？（笑）




●ファムのレベルアップ

ファム：レベルが３になりました！

ＧＭ：だいぶ強くなってきた感じですね。

カッツ：ある意味、うちのギルドのメインアタッカーだからな。

ヴァリアス：（しみじみと）男だん性せい陣じんが微び妙みように役に立っていないからな。




　自分で言うか。




ＧＭ：で、能のう力りよく値ちとスキルは？

ファム：【知力】と【感知】と【精せい神しん】をアップさせました。スキルは《エアリアルスラッシュ》のレベルを１上げて、あとは《マジックブラスト》を取りました！

カッツ：これで範はん囲いにも攻こう撃げきできるようになったわけだな。

ファム：はい！　装そう備びは特に新しい物は買いませんでした。ＭＰポーションも３本余あまっているので、アイテムの追加はなしです！

カッツ：ポーション使わないと腐くさるよ（笑）。

ファム：えーっ！　これって腐っちゃうんですかっ!?

ＧＭ：腐りません。きくたけさんも噓うそを教えないでください（笑）。
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●ヴァリアスのレベルアップ

ＧＭ：次はヴァリアスどうぞ。

ヴァリアス：能力値は【筋きん力りよく】【器用】【敏びん捷しよう】を上じよう昇しよう。スキルは《バッシュ》を４レベルにして、もうひとつは《ウェポンチェンジ》を取ったぜ。

ＧＭ：武器を即そく座ざに持ち替かえるスキルですね。これまた通なスキルを（笑）。

ヴァリアス：槍やりを持った状じよう態たいから移い動どうしながら、瞬しゆん時じに弓に持ち替えるというのがやりたいんですよ。なんかカッコイイじゃないですか！

カッツ：それはよく分かる（笑）。

ＧＭ：でも、弓を買うお金あるの？

ヴァリアス：大だい丈じよう夫ぶです。ライトクロスボウを買って、さらにシルバーチェインも買って防ぼう御ぎよ力りよくもアップしました。ファムさまのご協力もあってですが（笑）。

ファム：はい！　ヴァリアスさんに二〇〇Ｇ貸かしましたっ！




　今回もまた借金である。




ヴァリアス：これで貧ひん弱じやくな坊ぼうやとは言わせないぜ。

カッツ：雑誌の広告かよ（笑）。

[image: ]

●カミュラのレベルアップ

カミュラ：能力値はファムと同じように【知力】【感知】【精せい神しん】を＋１ずつしました。

ＧＭ：スキルは？

カミュラ：《プロテクション》のレベルを上げて３にしました。あとは魔ま法ほうの効こう果かのダイスが増ふえる《マジックサークル》を取りました。

ＧＭ：《マジックサークル》ですか。これで魔法の効果が＋２Ｄですね。

カッツ：ということは《サモン・フェンリル》と《ヒール》の効果が上がるのか。

ＧＭ：それに《プロテクション》のレベルが上がったのでさらにダメージが減らせるようになりますし、《マジックサークル》の効果で《ヒール》の回復量も上がるので、ちょっとくらい強い敵てきを出しても大丈夫ですね（笑）。

カミュラ：そうですね。カッツさんが《カバーリング》してくれますし。

カッツ：えっ！




　結局、オチはそこですか。




カミュラ：ですよね。

カッツ：……分かりました（笑）。
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●カッツのレベルアップ

ＧＭ：では、最後はそんなカッツ・バルゲルのレベルアップを。

カッツ：【筋きん力りよく】【敏びん捷しよう】【感知】を＋１ずつ。スキルをキャンセルする《インタラプト》とダメージを上げる《ヴァイタルフォース》を取得した。武ぶ器きもアイアンクローに替えたぞ。

ＧＭ：なんか、攻こう撃げき力りよくが全体的に上がっているんですけど。

カッツ：その分、【ＭＰ】がきつくなるがな。《ヴァイタルフォース》＋《ペネトレイトブロウ》で【ＭＰ】を11点を使うことになるし、《カバーリング》の分も考えないといけないからな。一いち応おうＭＰポーションを２本追加で買っておいた。

カミュラ：あら、ポーション買ってくれたんですか？

カッツ：あんたのために買ったんじゃない！（一同笑）

カミュラ：ちぇ～。




　こうしてＰＣたちのレベルアップが終しゆう了りよう。

　さらにギルドレベルも１上がったので、新たなギルドスキルとして《陣じん形けい》を取得した。




ＧＭ：それでは第三回のセッションを開始しましょう。

一同：はーい。
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オープニングフェイズ









◆オープニング　01◆恐きよう怖ふ！　幽ゆう霊れい騎き士し




　プリシアがいなくなって早三ヶ月。

　その後、特に大きな事じ件けんも起こらず、日々授じゆ業ぎようや実習といった学生らしい生活をファムたち四人は送っていた。

　そして、春休みが近づく三月。

　オルランド寮りようのプリフェクトであるカミュラは、ハウスマスター（寮監）のモーズレイ先生に呼よびだされた。




ＧＭ：最初のシーンはカミュラです。時間は夕方、ハウスマスターのモーズレイ先生に仕事を頼たのまれます。

カミュラ：仕事ですか？

ＧＭ／モーズレイ：これからしばらくの間、オルランド寮の夜の見回りをお願いします。

カミュラ：見回りですか？

ＧＭ／モーズレイ：はい。普ふ段だんならば私の仕事なんですが、宝ほう物もつ庫こ番を担たん当とうされているハミルトン先生が急きゆう病びようで倒たおれてしまい、その代理を学長から頼まれたのですよ。それで、プリフェクトであるカミュラさんに夜の見回りをお願いしようかと思いまして。

カッツ：ということは、シーンは宝物庫からだな。

ファム：ハンドアウトの幽霊騎士は、宝物庫に入ろうとしている泥棒なんですよ！　その瞬間をカミュラさんが見てしまうんです。

ＧＭ：えー、カミュラが頼まれたのはオルランド寮の見回りなんですけど……。

カッツ：ああ、宝物庫じゃなくて寮の見回りね。




　さすがに学生に宝物庫番は任まかせません。




カミュラ：おかしいわね。わたしの信用がまだ足りないのかしら。そうだ、こんな仕事はカッツさんがやればいいんだわ（笑）。

カッツ：わ、私がですか？

ＧＭ：いえいえ。消しよう灯とう時間を過すぎたあとに、普通の学生をうろうろさせるわけにはいかないのですよ。プリフェクトであるカミュラをそれだけ信用しているということです。

カミュラ：そこまで言われたら、仕方ありませんね（笑）。

ＧＭ：そしてそれから数日後。いつものようにカミュラが見回りをしています。

カミュラ：（鼻歌を歌いながら）フフフン～♪　フフフン～♪

カッツ：見回りしながら鼻歌かよ（笑）。

ヴァリアス：余裕って感じですね。

ＧＭ：そんな感じでその日もいつものように巡回し、最後に一階だけとなります。

カミュラ：（いかにも退屈そうに）これで今日も終わりですね。早く終わらせて部屋に戻りましょ。

カッツ：さっきと態度が全然違うじゃないかよっ！（一同笑）。

カミュラ：あら？　変ね～。カッツさんの声が聞こえるわ。やっぱり早く部屋に帰って寝た方がいいわね。

カッツ：おい（笑）。

ＧＭ：そんなことを呟きながら、壁に掛けられているランプの灯りが辺りをほのかに照らす中、階段を下りて廊下へと曲がろうとした時……。

ファム：な、何かいますよ！

ＧＭ：廊下の奥に何者かの気配が……。

カミュラ：だ、誰ですかっ!?　もちろんすぐにそちらを見ます（笑）。
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カッツ：躊ちゆう躇ちよなしかいっ！

ファム：さすがです！

ヴァリアス：確かに迷いもせずに見るところはすごいですよ（笑）。

ＧＭ：ご協力ありがとうです。さて、そこには黄金色に輝かがやく鎧よろいを纏まとった騎士がひとり立っています。騎士は見るからに禍まが々まがしい形をした漆しつ黒こくの短たん剣けんを持ち、なにやら呪じゆ文もんのようなものを唱えているようです。

カミュラ：顔は見えますか？

ＧＭ：フルフェイスの兜かぶとを着けているので無理ですね。ただ、カミュラはその鎧に見覚えがあります。ただ、どこで見たかまでは思い出せませんが。

ファム：騎士さんと知り合いなんですか？

ＧＭ：いえ、なんとなく憶おぼえている程てい度どです。

カミュラ：なんか、伏ふく線せんっぽい？

ＧＭ：さてどうでしょう（笑）。では、シーンを進めます。騎士は呪文を唱え終わると、その短剣をそのまま床ゆかへと落とします。短剣が床に刺ささると思った瞬しゆん間かん、床に光の魔ま法ほう陣じんが描えがかれ、その中心へと短剣が吸すい込こまれていきます。

ヴァリアス：なんだ？

カッツ：何かの儀ぎ式しきか？

ＧＭ：そのようですね。そして、短剣が魔法陣に呑み込まれると同時に、魔法陣を描いていた光が集まり、その光が北東の方向へと伸のびていきます。

カミュラ：北東？

ヴァリアス：そっちって何があったっけ？

ＧＭ：そんなこともあろうかと、今回もちゃんと準じゆん備びしてきました。じゃ、じゃーん！




　ＧＭが取り出したのは、『聖雪のキャンパス』に載のっている、エルクレスト・カレッジの地図を拡かく大だいして印刷した紙を段ボールに貼はり付けたもの。
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カッツ：おっ！　懐なつかしいな～。これダンジョンのシナリオとかでよくやったよ。これにピンを刺して場所を表あらわしたりするんだよ。

ＧＭ：そうです。今回はこの騎士が出しゆつ現げんした場所にピンを刺して、皆みなさんに考えていただこうと思いまして。




　さっそくピンをオルランド寮りようのある場所に刺す。




ヴァリアス：で、ここから北東の方というと……。

ＧＭ：考えるのはまた後。先にカミュラのシーンを続けさせていただきます。

ヴァリアス：おっと。了りよう解かい了解。

ＧＭ：ここから先はシナリオハンドアウトにあるとおりです。のぞき見ているカミュラに気づいた騎き士しは、カミュラに向かって漆黒の両りよう手て剣けんを振ふりおろそうとしますが……。

カッツ：途と中ちゆうで止やめるというわけだな。

ＧＭ：そうです。そして、そのままの格かつ好こうで何歩か後ずさりしながら「シェ、シェフィールド……」と呟つぶやき、ガクッと跪ひざまずきます。その瞬間、カミュラの脳のう裏りに一面緑色の草原のような風景が広がります。

カミュラ：（大げさな感じで）た、助かった？　それに今のは……？（一同笑）

ＧＭ：まだ秘密です（笑）。そして、そのまま気を失ってしまいます。

カッツ：その頃の私はグーグー寝ねてる（笑）。

カミュラ：カッツさんだったら、ガン○ムのピキーンみたいな感じで、フッと起きるんじゃないんですか？

ファム：呟けばいいんじゃないですか？　カ、カミュラ!?　みたいな感じで。

ヴァリアス：それですよっ！

カッツ：うむ、分かった。んー、ムニャムニャムニャ。がばっ！　な、なんだ今のは？

ファム：ワクワク。

カッツ：ふー、いい夢ゆめだったな（爆ばく笑しよう）。

ファム：それじゃダメですっ！　せっかく何か甘あまいものを期待していたのに～。

カミュラ：じゃあ、血文字でカッツって書いときます（笑）。

カッツ：それじゃ、私が犯人じゃん（笑）。

ヴァリアス：これで犯はん人にんは決定か？

ファム：オープニングで事じ件けんは解かい決けつですよ！

カミュラ：では、カッツさんが犯人ということで（笑）。

ヴァリアス：終わった、終わった～。お疲れさまでした～（一同笑）。

ＧＭ：いや、まだセッション始まったばかりなんですけど……。

ファム：じゃあ、ご飯を食べに行きましょう！

カッツ：ちょ、ちょっと待てい。なんとかしてくれ、ＧＭ（笑）。

ＧＭ：このままカッツが犯人にでっち上げられるようにシナリオ変更しますか？

カッツ：おいっ！（笑）

ＧＭ：まぁ、冗談はさておいて。セッションを先に進めましょう。

カッツ：まったく私を陥おとしいれないでいただきたいものだ。ただでさえ、カッツは可か哀わい想そうな人なんだから（一同笑）。

ＧＭ：自分で可哀想って言いますか？　まぁ、というところでシーンは終しゆう了りようです。







◆オープニング　02◆とある春の日の授じゆ業ぎよう風景　その１




　前日の晩ばん、プリフェクトのカミュラが倒たおれたということで、オルランド寮りようは大おお騒さわぎとなった。今のところ原げん因いんは不明。カミュラも意い識しき不明のため、先生たちも特にこれといった対たい処しよができるわけでもなく、次の日はカミュラを除のぞいて、全員が通つう常じようどおりに授業を受けることとなった。

　カミュラと同室のファムも薬草学の授業に出ていたが、カミュラの容よう体だい、そしてカミュラが部屋に担ぎ込まれた時にこぼした言葉が気になり、講こう義ぎに集中できなかった。




ＧＭ：次はファムとヴァリアスのシーンです。

ファム＆ヴァリアス：はーい。

ＧＭ：ファムのシナリオハンドアウトに書いてあるとおり、ファムやヴァリアスは夜にカミュラが倒れたことは知っています。

ヴァリアス：学校内はその噂うわさで持ち切りですよ。

カミュラ：（寝息を立てるように）かーくーかーくー（一同笑）。

ファム：もしかして、ただの睡すい眠みん不足なんじゃないですか？（笑）

カッツ：ていうか、鼾いびきをかいているし。

ＧＭ：とまぁ、そんな事じ件けんがあって、その翌よく日じつです。せっかく舞ぶ台たいが学校なので授業風景のシーンです。ちなみに授業は薬草学ですね。薬草学の先生はリィーナ先生です。

ファム：リィーナ先生？　どっかで聞いたような……。

ＧＭ：試験のダンジョンにいた試験官のひとりです。双ふた子ごの先生の片かた方ほうですね。

カッツ：そういえば、そんな先生がいたな。

カミュラ：（先生のような言い方で）今日は毒薬の作り方です。

カッツ：あんたは寝ねてろ（笑）。授業でそんなこと教えるわけないだろ。

ＧＭ：いえいえ。ちゃんと毒の扱いもカリキュラムに入ってますよ。毒は少量ならば薬になることがありますし、シーフのスキルには《インベナム》（＊）もありますから。

ファム：なるほどぉ。

ＧＭ：で、授業の内容は、囮おとり餌えさの材料にはパルズィタフトというキノコを乾かん燥そうした粉末を使いますとか、粘ねん着ちやく瓶びんの粘ねん液えきはライムツリーという低木の樹じゆ液えきを煮に詰つめますとか……。

ファム：ゴキブリホ○ホイみたいな感じですか？

ＧＭ：まぁ、似にているといえば似ているかもしれない。

カミュラ：そういえばゴキブリといえば……。




　なぜかゴキブリの話で盛もり上がる一同。




ＧＭ：いや、もうゴキブリはいいですから。で、あとは姿すがたを隠かくす能のう力りよくを持っている怪かい物ぶつを見えるようにするためのリヴィールウィードとかの話をしているわけです。

ヴァリアス：なんでそんな物ぶつ騒そうなことしか教えないんだ？

ＧＭ：どれも、冒ぼう険けん者しやに必要な道具ですよ。

カッツ：そう言われてみればそうか……あれ？　そういえば、なんで私は授業に出ていないのだ？　確たしか、前ぜん巻かんの森の中のシーンって薬草学だったよな。

ＧＭ：えーっと……きっと、別の授業と重なってしまったんですよ。で、もう薬草学は無理だと見切ってそっちに出ることにしたとか。

カッツ：ガーン（一同笑）。

ヴァリアス：なんだかいやに具体的な話になってきた。

カミュラ：転落人生ですね（一同笑）。

カッツ：転落言うな！

ファム：あはははははあは（笑）。

カッツ：それよりも、なんかこれって伏ふく線せんっぽくないか？　わざわざ植物の名前とか言ったりして。

ファム：大だい丈じよう夫ぶです。ばっちりメモしてあります！

カッツ：よし、それなら安心だな。小島さんもかなりゲームに慣れてきたな。

ヴァリアス：そうですね。

ファム：ありがとうございます！　がんばりますっ！




　だが、この安心が後ほど裏うら目めに出るとは誰だれも思っていなかった。




ＧＭ：まぁ、そんな感じで授じゆ業ぎようがあり、その終しゆう了りよう後ご。うれしそうにアルヴィンがファムとヴァリアスのところにやってきます。「そういえば聞いたかよ」

ヴァリアス：なにが？

ＧＭ／アルヴィン：どうやら学校の中に幽ゆう霊れい騎き士しが現あらわれたらしいぞ。

ヴァリアス：そんな眉まゆ唾つばな話、よくある学校の怪かい談だんじゃないか。……よくあるのか？（笑）

ＧＭ／アルヴィン：去年、とある先生が実験用に捕ほ獲かくしたアンデッドが逃にげ出したという事件があったらしいんだが……。

ヴァリアス：なんでそんなこと知っているんだ（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：それはもちろん秘密だ。で、その時は冒険者に依頼したりして、大変だったらしいぞ。

ファム：そんなことがあったんですね。さすが、アルヴィンさんですっ！

ヴァリアス：そういう問題か？　まぁ、いいや。じゃあ、今回も似たようなことが起こったんじゃないのか？

ＧＭ／アルヴィン：いや、今回は違ちがうらしいぜ。前の時は騎士なんて話はなかったし、学校の西の乗馬場、それと東の庭園にも出たらしいんだよ。




　再ふたたびピンを地図に刺さすＧＭ。
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ヴァリアス：他ほかにも目もく撃げきされているのか？

ＧＭ／アルヴィン：庭園の方は三日前の夜だな。これは間違いない。乗馬場の方は、それよりも前のことは確たしかだが、いつなのかまでは分からないな。

ヴァリアス：学校内を幽霊騎士がうろついている？

ファム：（おずおずと）あのー、幽霊騎士の話をしていてすぐに思い当たれますか？

ヴァリアス：何の話？

ファム：（シナリオハンドアウトを指さしながら）ここに書いてあることです。

ＧＭ：いいところに気がつきましたね。もちろんＯＫですよ。そもそも、そのためのシナリオハンドアウトですから。

ファム：そういえば、昨日の夜にカミュラさんがうわごとのように幽霊騎士とか言っていたんですけど……。

ＧＭ／アルヴィン：カミュラさん、幽霊騎士に会ったんだ。姿すがた見られていなきゃいいけど。

カミュラ：え？　どういうことですかっ！

カッツ：カミュラ、ここにいないし。

カミュラ：いえいえ、一いつ般ぱんの学生さんですよ、学生さん（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：あの幽霊騎士に姿を見られると、六日後に死ぬって噂うわさなんだよね。

ヴァリアス：げぇーっ！

ＧＭ／アルヴィン：声を潜めながらアルヴィンは続けます。「エルクレスト・カレッジに伝わる七不思議があってな、その中のひとつに『学校を徘はい徊かいし、見た者を六日後に呪い殺す幽霊騎士』っていうのが……」

ファム：今回カミュラさんが見たのって、その幽霊騎士なんですか？　それじゃあ、カミュラさんは六日後に死んじゃうんですかっ!?

カミュラ：（ＮＰＣの学生になって）でも、気持ちよさそうに寝ねていましたよ（一同笑）。

ファム：寝てました、完かん璧ぺきに寝てました（笑）。

カッツ：そうか、六日後に死ぬのか。

カミュラ：（ＮＰＣの学生になって）なんか寝言で、犯はん人にんはカッツって言ってました（笑）。

カッツ：変な噂が流れてるよ（笑）。でも、こんな序じよ盤ばんで犯人って言われた奴やつは、絶ぜつ対たい犯人じゃないんだよな。

カミュラ：じゃあ、いいじゃないですか。

カッツ：そうか……って、よくない！（一同笑）

ファム：そ、そんなことよりも六日目に死んじゃうなら、なんとかしないと……。

ヴァリアス：でも、あくまでも噂だろ。あまり気にすることはないんじゃない？

カッツ：ほんとに死んだらしいぜ（一同笑）。

ヴァリアス：突とつ然ぜん、こんなところにカッツ先せん輩ぱいが（笑）。

カッツ：いや、先輩じゃないから。ただのＮＰＣです（笑）。そんなことよりも、幽霊騎士が出る場所は重要？　って、いうか重要だよな。わざわざピンを刺しているんだからな。

カミュラ：たぶん、最終的には星形とかの魔ま法ほう陣じんみたいになるんですよ。




　え？　なんで、三ヶ所だけで分かる？




カッツ：なるほど。それはあり得るな。

カミュラ：そして、きっと最後は中心に幽ゆう霊れい騎き士しが出てくるんですよ。




　……読者の皆みなさまには先に解かい説せつするとしよう。

　幽霊騎士は学内の五ヶ所のポイントに魔法的な仕し掛かけを施ほどこし、そのポイントを結んだ五ご芒ぼう星せいの中心にある場所の封ふう印いんを解とこうとしているのである。

　なお、幽霊騎士が何者なのか、そして何の封印を解こうとしているのかについては、このまま読み進めながら、カミュラたちと一緒に考えていただきたい。

　しかし、確かによくあるパターンとはいえ、たったこれだけのヒントでここまで先を読むとは……。

　恐おそるべし、小暮英麻。




ＧＭ：さ、さぁ、それはどうでしょう。

カッツ：む？　なんだかＧＭが動どう揺ようしているようだぞ？

ＧＭ：いえいえいえ。さて、では次のシーンへと移うつりましょう。





（＊）《インベナム》　シーフのスキル。相手にバッドステータスの毒を与える。









◆オープニング　03◆とある春の日の授じゆ業ぎよう風景　その２




　オルランド寮りようのプリフェクト、カミュラが倒たおれた。とはいえ、今の自分にできることは何もない。

　それに久ひさしぶりにちゃんと授業が受けられるのだ。この機会を逃のがすことはないだろう。

　カッツはそんなことを思いながら、再ふたたび授業に集中した。




カッツ：フンフフーン♪　私はもう嬉き々きとして授業受けてます（笑）。

ファム：カッツさん。なんだか、すごい機き嫌げんがいいですよ。

ＧＭ：えー、カッツが受けているのは歴史学です。薬草学と違ちがって、こちらは実じつ技ぎがないですから、代返とか比ひ較かく的簡かん単たんにできる授業ですね。

カッツ：そんなこというなよ（笑）。

ＧＭ：それにハウスマスターのモーズレイ先生の授業なんで、いろいろと融ゆう通ずうも利ききますよ。出席を一日くらいおまけしてもらったり、試験に出る範囲をあらかじめある程度教えてもらったりとか（笑）。

カッツ：な、なるほど……。

ＧＭ：そういう授業は大事ですよ。

カッツ：うーん、なんかリアルだな。ところで、カミュラが死ぬことは知っていていいの？

ＧＭ：別に構かまいませんよ。ファムやヴァリアスから聞いたことにしてもいいですし。

カッツ：よし。あと六日、ばれなければいいんだな（一同笑）。




　だから、なぜ犯はん人にんになりたがる。




カッツ：あと少し、あと少しで私の計画が……（笑）。

カミュラ：わたしはまだ目覚めていないんでしょうか？

ＧＭ：登場するなら、意い識しきが回かい復ふくしたことにしてもいいですよ。

カッツ：えっ？　ちょ、ちょっと待った。

カミュラ：では、登場します。おはようございます。

ヴァリアス：はやっ！

ＧＭ：するとモーズレイ先生が「もう大だい丈じよう夫ぶなんですか？　カミュラさん」と心配そうに声をかけてきます。

カミュラ：はい、もう大丈夫です。あら？　カッツさん、何かいいことがあったんですか？　ずいぶん嬉うれしそうじゃないですか（笑）。

カッツ：い、いえ～。なんにも。

カミュラ：大丈夫ですか？　分からないところがあれば教えますよ。

カッツ：なんでお前が知っているんだ（笑）。私の代わりに授業を受けたのか？

カミュラ：わたしは何でも知ってますよ、犯人も。

カッツ：なんの犯人だよっ！（笑）

ＧＭ／モーズレイ：「そろそろいいですか？　はい、それでは授業を続けますよ」と言って、モーズレイ先生は授業を再さい開かいします。内ない容ようはかつて中原で栄えい華がを誇はこったパリス王国の話です。

カミュラ：悲しい最後を迎むかえた王国ですね。

カッツ：よく知ってますね。

カミュラ：……え？

ＧＭ：そのとおりなんですよ。

カミュラ：そうなんですか？

カッツ：当てずっぽうだったんかいっ！

カミュラ：（ニコリと笑って）……いえ、知っていましたよ。

カッツ：ぜったい噓うそだ（笑）。

ＧＭ：では、一いち応おう解説しましょう。その国の名はパリス王国。名前も伝えられず、現げん在ざいでは覇は王おうと呼よばれている人物が五〇〇年ほど昔に一代で建てた国です。しかし、その王様が死んだ後に、パリス王国は跡あと目め争いで滅ほろんでしまいました。

ファム：それは重要な情じよう報ほうですか？

ＧＭ：この辺はすべて『トラベルガイド』に書かれています。それに割わりと有名な話ですので、ＰＣは全員知っていて問題ありません。

ファム：ふむふむ。

ＧＭ：で、ここからは新情報です。覇王には五人の部下、というか仲間がいたと言われていて、その中でもっとも有名な人物が〝大賢けん人じん〟とも呼ばれているシェフィールドです。

ファム：シェフィールド？

カミュラ：どっかで聞いたことある……っていうか、わたし聞いたっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ／モーズレイ：「そのシェフィールドと共に覇王を守り続けたと言われている騎き士しが……」というところで、チャイムがカラーンカラーンと鳴ります。「もうこんな時間ですか。では、今日はここまでにしましょう」眼鏡を掛け直しながらモーズレイ先生が授業の終了を告げます。

カッツ：寸すん止どめはよくないと思うぞ（笑）。

ファム：あっ！　これですよ！　シナリオのタイトルに〝黄金騎士〟ってあります。

ＧＭ／モーズレイ：さて、どうでしょう（笑）。「授じゆ業ぎようを終しゆう了りようします。今日はここまで」って言って先生は教室を出て行きます。そしてシーンは終了です。

カミュラ：何やら伏ふく線せんの匂においがしますよ。








ミドルフェイズ









◆ミドル　01◆調ちよう査さ開始っ!!




　授じゆ業ぎようの終しゆう了りよう後ご。

　いつものようにオルランド寮りようの談話室に集まった四人は、さっそく幽ゆう霊れい騎き士しの対たい策さく会議を始めた。もし、噂うわさが真実ならば六日後にカミュラは死んでしまうかもしれない。噓うそか真実かが分からない以上、とりあえず本当に死んでしまうとして行動するしかなかった。




ＧＭ：ではここからミドルフェイズになります。オルランド寮はもちろん幽霊騎士の噂で持ち切りです。

カッツ：そうだろう、そうだろう。

ＧＭ：ちなみに噂を広めているのはアルヴィン。しかもすでにオルランド寮に出現して、カミュラが見たということまで噂になっています。

カッツ：なんということだ。これは由ゆ々ゆしき事じ態たいだ。

カミュラ：（苦しそうな声で）うっ！

カッツ：ん？　おかしいな。まだ一日目なのだが……早すぎるぞ。あれ？　つい早すぎるとか口走ってしまった（笑）。

ファム：やっぱり犯はん人にんはカッツさんなんですかっ！

ＧＭ：シナリオ変へん更こうして、本当にカッツを犯人にしてしまいましょうか？

カッツ：それは止やめていただきたい（笑）。

ファム：そんなことよりも、無事な姿すがたを見るのは今日初めてですよね？　心配して駆かけ寄よりますよ。もう動いて大だい丈じよう夫ぶなんですか？

カミュラ：（落ち着いた声で）心配することはありません。ここで命を失ったとしても、それがわたしの運命なのですから。

カッツ：そんなことをおっしゃらないでください。ここであなたが死んでしまうと、全校の学生が涙なみだで溺おぼれ死んでしまいます（一同笑）。

ファム：（ヴァリアスの方をきっと向いて）ヴァリアスさん、何とかしてください。

ヴァリアス：へ？　オレ？　いや、そんなこと言われてもオレが何かできるわけじゃないし。

ファム：（潤うるんだ目で見ながら）そんなこと言わないでください。ウルウルウル……。

ヴァリアス：……そんなことされたら断ことわれないじゃないか（笑）。分かった。前の時はみんなに迷めい惑わくかけちまったしな。

ファム：やったっ！

カッツ：おっ！　だいぶギルドマスターらしくなってきたじゃないか。

ファム：はいっ！　あたしがリーダーです（笑）。

ヴァリアス：ギルドマスターの頼みじゃ仕方ないな。それに噂が本当だとすると呪いかなんかだろうから、幽霊騎士を倒たおせばいいんだろうしな。

ファム：お願いします！　で、カッツさんはもちろん……。

カミュラ：カッツさんが協力するのは当たり前ですから、ねぇ。

カッツ：もちろん協力しますとも。幽霊騎士に見られないようにしながらですが（笑）。

ファム：なんか笑顔に含ふくみがあります。

カミュラ：大丈夫です。わたしが付いていきますから。

カッツ：それなら自分が倒す努力しろよっ！（一同笑）




　確たしかにそのとおりである。




ＧＭ：とまぁ、そんな掛かけ合いをしていると談話室にひとりの女じよ性せいが現あらわれます。

カッツ：誰だれだ？

カミュラ：プリシアとか？

ＧＭ：違ちがいます。今回はプリシアは出ないって言ったじゃないですか。シェフィールド寮のプリフェクトです。なんとタイミングよく、投とう稿こうが来たので採さい用ようしました。




　もともと今回のシナリオには、話を盛り上げるためにカミュラのライバルとなるような他の寮のプリフェクトを登場させるつもりであった。

　そんな時に届とどいた一通のメール。それは埼玉県の群青海ぐんじよう・かいさんからの投稿である。なお、お送りいただいた設せつ定ていは今回のシナリオに登場させる都合上、一部を変更させていただいております。ご了りよう承しようくださいませ。

　群青海さん、ありがとうございました～。




ＧＭ：とゆ～ことで、シェフィールド寮のプリフェクト、シャルロッテ・イエミツさんです。

一同：イ、イエミツ～!?

ファム：シャルロッテさん？　イエミツさん？　いったい、どっちなんですかっ!?

ＧＭ：いや、だからシャルロッテが名前で、イエミツが名字です（笑）。

カミュラ：もしかして、頭はちょんまげですか？

ＧＭ：女性だからそんなことはありません。

カッツ：しかし、イエミツとは凄すごい名前だ……。

ＧＭ：でしょ？

ヴァリアス：だってシャルロッテとイエミツですよ。どうしたらそんな組み合わせが思いつくんだ？

カッツ：問題はイエミツのインパクトが凄すぎて、名前を覚えられないことだな（笑）。

ＧＭ：ちなみに、サポートクラスがサモナーなので、カミュラのライバルにもぴったりですよ。メインクラスがメイジなので、微び妙みように違うところもよし。

ファム：イエミツさんってことは日本人なんですか？

ＧＭ：東方世界の住人の血を引いているそうです。まぁ、『無印』リプレイにはエイジがいるし、きっと東方世界は日本風の名前の人が多いんですよ。ちなみに腰こしまでもある長い髪かみが特とく徴ちようの和風美人です。ただし、性せい格かくに難なんあり。

ヴァリアス：げぇーっ！

ＧＭ／シャルロッテ：まぁ、よくある黙だまっていれば美人なのにねぇ～というタイプですね。そんな彼女が取り巻まきを引き連れてオルランド寮りようにやってきたわけです。「カミュラさん、今学園で噂うわさになっている幽ゆう霊れい騎き士しを見たんですって？」

カミュラ：あ、わたしそっちやりたい。イエミツやりたい（一同笑）。

カッツ：なんでだっ！

カミュラ：皆さんごきげんよう、みたいのやりたいじゃないですか（笑）。
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ＧＭ：そうそう、そんな感じです。で、シャルロッテはカミュラを勝手にライバル視ししているわけですよ。で、わざわざ嫌いや味みを言いにやってきたわけです。

カミュラ：そんなおいしいキャラ、わたしがやりたい（笑）。（真面目な声で）なんのことですか？　わたしは何も知りませんよ。

カミュラ（シャルロッテになって）：そう言っていられるのも今のうちですわよ。

カミュラ：なんのことだかさっぱり分かりませんわ。




　ひとりでカミュラとシャルロッテの会話を始める小暮さん。




カッツ：……両方こなしている（笑）。

ＧＭ：なんだか、ひとりでカミュラとシャルロッテの掛け合いできそうな感じ。

カミュラ：え？　さすがに同じようなタイプのキャラクターだと難むずかしいですよ。

ＧＭ：じゃあ、もっと嫌味な感じにするのはどうでしょう？

カミュラ（シャルロッテ）：（いじわるそうな声で）あら、誰ですかこの人。あぁ～、カミュラさんのお仲間？　ずいぶんと地味なお仲間たちね。（ファムに）すぐ忘わすれると思いますけど、お名前聞いておきましょうか？

ファム：ファムリシアですっ！

カミュラ（シャルロッテ）：あら、そう。あなたももうすぐ死ぬの？（一同笑）

ファム：あたしは、騎士見てません。

カミュラ（シャルロッテ）：あーらそーう。

カッツ：なんでこんなに活いき活きとしてるんだ？

ＧＭ：それはこっちが聞きたいですよ。

ヴァリアス：確たしかに。

カミュラ（シャルロッテ）：では、ごきげんよう。六日後を楽しみにしてますよ（笑）。

ＧＭ：と言いながら、帰ってしまいました（一同笑）。

カッツ：一体何をしにやって来たんだ？

ファム：なんだったんですか？　なんだったんですか？（笑）

ＧＭ：いや、まぁカミュラのライバルを出そうと思っていただけだから、別にこれでもいいんですが……（笑）。

ファム：それじゃあ、幽霊騎士について調べましょうっ！

ヴァリアス：ういっす！

ＧＭ：では、まず最初にここからのシーン進行について説明しますね。一日は次のように進んでいきます。




　朝：全員で集まって、その日の方ほう針しんを決定する

　昼：昼休みなどを利用して、場所を調べに行く

　夕：放課後などを利用して、誰かに話を聞きに行く

　夜：特に調ちよう査さしたいことがある場合に行動する




ＧＭ：こんな感じですね。情報収集は分かりやすいように場所と人を別にしました。

カミュラ：つまり昼は場所で、夕方は人を指定すればいいってこと？

ＧＭ：そうです。もちろん全員がバラバラに行動してもＯＫです。ただし、調べる時には特別に次のようなルールがあります。




①ふたり以上で調査する場合、人がひとり増ふえるごとに達成値ちに＋２のボーナスがある。




ヴァリアス：つまりふたりで調べれば達成値に＋２されるってこと？

ＧＭ：はい。もし三人だと＋４、四人だと＋６になります。

カミュラ：判はん定ていする人はひとり？

ＧＭ：いえ、そこにいる人は全員判定することができます。さらにもうひとつ。




②夜に行動した場合、翌よく日じつのすべての判定の達成値に-1のペナルティがある。




ファム：夜遅おそくまで起きているから翌日はフラフラになるというわけですね。

ＧＭ：そうです。あと【ＨＰ】と【ＭＰ】も回かい復ふくしません。夜に何も行動しなかったら、それぞれ１Ｄずつ回復します。

カッツ：休息は重要だからな。

ＧＭ：今日はすでに放課後ですので場所を調べることはできませんが、誰かに話を聞きにいくことができます。

ヴァリアス：うしっ！

ＧＭ：それでは次のシーンから幽ゆう霊れい騎き士し捜さがしをスタートしましょう。







◆ミドル　02◆アルヴィンの証しよう言げん　～残り、あと六日～




　さっそく聞き込こみを始める四人。

　相談の結果、ファム＆ヴァリアスがアルヴィンに、カミュラ＆カッツがモーズレイ先生に話を聞くことになった。




ＧＭ／アルヴィン：では、ファム＆ヴァリアスの方からです。「なんだい話って？」

ヴァリアス：お前の知っている限かぎりでいいから、幽霊騎士について教えてくれないか？

ＧＭ／アルヴィン：幽霊騎士？　別にいいぜ。

ファム：なんでそんなにくわしく知っているんですか？

ＧＭ／アルヴィン：実はな……。

ヴァリアス：実は？

ＧＭ／アルヴィン：庭園で見たのって……。

ファム：庭園？

ＧＭ／アルヴィン：俺おれなんだよね（笑）。

ヴァリアス：ちょ、ちょっとお前！

ファム：えーっ！　アルヴィンさんが見てたの？

ＧＭ／アルヴィン：三日前かな。授じゆ業ぎよう中ちゆうに内ない職しよくしてるの先生に見つかって、庭園の掃そう除じを言いつけられたんだよね。で、そのままそこで寝ねちゃってさぁ。

ヴァリアス：寝たっ!?　まだ三月だというのに、風邪かぜ引くぞ（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：それは平気。身体からだだけは丈夫だからな。で、夜になって幽霊騎士が地面に短たん剣けんみたいなの落とすところを見たんだよね。

ファム：えっ！　それじゃアルヴィンさんも死んじゃうんじゃ……。

ＧＭ／アルヴィン：大丈夫、俺は見られていないから。

ヴァリアス：運のいい奴やつめ。

ＧＭ／アルヴィン：あと、そこから光が西の方に伸のびていったかな。

ファム：西ですか？　西の方って何があります？

ＧＭ：乗馬場ですね。

カミュラ：やっぱり魔ま法ほう陣じんですよ。

カッツ：その可か能のう性せいは高そうだな。

ヴァリアス：しかし、なんでそんなことまで知ってるんだ？

ＧＭ／アルヴィン：図書館にこの学園の出来事とかまとめた本があってな。気になるんだったら、図書館で調べてみたら？

ファム：図書館ですか。そっか、図書館で調べるという方法もあるんですね。

ＧＭ／アルヴィン：でも、なんでお前らふたりで行動しているんだ？

カミュラ：それはラブラブだからですよ（一同笑）。

ファム：ラブラブだからです！




　なぜ復唱する？




ヴァリアス：いやいや、これは借金のかたでな。オレは身を売られたんだよ。

ファム：違ちがいます。ラブラブだからですっ！

ＧＭ／アルヴィン：そういえば前の時にも一いつ緒しよにいたな。

ヴァリアス：それもまた、なんかお金が関係していたような気が（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：まぁ、がんばれや。

ヴァリアス：おおっ！　ありがとう、分かってくれるのはお前だけだ。

ファム：ん？　なんです？

ヴァリアス：えーっと、なんでもないぞ、なんでも（笑）。





＊　＊　＊






ＧＭ：次はカミュラ＆カッツ組です。場所はモーズレイ先生の部屋ですね。

カミュラ：すいません。ちょっと今日の授業で訊ききたいことがありまして。

カッツ：そうそう、なんかすごい中ちゆう途と半はん端ぱなところで授業が終わってしまったので、その続きを教えて欲ほしいのですよ。

ＧＭ／モーズレイ：それなら次の授業でやりますよ。

カッツ：次の授業を待っていられないんですよ。今のうちに予習をしておこうと思いまして。

カミュラ：カッツさん、今年も単位が危あぶないですから（笑）。

カッツ：うっ、そ、そうなんですよ。だから、予習は大事なんですよ。

ＧＭ／モーズレイ：分かりました。今日の授業というと、覇は王おうに仕えていた騎き士しの話ですね。

カッツ：そうそう。

ＧＭ／モーズレイ：騎士の名前は、オスカー・アウデンリートだと言われています。

カミュラ：あうでんりーと？

カッツ：どっかで聞いたような気が……。

ＧＭ：もちろんふたりとも聞いたことがあります。エルクレスト・カレッジの六つの寮りようの中のひとつがアウデンリートという名前です。ただし、こちらはエリンディルで最初の冒ぼう険けん者しやと言われている人物の名前が由来となっていますが。

カッツ：同じ人物？

ＧＭ：それは分かっていません。ただ、アウデンリートはエルダナーンなので同じ人物だと言う研究家もいます。あと、アウデンリートとシェフィールドが恋こい仲なかだったという話も伝わっていますね。こちらはかなり信しん憑ぴよう性せいが高いです。

カッツ：アウデンリートが騎士？

カミュラ：ということは、シェフィールドは女じよ性せいなんですか？

ＧＭ／モーズレイ：そうです。ただ、名は伝わっておらず、シェフィールドという姓せいだけが分かっているんですけどね。

カミュラ：何か資し料りようとかありますか？

ＧＭ／モーズレイ：「その方面は私の専せん門もん外がいなので大した物はありませんが……」と言いながら、本ほん棚だなから一冊さつの本を取り出します（と、一枚の紙をプレイヤーに渡わたす）。

カッツ：おっ！　ハンドアウトか。

ファム：なんですかそれ？

カッツ：シナリオのヒントとかが書いてあるプリントのこと。プレイ前にもプリント渡されたでしょ？　あれもシナリオハンドアウトといって、ハンドアウトの一種だな。

ファム：なるほどぉ。これ、わざわざ作ったんですか？

ＧＭ：はい。これから先、こういう形でシナリオのヒントを渡していきますので、それを元にして幽ゆう霊れい騎士の正体とかを調べてくださいね。
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　しばらくハンドアウトを読む一同。




カミュラ：黄金の鎧よろいですよ。ゴールドですよ（笑）。

カッツ：カミュラが見た鎧の特とく徴ちようと一いつ致ちするな。それに宝ほう物もつ庫こに収おさめられているということは、直ちよく接せつ見ることも可か能のうというわけか。

カミュラ：そういえばモーズレイ先生って、宝物庫番じゃなかったでしたっけ？

ＧＭ／モーズレイ：それはそうですが、宝物庫に入るためには学長の許きよ可かが必要ですよ。

カミュラ：では、許可を取ってください。

ＧＭ／モーズレイ：さすがに今日は無理ですね。確たしか明日は評ひよう議ぎ会かいの方に出で掛かけると言っていましたから、明日の放課後には許可をいただいておきましょう。

カミュラ：ありがとうございます。

カッツ：おー、なんか燃もえてきたぞ。こういういろいろと調ちよう査さするシナリオって好きなんだよね。いろんな情じよう報ほうから答えを見つけたり、犯はん人にん捜さがしたり。

カミュラ：ところで宝物庫ってどこにあるんですか？

ＧＭ：え？　……えーっと、一号棟とうの中です。

カミュラ：ほら、宝物庫は真ん中にありますよ。絶ぜつ対たいここですよ。えーっとここは？

ＧＭ：大型実験場です。

カミュラ：こっちは？

ＧＭ：教員寮です。

カミュラ：じゃあ、次はどっちかですよ。最初が乗馬場、次が庭園、そしてオルランド寮りようだとすると……（大型実験場を指さしながら）今度はこっち？

カッツ：なんで？

カミュラ：ほら、こうやって一筆書きで結んでいくと星形になるじゃないですか。

ヴァリアス：ほ、ほんとだ。

ファム：す、すごいです！




　……はい。まったくそのとおりです。




カッツ：じゃあ、今こん晩ばん実験場に張はってみます？

カミュラ：今晩は大だい丈じよう夫ぶじゃない？　まだ五日あるし。

ファム：カミュラさん、そんな悠ゆう長ちような（笑）。生命の危き機きですよ？

カミュラ：大丈夫、大丈夫。

ＧＭ：では特に何も起こらずに、次の日になります。







◆ミドル　03◆アウデンリートとシェフィールド　～残り、あと五日～




　翌よく日じつ。

　オルランド寮の談話室に集まり、カミュラたちはその日の方ほう針しんを相談する。

　その結果、ファムとヴァリアスは乗馬場を、カッツはカミュラが幽ゆう霊れい騎き士しと出会った場所を、カミュラは図書館で資料を調べるということになった。

【知力】の高いファムとカミュラを分け、それぞれにヴァリアスとカッツがサポートとして付いていき、達成値ちにそれぞれ＋２のボーナスを得ようという作戦だったのだが、カッツが幽霊騎士の使った短たん剣けんが気になると言い出したので、カミュラとカッツの行動を分けることにしたのだった。




ＧＭ：では、先に乗馬場の方から。

ファム＆ヴァリアス：はーい。

ＧＭ：乗馬場は、円形に柵さくで囲まれた練習用の馬場、厩きゆう舎しや、馬洗場、乗馬場の管理人や馬の世話番が住むための建物があるくらいですね。

ヴァリアス：とりあえず馬場から調べるとしよう。

ファム：そうですね。

ＧＭ：ここを調べる方法は【精せい神しん】で魔法的な痕こん跡せきを調べる、【感知】で物理的な痕跡を調べる、というどちらかとなります。ただし、片方の判定しかできません。

ヴァリアス：人数が多いボーナスは？

ＧＭ：それはどちらで判はん定ていしても入ります。だから片かた方ほうが【精神】、もう片方が【感知】で判定しても両方＋２されます。

ファム：あたしは【精神】も【感知】も５です。

ヴァリアス：じゃあ【精神】の方を頼たのむ。オレは【感知】の方が高いから。

ファム：分かりました！

ＧＭ：ではファムは７＋２Ｄで目標値は14、ヴァリアスは６＋２Ｄで目標値は12です。




　この判定にヴァリアスは成功。ファムは一回判定に失敗するが、フェイトを使用して振ふり直してこれに成功する。

　その結果、ファムは馬場の一角に何やら魔ま法ほう的な力が掛かかっていることを突つき止め、ヴァリアスはその周りに足あし跡あとを発見した。




ヴァリアス：足跡？

ファム：どんな足跡なんですか!?

ＧＭ：プレートアーマーなどの重い鎧よろいの足跡です。ただし、それにしては足跡の付き方が浅すぎます。

ファム：どういうことですか？

ＧＭ：プレートアーマーの重さは20キログラムくらいですから、これに人間の重さが入ると80キログラム近くになるはずなんですよ。

ヴァリアス：ということは、もしかして鎧の中は空？

ＧＭ：中に人が入っていれば、足跡はもっと沈しずむでしょうね。

カミュラ：分かりました。中身は瘦やせたカッツさん（笑）。

カッツ：なんでだよっ！（一同笑）




　あくまでも犯はん人にんをカッツにしたいらしい。




カミュラ：きっと靴くつだけ鎧にして歩いたに違ちがいありません。

カッツ：それでも20キログラムってことはないだろ（笑）。

ファム：カッツさんが犯人でないことが証しよう明めいされましたね。

カッツ：中身がないってことは、やっぱり幽霊だよ、幽霊。

ヴァリアス：魔法的な痕跡は、やっぱり例の短剣かなぁ。

カッツ：だろうな。よし、次へ行こう、次へ。





＊　＊　＊






ＧＭ：では、次はカッツです。オルランド寮りようを調べるんですよね。【精神】で同じく難なん易い度ど14でどうぞ。

カッツ：へ？

ＧＭ：【精神】で難易度14です。

カッツ：【感知】は？

ＧＭ：幽霊騎士が現あらわれたのは廊ろう下かですから。足跡を探さがすのはちょっと無理かと。

カッツ：10以上？　そんなの出ない……（コロコロ）９？

ヴァリアス：１足りませんね。

カッツ：９＋４で13……ちっ！

ＧＭ：フェイト使います？

カッツ：10以上じゃちょっと分が悪いんだよな。

ヴァリアス：大だい丈じよう夫ぶ、判定に失敗していても、十分推すい測そくはできますよ。

カミュラ：カッツさん、無む駄だ足あしでもいいですよ別に（笑）。

カッツ：無駄足？　それはシーフとしてのプライドを甚いたく傷きずつけるな。

ＧＭ：シーフの得られるような情じよう報ほうじゃありませんしね。

ＧＭ：では、判定は失敗ということで。

カッツ：ん？　何も……ない（一同笑）。

カミュラ：何も分からないの間違いでしょ。

カッツ：何もない（笑）。

カミュラ：分からないっていいなさいよ。

カッツ：分からないことが分からないんだよ（笑）。





＊　＊　＊






ＧＭ：最後はカミュラさんです。図書館で何を調べますか？

カミュラ：アウデンリートとシェフィールドについて書かれた本とかあります？

ＧＭ：では【知力】でどうぞ。

カミュラ：いくつ以上出せばいいんですか？

ＧＭ：難易度は秘ひ密みつです。達成値ちによって手に入る情報の数が違うので。

カミュラ：えーっ！

ＧＭ：高ければ高いほど、たくさん情報が手に入ります。

カミュラ：ここはフェイトですね。フェイトを１点使ってダイスを３個こ振ふります。

ＧＭ：はい、了りよう解かいです。

カミュラ：それじゃ、いきます。（コロコロ）あら？　１、２、２です（笑）。

カッツ：ダイス目、低っ！

ＧＭ：６＋５で11ですね。えーっと、そうすると新しい本は見つけられないので、『覇は王おう伝説概がい論ろん』の別の版が見つかるだけですね。

カッツ：同じ本じゃ意味ないじゃん。

ＧＭ：ただし、そちらにはアウデンリートとシェフィールドが挿さし絵えに描えがかれています。

カミュラ：ほらー、何も見つからないよりはマシよ。

ＧＭ：挿絵に描かれているアウデンリートの着ている鎧よろいは、カミュラが見た幽ゆう霊れい騎き士しと同じ物ですね。

カミュラ：やっぱりアウデンリートの幽霊なんですよ。

ＧＭ：それともうひとつ。ここで【知力】判はん定ていをどうぞ。

カミュラ：【知力】ですね。（コロコロ）４＋５で９ですから……15です。

カッツ：さっきこの目が出ていたらな。

カミュラ：いいんです。こっちの方がきっと重要な情報なんですから（笑）。

ＧＭ：カミュラにとってはそうかもしれませんね。その挿絵に描かれているアウデンリートの顔、それからシェフィールドの顔になんとなく見覚えがあります。

カミュラ：これ……わたし？（一同笑）

ＧＭ：確かにシェフィールドの顔には、どことなくカミュラの面おも影かげがあります。シェフィールドの方が全然年上ですけどね。

ヴァリアス：なるほど、そういうことか！

ＧＭ：ここはやっぱり小暮さんの希望に添そった形にしないと。というところで前半の調ちよう査さは終わりにしましょう。




　この後、ファムとヴァリアスは乗馬場にいる馬の世話番の話を聞き、六日前に馬たちが妙みように騒さわいでいたという情報を得る。そして、カミュラとカッツはモーズレイ先生から翌よく日じつの宝ほう物もつ庫こ見学の許きよ可かをもらうことができたのであった。







◆ミドル　04◆大型実験場での戦い　～残り、あと五日～




　そしてその日の夜。




カミュラ：今日は幽霊騎士が現あらわれると思うんですよ。

ファム：どうしてですか？

カミュラ：一日おきに現われているんです。昨日は出なかったみたいですし。

カッツ：何！　え～っと……なるほど。確かにそうだな。で、カミュラの考えだと、今こん晩ばん出しゆつ現げんする場所は大型実験場辺りということになるな。

ヴァリアス：行ってみます？　翌日の調査に-1のペナルティがくるけど、オレはどうせ調査関係は能のう力りよく値ち的に苦手だから問題ないし（笑）。

ファム：大おお勢ぜいで調べればボーナスもあるから、そっちでなんとかできるんじゃないですか？

カッツ：そうだな。中ちゆう盤ばんに戦せん闘とうするのは定番のひとつだし（笑）。

ヴァリアス：じゃあ、誰だれが行きます？　ここで幽霊騎士に見られると、さらに犠ぎ牲せい者しやが増ふえるんだけど。

カッツ：とはいっても、ひとりとかふたりで行って、そのまま戦闘になったらまずいしな。

カミュラ：それなら全員で行きましょう（笑）。
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　カミュラの鶴つるの一声で、結局全員で行くことになるのであった。

　そして夜の大型実験場。




ＧＭ：夜も更ふけて辺りは静まりかえっています。と、その静せい寂じやくを打ち破るかのように、ドカーン、ドカーンと物もの凄すごい音が響ひびいてきます。

ファム：どこから聞こえてきますか？

ＧＭ：大型実験場の中からですね。入り口の鍵かぎは掛かかっていないようです。

カミュラ：中に入りましょう。

ファム：入りましょう、入りましょう（笑）。

ＧＭ：大型実験場に入ると、まず広いエントランスがあります。音はその奥おくの扉とびらの向こうから聞こえてきます。

カッツ：こっそりと扉を開けて覗のぞいてみよう。

ヴァリアス：じゃあ、オレも。

ファム：あたしも～！

カミュラ：どれどれ？

ＧＭ：扉の向こう側は実験のための広い施し設せつになっているんですが、そこには実験で使用するゴーレムが……。

カッツ：なんだただのゴーレムだよ（笑）。

ＧＭ：バラバラに壊されています。

カッツ：おいっ！（一同笑）

ファム：いやーな予感がします！

ＧＭ：そしてその中央には、ちょうど最後の一体となったゴーレムを叩たたき斬きる黄金の鎧よろいの姿すがたがあります。

ファム：えーっ！

ヴァリアス：ゴ、ゴーレムが一いち撃げき!?　一いち応おう聞いておきますが、ウッドゴーレムとかいいませんよね？

ＧＭ：もちろん金きん属ぞく製せいですよ。

カッツ：急いで扉の陰かげに隠れる。見られるなっ！（一同笑）

ファム：なんで、なんでゴーレムさんを破は壊かいしてるの？

ＧＭ：邪じや魔まだから（笑）。

ファム：えーっ！

ＧＭ：ゴーレムを一いつ掃そうしたら、黄金の騎き士しはカミュラが見た時と同じように、短たん剣けんを魔ま法ほう陣じんに埋うめ込こみます。そうすると、今度は南西の方向に光がピューっと伸のびていきます。

カッツ：間に合わなかったか（笑）。

ヴァリアス：いや、まだ間に合うぜ。ここで倒たおせばすべて解かい決けつだ。それにこのままだとここで幽ゆう霊れい騎士と鉢はち合あわせ（笑）。

カミュラ：そういえば、幽霊騎士を倒さないとわたし死んじゃうんだっけ（一同笑）。

カッツ：忘わすれてたのかよっ！

ＧＭ：で、どうするんですか？

カッツ：このまま隠かくれて待ち伏ぶせしよう。

ＧＭ：不意打ちを狙うんですね？

カッツ：うむ。私以外は遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきができるから、ファム、ヴァリアス、カミュラは魔法やクロスボウで遠距離から攻撃。私は扉の陰に隠れて、出てきたらエンゲージして攻撃ということで。




　息を潜ひそめ、物陰に隠れて機会を待つ四人。




カミュラ：なんか魔法が効きかないような気がします。

カッツ：いや、物理攻撃の方がやばいような気も（笑）。




　一歩、また一歩と幽霊騎士が近づいてくるのが気配で分かる。

「今だっ！」

　タイミングを見計らってカッツが飛び出した！
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ＧＭ：ではここから戦せん闘とうです。幽霊騎士は不意打ちを受けているので、ラウンド開始前に皆みなさんが一回ずつ何か行動することができます。さらにこちらはリアクションのダイスが１個こ減へります。それでは、順番はカッツからです。

カッツ：マイナーアクションでエンゲージ。そしてメジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》を使用！

ファム：がんばれ！　カッツさんっ！

カッツ：（コロコロ）ダイスは４、５、６で命中は20！

ＧＭ：（コロコロ）たとえ不意打ちではなくても、それは避よけられない。

カッツ：当たることは当たるんだが。ダメージは８＋２Ｄで……（コロコロ）低いな。13点で物理防ぼう御ぎよ無む視し！




　しかし、カッツは己おのれの放った一撃に何の手て応ごたえも感じなかった。




カッツ：ダメージが入っていない感じ？　これはまずいぞ！

カミュラ：ファムさんとヴァリアスさんは逃にげてください。おそらく魔法も効かないような気がします。

ヴァリアス：ここで逃げるわけには……。

ファム：そうですよ。

カミュラ：カッツさんの犠ぎ牲せいをムダにしてはいけません！（爆ばく笑しよう）

カッツ：おいっ！　まだ死んでないって！

ファム：そうですよ。みんなで助けないと……。

カミュラ：大丈夫、逃げても平気。ふたりが逃げた後に、《サモン・フェンリル》を撃うって、こっちに注意をそらします。（コロコロ）６＋２Ｄで12です。

ＧＭ：こっちの回かい避ひはダイス１個しか振ふれないので……（コロコロ）命中です。

カミュラ：たぶん効かないと思いますけど……（コロコロ）ダメージは８点です。




　カミュラの予想どおり、召しよう喚かんされた動物の王の幻げん体たいが幽霊騎士に体当たりするが、そのまま素す通どおりして消しよう滅めつする。




カミュラ：やっぱり……。

ファム：魔ま法ほうも効きませんよっ！

ＧＭ：では、通つう常じようのラウンドに移うつります。まずセットアップから。騎き士しは《グランディア》（＊）を使用しますが……。

カッツ：《ヘイスト》……は意味ないか。先に攻撃してどうなるものでもないし。先行取ってもエンゲージから離り脱だつして終わりだもんな。

ＧＭ：では、まるで闇やみのような色した両りよう手て剣けんをジャキンっと胸むねの前まえで構えて《グランディア》を使用！　そしてこちらの行動値は14です。

カッツ：早いっ！

ＧＭ：剣をそのまま振りかぶって《バッシュ》！　命中は……（コロコロ）18っ！

カッツ：回かい避ひする！　５＋３Ｄで……（コロコロ）ダイスは14だから19！　よし避よけた。

ＧＭ：残念、避けられてしまいましたか。

カッツ：参考までにダメージはいくつ？

ＧＭ：えっと……35＋６Ｄ（笑）。

カッツ：死ぬわっ！

ファム：カッツさん、ここで終わりですか？

カッツ：いや、反射的に突っ込んでしまったが、たぶん一撃くらいなら大丈夫かも。それでもダイス目が走るとけっこう危ないがな。そして騎士を見た瞬間……。




　ギリギリの間合いで幽霊騎士の攻撃を避けるカッツ。だがその時、彼は気づいてしまう。兜の奥底で赤く光る眼に。




カッツ：という感じで（笑）。

ヴァリアス：あ～（笑）。

ファム：カ、カッツさん。

カッツ：シリアスな顔で首だけカミュラの方に向ける。……見られちゃった（一同笑）。

カミュラ：……バカ（笑）。




　わざわざ自分から演出して、窮地に陥るカッツであった。




ＧＭ：で、次はカッツの番ですが。

カッツ：メジャーアクションで離り脱だつして、カミュラの近くまで逃げます。

カミュラ：来ないでよ（笑）。

ファム：えーっ！

カッツ：えー、さっきわたしなら平気って言ったじゃん（笑）。

カミュラ：仕方ありません。マイナーアクションで移い動どうして、カッツの前に出ます。




　カッツをかばうように幽霊騎士と対たい峙じするカミュラ。

　幽霊騎士は躊ちゆう躇ちよする様子も見せずにカミュラに向かって歩みを進め、両手で構かまえた剣を振り上げる。

　が、そこまでだった。




ＧＭ：オルランド寮りようで出会った時と同じように、幽霊騎士は剣を振り下ろしません。

カミュラ：やっぱり。

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、カミュラの脳のう裏りに黄金の鎧よろいを身に纏まとった青年があなたに何か話しかけている姿すがたが浮うかびます。さらに、その青年があなたをかばうように戦っている姿や、一いつ緒しよに王らしき人物と共にいる姿などがフラッシュバックのように思い出されます。

カミュラ：（真ま面じ目めな声で）あなたは……。

ＧＭ：ふとカミュラが我われに返ると、目の前には動きが止まっている幽霊騎士が。そして、そのまま後ずさりながら闇の中に消えていきます。

ファム：やりましたねっ！

カミュラ：最初に会った時に殺されませんでしたから。今回もたぶん大丈夫と思ったんですが、やっぱり大丈夫でした（笑）。

カッツ：ということは……私はただの無む駄だ死じに？（笑）

ファム：死んでません、死んでませんから。

カッツ：幽霊騎士に見られたけどな。

カミュラ：あの幽霊騎士って、やっぱりアウデンリート？

カッツ：たぶんそうじゃないかな。そういう演出がそこかしこにちりばめられているみたいだし。

ヴァリアス：なんでそんな偉えらい騎士の幽霊が、学校をうろついているんだ？

カミュラ：それをこれから調べるんじゃないですか。





（＊）《グランディア》　ナイトのスキル。ラウンド終了まで武器攻撃のダメージを増やす。









◆ミドル　05◆幽ゆう霊れい騎き士しの正体は？　～残り、あと四日～




　幽霊騎士からなんとか逃のがれたカミュラたち。

　だが、大型実験場での幽霊騎士との遭そう遇ぐう戦せんはカミュラたちに疲ひ労ろうをもたらした一方、騎士の正体の目め処どが付いたという点では収しゆう穫かくがあった。




ＧＭ：さぁ、あと残りは四日です。まずはどこに行くかを決定してください。

ヴァリアス：騎士について調べるならやっぱり図書館だよな。

カミュラ：図書館はもう調べましたよ（笑）。

カッツ：調べはしたけどな。達成値ちが低かったから、重要な情じよう報ほうを取り逃したみたいだし。

ファム：あとは宝ほう物もつ庫こですね。確たしか今日、中を見せてもらえるんですよね。

カッツ：とすると、また二チームに分けるしかないか。

カミュラ：じゃ、いつもの組み合わせでいきましょう。わたしは宝物庫に行くので、ファムさんとヴァリアスさんは図書館をよろしくお願いしますね。

ヴァリアス：調べ物苦手なんだよなー。【知力】は２しかない。

ファム：そんなこと言わないで、がんばりましょーっ！

ヴァリアス：へいへい。





＊　＊　＊






ＧＭ：では、まず宝物庫の方から。モーズレイ先生付き添そいの下、宝物庫の中を見学させてもらえます。

カッツ：モーズレイ先生は？

ＧＭ：もちろん付いてきていますよ。中の物を持ち出されたりしたら困こまりますから。

カミュラ：ちぇー。ひとつくらい持っていけばお金持ちになるかと思ったのに（笑）。




　そんなことしたら泥棒だって。




ＧＭ／モーズレイ：中の物は勝手に触さわらないようにしてください。ここにおいてある物はそれほど強力な魔ま力りよくを秘ひめてはいませんけど、それでも十分に危き険けんな物もあるんですから。

カミュラ：ここにある物？　他ほかにもどこかに宝物庫があるんですか？

ＧＭ／モーズレイ：いえいえ、宝物庫はここだけです。宝物庫はふたつの部屋に分かれていて、特に危険な物や貴き重ちような物は奥おくの間にしまってあるんですよ。

カミュラ：奥にも部屋があるんですね。

カッツ：奥の間には入れないのか？

ＧＭ／モーズレイ：奥の間に入るためには理事会（＊）の許きよ可かが必要なんです。たとえ学長でも勝手に入ることはできません。それに、奥の間の入口や壁かべには特とく殊しゆな魔法の結界が張はられていまして、凄すご腕うでの魔法使いでも解かい呪じゆするのは難むずかしいでしょうね。

カッツ：なるほどな。とりあえず目的の鎧よろいを探さがそう。

ＧＭ：宝物庫の中はそれなりに広いので、判はん定ていが必要になります。ただし、それほど難しくはありません。【感知】で難なん易い度どは10です。

カッツ：で、ふたりいるからボーナスで＋２か。

ＧＭ：いえ、昨さく晩ばんは実験場に張はり込こんでいたので-1されますから、合計で＋１ですね。

カッツ：ということは４以上か。それなら楽勝だな。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

カッツ：（コロコロ）……もちろん成功！

カミュラ：わたしも成功しました。

ＧＭ：それならば目的の物はすぐに見つけ出すことができます。宝物庫の一角、さまざまな鎧や武ぶ器きなどが置かれている場所に、黄金に輝かがやく鎧があります。両手を剣けんの柄つか頭がしらに載のせて、剣先を下に向けた形で飾かざられています。

カッツ：ざっと見た感じで、埃ほこりのつもり具合や動いた跡あと……たとえば土がついているかとかの痕こん跡せきを調べたいんだが……。

ＧＭ：【感知】判定をどうぞ。難易度は12です。

カッツ：（コロコロ）うわっ！　ダイス目が悪い……９で失敗。

カミュラ：まったくダメですねぇ。（コロコロ）……14で成功です。

カッツ：くーっ！　涙なみだを流して悔くやしがってやる（笑）。

ファム：カッツさん、がんばってっ！

ＧＭ：ではカミュラだけ分かりますが、鎧の足に土がついているのを見つけます。

カミュラ：先生、この鎧に泥どろがついているんですけど……。

ＧＭ／モーズレイ：「おや、本当ですね」びっくりした感じですね。

カッツ：（古畑○三郎風に）んー、おかしいですねー。まるで、この鎧がひとりで勝手に出歩いたようですね。




　今こん巻かんでも古畑○三郎風なしゃべり方になるカッツ。




ＧＭ／モーズレイ：そんなことはないでしょう。

カッツ：そうですよね。しかも普ふ段だんは鍵かぎが掛かかっているんですよね。

ＧＭ／モーズレイ：もちろんです。これはまずいですね。さっそく宝物庫の中を調べることにします。申しわけありませんが、今日の見学はこれまでとさせていただきます。

カッツ：しまったー！　これじゃ、これ以上調べられないじゃないかっ！（一同笑）

カミュラ：カッツさんが余よ計けいなことを言うから（笑）。

カッツ：いや、隙を見るとつい突っ込みを入れたくなってしまうもんで（笑）。

ファム：さすがです、カッツさん！

ヴァリアス：誉めるところじゃないと思うんだけど（笑）。

カミュラ：あと、他には何か分かることはないんですか？

ＧＭ：あります。これはカミュラだけなんですが、鎧を見た時に妙な違和感を覚えます。

カミュラ：違和感？

ＧＭ：はい。本の挿絵や夢で見たアウデンリートの持っている剣は柄や飾りが黄金色なんですが、宝物庫にある剣は黄金色ではなく黒ですね。

カッツ：そこにも何か理由がありそうだな。あとは黄金の鎧がなんで動いているか、か……。

カミュラ：その情じよう報ほうは図書館組の方に期待しましょう。





＊　＊　＊






ＧＭ：はい、お待たせしました。図書館組の方です。

ファム：はーい。

ヴァリアス：ぐー、ぐー。




　いきなり寝ねないでいただきたい。




ファム：ヴァリアスさん、寝ないでください。

ヴァリアス：いや、ほら、調べたりするの苦手だから（笑）。

ファム：一いつ緒しよに調べてください。騎き士しについても調べたいし、魔ま法ほう陣じんだって……。

ヴァリアス：カミュラ先せん輩ぱいが騎士について調べた時、達成値ちってどのくらいだっけ？

ファム：11くらい？

ヴァリアス：ということは、それを超こえないとダメなのか。じゃあ、オレが魔法陣を調べるから、騎士の方はファムに頼たのもう。

ファム：分かりましたっ！

ヴァリアス：というわけでフェイトを１点使うぜ。これは使うしかない！

カミュラ：１点でいいのかしら？（笑）

ヴァリアス：うー、なんか悪魔の囁ささやきがどこからか聞こえてくる。

カッツ：悪魔の囁き、まさにその通りだ（笑）。

ヴァリアス：では魔法陣について調べます。とりゃ……（コロコロ）うわっ！　３個こ振ふって６しかでねー。【知力】が２、ボーナス＋１で９。

カミュラ：だから最初からもっとフェイト使っておけばよかったのに（笑）。

ヴァリアス：うぉー、まったくその通りでございます。

ＧＭ：どうしますか？

ヴァリアス：ここで１日ロスするのは辛つらいですよね？　ここはフェイト使って振り直す！　６より低くはならないと期待して……（コロコロ）!!

ファム：クリティカル！　クリティカルですよっ!!




　元来、本を読んだり、調べ物などといったことが苦手なヴァリアス。それらしい本を手当たり次し第だいに引っ張ぱり出して机つくえに積み上げるが、何なん冊さつも見ないうちに飽あきてしまう。

　眠ねむ気けを覚ますように、ヴァリアスが大きく伸のびをしようとした瞬しゆん間かん、その腕うでが積み上げた本に当たり、一気に本の山が崩くずれ出す。

　慌あわてて本を片かた付づけるヴァリアスの目に、ひとつの図形が飛び込んできた。急いで書名を確かく認にんするヴァリアス。そこには『五ご芒ぼう星せいに秘ひめられた力』と書かれていた。

[image: ]

ヴァリアス：というような感じで、ひとつ（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。ではヴァリアスにはこれを上げよう（一枚まいのハンドアウトを渡わたす）。

カッツ：要約して話したまえ。

ヴァリアス：えーっと、あの五芒星は悪い物だ（笑）。

ファム：かなり簡かん単たんにきましたね。

ヴァリアス：もうちょっと言うと、完成すると酷ひどい目に遭うぞ（一同笑）。

カッツ：分かるような分からないような。まぁ、いい。次はファムの方を判はん定ていしよう。

ファム：分かりましたっ！　では、いきます。はぁー……えい！（コロコロ）８です。【知力】が７ですから15です！

ＧＭ：それにボーナスが＋１されて16ですね。それならば見つけることができます。これですね（と言いながら一枚のハンドアウトを渡す）。

ファム：やりましたっ！　『黄金騎士と神の娘むすめ』って書いてあります。

ヴァリアス：で、どんな感じなんだ？

ファム：ん？　うーん、ん？

ＧＭ：一所懸けん命めい、読んでいます。

ファム：す、すみません。漢字がいくつか読めません（笑）。あのー、女に干ほすってなんて読むんですか？
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ヴァリアス：どれどれ？　あ？　これは〝奸かん計けい〟ですね。悪わる巧だくみとかそういう意味。

ファム：（〝攫われてしまう〟を指さしながら）こっちは？

ＧＭ：〝さらわれてしまう〟です。

ファム：ですっ！

カッツ：ま、まぁ、難むずかしい漢字だからね（笑）。

カミュラ：それはさておき、なんとなく敵てきとその目的が見えてきましたね。

ヴァリアス：目的は宝ほう物もつ庫この奥おくの間に張られている結界を消すこと？

カッツ：おそらくな。

ファム：でも、奥の間の結界を消してどうするんですか？

ヴァリアス：そこにある何かを手に入れようとしているんだろうけど……。

カミュラ：きっと、あれですよ。ほら、本に書いてあったシェフィールドの持っていた杖つえ！

カッツ：えーっと……（ハンドアウトを読む）神しん獣じゆうの杖？

カミュラ：そうそう、それです。

カッツ：つまり、幽霊騎士は神獣の杖を手に入れようとしているということか……。しかし、なぜだ？

ファム：神獣の杖がシェフィールドさんの持ち物だから、とか？

ヴァリアス：う～ん。アウデンリートは今も鎧に閉じこめられたまま？

カッツ：おそらくそうだろうな。

カミュラ：それで神獣の杖を捜している……。でも、結界を壊してまで手に入れようとします？　もともと宝物庫には両方あったわけだし、今になって動き出しているというのもおかしくありませんか？

ファム：確かにそうですねぇ。

カミュラ：きっと、誰かに操られているんですよ。

ファム：誰か？

カミュラ：ほら、たとえばここに書かれているラルヴァとか……。

カッツ：なるほどっ！　小暮さん、今日物凄い冴えていませんか？

カミュラ：何言ってるんですか。いつものことじゃないですか（笑）。

カッツ：……うそつけ（一同笑）。

ファム：となると、問題は誰だれに話を聞きにいくかですよ。

ヴァリアス：学長、アンデッドにくわしそうな先生、あとはアルヴィン？

カッツ：アンデッドにくわしい先生って誰だろう？

ＧＭ：さすがにそこまでは分からないですね。誰かに訊いて教えてもらえば別ですが。

ファム：じゃあ、とりあえず学長さんとアルヴィンさんに訊いてみます？




　ところが、学長はアンデッドについてあまりくわしくないためにラルヴァの情じよう報ほうを得ることはできず、またアルヴィンから得た情報は急病で倒たおれたハミルトン先生がアンデッドの研究をしていたという、役に立たない情報だった。

　ただし、図書館に『不死者たちの宴うたげ』というアンデッドの生せい態たいについて書かれた本があることを教えてもらうことができた。




カッツ：また図書館か……。

ＧＭ：一いち応おう、エネミー識しき別べつで判定することはできますが。ただし、エネミー識別の場合、人数のボーナスは入りませんので。

カッツ：それなら、図書館の方が全然楽だな。他ほかに調べる場所がなければ、全員で図書館に行けば＋６される。

カミュラ：じゃあ、明日はみんなで図書館に行きましょう。

カッツ：あと三日あるから、これはかなり楽勝だな。




　だが、その考えは甘あまかったのである。





（＊）理事会　エルクレスト・カレッジの運営を行なっている組織。エルクレスト評議員代表のアルフレッド・ヨークやエルクレスト神殿の神官長ジャスパー・エムロードなどが理事のメンバーに名を連ねている。









◆ミドル　06◆役に立たないメモ　～残り、あと三日～




　翌よく日じつ、さっそく図書館に行ってラルヴァについて調べるカミュラたち。

　さすがに四人で探さがせば、簡かん単たんに資し料りようを見つけることはできたのだが……。




ＧＭ：判定は成功ですね。では、こちらを差し上げます（ハンドアウトを出す）。
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カッツ：どれどれ。

ヴァリアス：こいつですよっ！

ファム：ラルヴァで間ま違ちがいないですね。

カミュラ：アウデンリートの魂たましいをラルヴァが操あやつって、鎧よろいを動かしている。

ファム：ということはラルヴァを倒せば、すべて解かい決けつですね。やっぱり、鎧に取り憑ついて動かしているのかなぁ。

カミュラ：でも見えないんですよね。

ＧＭ：見えません。

カッツ：それじゃ、攻こう撃げきできないじゃないかっ！

カミュラ：どうしましょう（一同笑）。




　それを考えてください。




ヴァリアス：今までにどこかでヒント出ていたっけ？

ＧＭ：もう出ています（笑）。

カッツ：どこだ？　あっ！　オープニングの授じゆ業ぎようのシーン！　隠かくれているエネミーを見つけ出す草とか言っていなかったっけ？

ヴァリアス：そういえば言っていたような。

カッツ：ファム！　確たしかメモしていたよな。

ファム：はい！　大だい丈じよう夫ぶですっ！　えーっと、餌えさに入れるのがパルズィタフトで、ネバネバするのがライムツリーと書いてあります。

カッツ：それだけ？

ファム：後は「カッツさんの転落人生」って書いてあります！（一同笑）

カッツ：そんなこと書くなよっ！　それよりもその次だよ、重要なのは。

ファム：書いてありませんねぇ。よっぽどカミュラさんのセリフのインパクトが強かったんですよ。あとはゴキブリの話くらいしか憶おぼえていません（笑）。




　もちろんゴキブリも関係ありません。

カッツ：ヴァリアスは？

ヴァリアス：オレも憶えていません。ファムがメモしてたから安心してたし……。

ファム：すいません、すいません。

カッツ：まぁ、仕方ないか。この後、直ちよく接せつリィーナ先生に訊きに行くしかないな。すみません、授業聞いていなかったんです……って、ダメな子じゃない、それ（笑）。

ファム：怒おこられます、怒られます。

カミュラ：ひとりだと怒られるから、ふたりで行くというのは？

ヴァリアス：それ意味あるんですか？

ファム：あたしひとりが怒られるのはイヤです。

ヴァリアス：まぁ、仕方ないか。付き合ってやるよ。

ファム：ありがとうございますっ！

カッツ：こっちは何か調べることあるかなぁ？

カミュラ：じゃあ、こっちはパスということで。

カッツ：よし、ではファムとヴァリアスに任まかせる！





＊　＊　＊






ＧＭ：では、リィーナ先生の部屋です。

ファム：すいませ～ん。

ＧＭ／リィーナ：はい、なんでしょう？

ファム：すみません、この間の授業なんですけど……。

ヴァリアス：ちょっとノート取り損そこねまして……。

ファム：もう一度教えて欲ほしいんですが……。

ＧＭ／リィーナ：するとリィーナは大きなため息をついて「仕方ありませんね。ただし、明日は補ほ習しゆうを行ないますから、それに出るようにしてください」

ファム：（しょんぼりした声で）……はい。

カッツ：補習？　ちょっと待て。それって時間取られるんじゃないのか？

ＧＭ：取られますよ。夕方の調ちよう査さができなくなります（笑）。

ヴァリアス：なんだって！

ＧＭ：ただし、授業の内ない容ようは教えてくれます。囮おとり餌えさに使うのがパルズィタフト、粘ねん着ちやく瓶びんの粘ねん液えきはライムツリー、姿すがたを隠している怪かい物ぶつを見えるようにするのがリヴィールウィード。

ヴァリアス：それそれ、それですよ。どんな草なんですか？

ＧＭ／リィーナ：タバコに似にた葉を持つ植物です。珍めずらしい植物ですが、学校の温室でも数は多くありませんが栽さい培ばいはしています。

ヴァリアス：その草って、もらえたりしますか？

ＧＭ／リィーナ：さすがに今日は無理ですね。明日の昼に温室にいらっしゃい。ただし、リヴィールウィードについてのレポートを一週間以内に提てい出しゆつすること。いいですね。

ヴァリアス：はい、はい、はい。もちろん、はいです（笑）。

ファム：分かりました！





＊　＊　＊






　そしてその夜。

　リヴィールウィードが手に入らない状じよう態たいでのラルヴァとの交戦は危き険けんということで、遠とお巻まきに教員寮りようを観察することにした四人。

　その推すい理りは見事的中し、教員寮から大型実験室の方へと光が走り、さらに乗馬場から光が教員寮へと伸のびてくる。
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ファム：繫つながっちゃいましたね。

カミュラ：五ご芒ぼう星せいが完成したということね。

ヴァリアス：宝ほう物もつ庫こにもひとり行っておけばよかった？

カッツ：いや、大だい丈じよう夫ぶだろう。資し料りようには魔ま法ほう的な儀ぎ式しきが必要と書かれてあったからな。今までのラルヴァの行動パターンからすると、毎日鎧よろいを動かすこともできないようだし。

カミュラ：つまり勝負は明後日ということですね。

ＧＭ：あと、もうひとつ情じよう報ほうがあります。




　光が収おさまると共に、教員寮りようからひとつの人ひと影かげが走り出すのが見えた。腰こしまである長い髪かみに特とく徴ちよう的なプリフェクト用の白いマント。あの姿は間ま違ちがいなく……。




一同：イエミツだっ！（笑）

ＧＭ：シャルロッテ！　まぁ、イエミツでも間違いはないんだけど。

ファム：追いかけます？

ＧＭ：さすがにこの位置からだと追いかけるのは難むずかしいですね。シェフィールド寮まで行けば会うことはできるかと思いますが。

カミュラ：そこまでしなくてもいいんじゃないですか？

カッツ：おそらくイエミツを怪あやしく思わせるフェイクの情報とみた。

ＧＭ：では何もしないということで、翌よく日じつになります。







◆ミドル　07◆踏ふんだり蹴けったり　～残り、あと二日～




　リィーナ先生に連れられてファムとヴァリアスは温室へとやってきた。

　錬れん金きん術じゆつによって作られたガラスで囲まれた巨きよ大だいな温室の中には、見たこともないような植物が所ところ狭せましと植えられており、まだ春先だというのに蒸むし暑く、汗あせばむほどであった。




ＧＭ：それでは【感知】判はん定ていでどうぞ。難なん易い度どは12です。

一同：えーっ！

ファム：リィーナ先生は教えてくれないんですか？

ＧＭ／リィーナ：諭さとすようにリィーナ先生は答えます。「自分で探すのも勉強です」

ファム：仕方ありません。ここはフェイトを使って成功させますよ。

ＧＭ：ふたりいるのでボーナスで＋２。これに昨さく晩ばんのペナルティーが-1ですからボーナスは＋１ですね。

ファム：はぁ～……（コロコロ）あうっ！　１足りません～。

ヴァリアス：じゃあ、オレも一いち応おう挑ちよう戦せんして……（コロコロ）ぶばっ！　フ、ファンブル！

ＧＭ：どちらも失敗ですね。

カミュラ：ダメですねぇ。

ＧＭ／リィーナ：見つけられませんか？　では、また明日ですね。補ほ習しゆうを受ければもう少し効こう率りつよく探すことができるでしょう。

カッツ：まぁ、今日はラルヴァは出てこないからな。明日成功させれば問題ない。よし、次はこっちの番だな。宝ほう物もつ庫こに行って、状じよう況きようを確かく認にんしてみよう。





＊　＊　＊






　だが、宝物庫は調ちよう査さ中ちゆうで近ちか寄よることさえ無理だった。




カッツ：近くに先生いない？　話を聞きたいんだけど。

ＧＭ：何を訊きくんですか？

カッツ：黄金の鎧よろいが動き出してるとかいう話があるわけじゃないですか、変わった様子はないか聞かせてくれと。

ＧＭ：分かりました。それでは、宝物庫の入り口にひとりの先生がいることにしましょう。（『聖雪のキャンパス』をパラパラとめくりながら）この先生がいいや。グラハム・ステイル先生ですね。

カミュラ：ステイル先生？

ＧＭ：はい。入学試験の時に魔方陣の問題を出した先生です。

カッツ：あの先生か。なんだか嫌な予感がするが……。ステイル先生、ステイル先生。

ＧＭ／ステイル：ん？　何かようかな、カッツ君。

カッツ：いや、用というほどのことはないんですが。何か変わったことはないかなと。

ＧＭ／ステイル：今調査中だ。

カッツ：実は耳みみ寄よりな話が……。鎧が昨日動き出したという目もく撃げき情報があるのですよ。

ＧＭ／ステイル：どこでだ？

カッツ：教員寮りようの方です。くわしく聞きたいと思いませんか？

ＧＭ／ステイル：ほう。しかし、なぜ君は夜そんなところにいたのだね？

カッツ：えっ!?　いや、それに関してはあまり多くは語れない事情があって（笑）。

ＧＭ／ステイル：消しよう灯とう以い降こうは寮の外に出るのは禁きん止しだろう。君の言う、くわしい話とやらを聞こうじゃないか。ちょっとこっちに来たまえ（笑）。

カッツ：いや、いやその……（一同笑）。




　こうして、この日の放課後はファムとヴァリアスはリィーナ先生のもとで補習。カッツはこってりと生活指し導どうの先生に絞しぼられることになった（笑）。







◆ミドル　08◆カミュラの秘ひ密みつ？　～残り、あと一日～




　いよいよ最後の日。

　四人で温室に向かった。補習を受けたファムとヴァリアスの難易度は11に下がり、さらにカミュラ、そしてカッツという加か勢せいもあって、リヴィールウィードを見つけ出すことは造ぞう作さもなかった。また、その使い方もリィーナ先生に教えてもらうことができた。

　そして放課後。カミュラたちは宝物庫への立ち入りを求めるために、エルクレスト・カレッジ学長、エルヴィラ・アルディリケのいる学長室へと赴おもむいた。




カッツ：いよいよこれが最後の行動だな。

カミュラ：そういえば、今日の夜でちょうど六日目でしたっけ（笑）。

ヴァリアス：ほんとに忘れていますよ（笑）。

ファム：大丈夫ですよ。きっとカミュラさんは助かります！

カミュラ：そうそう（笑）。

カッツ：あんたが言うな（笑）。

カミュラ：さて、では学長室の扉とびらをノックします。

ＧＭ：すると、中から「どうぞ」という声が聞こえてきます。

カミュラ：では、扉を開けて学長室に入りましょう。

ＧＭ／エルヴィラ：何かご用ですか？

カミュラ：ところで、どうやって学園長から宝物庫の鍵かぎを借りましょう？（笑）

カッツ：ここに呪のろいを掛けられて死にそうな女がいるんですとか？

カミュラ：（苦しそうな声で）うぅぅ……。し、死ぬ～（一同笑）。

ファム：え？　そういう呪いでしたっけ？

カミュラ：（か細い懇こん願がんするような声で）死にたくない……死にたくない。

ＧＭ：そんなことで説得できると思わないでください（笑）。

カミュラ：ですよね。

ヴァリアス：やっぱり、ここは全部話すしかないんじゃない？

カミュラ：仕方がありませんね。学長に今までの経けい緯いをすべて話します。




　夜にオルランド寮で黄金の鎧を着た騎き士しと出会ったこと。

　その鎧が学園の宝物庫にあるアウデンリートの鎧であること。

　そして、その鎧をラルヴァというアンデッドが操あやつっていること。

　ラルヴァの目的は宝物庫の奥おくの間にある何かであること。

　エルヴィラは、カミュラたちの話を黙だまって最後まで聞いていた。




ＧＭ／エルヴィラ：分かりました。宝物庫の鍵をお貸かししましょう。

ファム：ほんとですかっ！

ヴァリアス：話してみるもんだな。

カッツ：でも、学長は一いつ介かいの学生の言うことをなんでそこまで信じるんだ？

ＧＭ／エルヴィラ：すると学長はにっこりと笑えみを浮うかべながら言います。「私はいつでもエルクレスト・カレッジの学生たちのことを信じていますよ」

カッツ：うさんくせー（笑）。

ＧＭ／エルヴィラ：宝ほう物もつ番のモーズレイ先生には私の方から伝えておきましょう。もし、ラルヴァと戦いになっても無理はしないよう。すぐにモーズレイ先生に任まかせなさい。

ファム：分かりました！

ヴァリアス：とはいっても、ゲーム的にはＮＰＣの協力は受けられないと思うけどな。

ＧＭ：まぁ、そこはそれということで（笑）。あ、ちょっと待って。えっと、ここでエルヴィラはちょっと悲しそうな顔をして、「これも運命なのかしら……」と呟つぶやきます。

カッツ：学長、何か知ってるし。

カミュラ：きっと、わたしがシェフィールドだということを知っているんですよ（笑）。

カッツ：断だん言げんしてるし。

ＧＭ／エルヴィラ：本当にいいんですね？

カミュラ：（真ま面じ目めな声で）大だい丈じよう夫ぶ、わたしは全部分かっています。

ヴァリアス：すげぇー。なんか本当に全部知ってそうな感じだ。

ＧＭ／エルヴィラ：記き憶おくを取り戻もどしたんですか？

カミュラ：いえ。でも、きっとこの事じ件けんはわたしに関係があるはずです。そして、その結果がどうなろうともわたしは後こう悔かいしません。

ＧＭ／エルヴィラ：「それならば私は何も言いません」エルヴィラは無言で宝物庫の鍵をカミュラに渡わたします。というところでシーンを終しゆう了りようしましょう。




ヴァリアス：小暮さん、すげー！

カッツ：こういうところで、とっさに演えん技ぎできるのがすごいよな。

ファム：さすがですっ！

カミュラ：ありがとうございます（笑）。

カッツ：おや、なんか素す直なお（笑）。

カミュラ：（苦しそうな声で）ううぅぅぅ……。死にたくない……（一同笑）。

カッツ：それは、もういいんだよ。

ＧＭ：では、次はクライマックスフェイズです。








クライマックスフェイズ









◆クライマックス　01◆宝ほう物もつ庫この戦い




　深夜の学校は、昼間とはまったく違う雰ふん囲い気きを見せる。

　いつも見み慣なれた風景のはずなのにどこかが違ちがう、そんな錯さつ覚かくを覚えるのだ。

　そんな中、カミュラたちは宝物庫の前でモーズレイ先生がやってくるのを待っていたが、一向に現あらわれる気配がない。このままでは、ラルヴァに宝物庫の結界が破やぶられてしまう。

　四人はお互たがいに頷うなずき合うと、宝物庫の鍵かぎを扉とびらに差し込こんだ。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズに移うつりましょう。宝物庫の前はすでに学長の取り計らいで立ち入り禁きん止しが解とけています。しかし、そろそろアウデンリートの鎧よろいが現われる時間だというのに、モーズレイ先生はまだ現われません。

ヴァリアス：やっぱりＮＰＣは役に立たない（笑）。

ファム：呼よびに行く時間はありますか？

ＧＭ：ありません。もちろん呼びに行っても構かまいませんが呼びに行った人は戦闘に最初から参加できなくなります。

ファム：なるほどぉ。

カッツ：さすがに人数が欠けた状態で戦うのは無理だろう。

カミュラ：仕方ありませんね。わたしたちだけでなんとかしましょう。

ＧＭ：では、四人が扉を開けて宝物庫に入ります。

ヴァリアス：灯あかりはいる？

ＧＭ：いえ、人が入ると同時に自動的に薄うす明あかりが点つくようになっているようです。

カッツ：なんて便利な（笑）。

ＧＭ：鎧のある場所はカミュラとカッツが知っているので問題はありませんね。さまざまな武ぶ器きや鎧などが置いてある場所の一角に、アウデンリートの黄金の鎧が飾かざられています。

ヴァリアス：よし！　じゃあ、その鎧の足あし下もとでリヴィールウィードを燃もやすぞ。




　リヴィールウィードの葉に火をつけると、薄い紫むらさき色いろの煙けむりが立ち上りだした。やがて、その煙は黄金に輝かがやく鎧の後ろに隠かくれている何者かの姿すがたを取り巻まくように渦うずを巻き始める。

　次し第だいにその姿を顕あらわにしていくラルヴァ。その時、

「待ちたまえっ！」

　外からモーズレイ先生の声が聞こえると同時に、四人の背はい後ごで扉の軋きしむ音が聞こえてくる。

　急いで振ふり向いたカミュラたちの見たものは、ひとりでに閉とじようとしている扉と、駆かけ寄よろうとしているモーズレイ先生の姿だった。

　ズーンッ！

　辺りに響ひびき渡わたる重じゆう厚こうな音と共に、扉が完全に閉じられた。




ヴァリアス：閉じこめられたっ!?

ＧＭ：その通り。リヴィールウィードの効果によって完全に姿を現わしたラルヴァは、下半身が青白い炎ほのおのように燃えており、手は異い様ようなほど細く長く、頭は人間の骸がい骨こつをいびつに歪ゆがめたような形をしています。さらにラルヴァの横に二体、四人の５メートルほど後ろに二体の亡ぼう霊れいが出しゆつ現げんします。
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カッツ：しかも囲まれているし。

ヴァリアス：結けつ構こう、数が多いな。とりあえず、鎧をなんとかしないと。あのダメージを受けるとかなりやばい。

ファム：がんばりましょうっ！





＊　＊　＊
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ＧＭ：では、まずはセットアッププロセスから。ちなみにこちらの行動値ちはラルヴァが15、アウデンリートの魂たましいが14、ラルヴァとエンゲージしている悲しい表ひよう情じようを浮うかべている亡霊が13、あなたたちの後ろにいる苦く痛つうの表情を浮かべている亡霊が11です。

カッツ：相手の方が早い。ここは《陣じん形けい》（＊）を使って散開だな。ファム！

ファム：はい！《陣形》を使いますっ！

ＧＭ：その前にアウデンリートの鎧が、セットアップで《グランディア》を使います。

カッツ：次はこっちの《陣形》の番だな。ふたつに分かれよう。ヴァリアスはファムを守ってやってくれ。私はカミュラを守る。

ヴァリアス：ＯＫ！

ファム：分かりましたっ！

カミュラ：《ヘイスト》も使いますか？

カッツ：《ヘイスト》か……。そうだ！　ファムの【行動値】っていくつだっけ？

ファム：８です。

カッツ：ということは７以上が出れば相手よりも先に動けるのか。（ファムに）《マジックブラスト》を覚えたんだよな？

ファム：はい。

カッツ：それだったら、《ヘイスト》をファムに掛かけよう。

カミュラ：まずは魔ま術じゆつ判はん定てい……（コロコロ）これは成功。で、フェイトを１点使って……（コロコロ）９？

ファム：８＋９だから【行動値】が17になりました！

ヴァリアス：よしっ!!

ファム：ということは、あたしが一番最初ですね。じゃあ、ラルヴァのいるところを攻こう撃げきします。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《エアリアルスラッシュ》を使います。

ＧＭ：では、対象はラルヴァ、アウデンリート、亡霊×２ですね。

ファム：はいっ！　ではいきますよ。【知力】が８ですから、８＋２Ｄですね。……（コロコロ）低いです！　８＋６で14ですっ！

ヴァリアス：《エアリアルスラッシュ》だから、さらに＋４される。

ファム：あっ、そっか。じゃあ、18ですっ！

ＧＭ：それはさすがに避よけるのは難むずかしい。ラルヴァは……（コロコロ）失敗。亡霊は……（コロコロ）６、それと７だから両方回かい避ひに失敗。それとアウデンリートも失敗。

カッツ：まぁ、鎧にはダメージがいかないだろうしな。

ＧＭ：そうですね。では、ダメージをどうぞ。

ファム：《エアリアルスラッシュ》が５Ｄ、《ウィンドセイバー》が１Ｄ。ここで《マジックフォージ》って使えるんですよね？

ヴァリアス：使える……というか使いましょう。

ファム：ダメージが４Ｄ増ふえる？

カミュラ：おぉ～、すごい。

ＧＭ：一回しか使えないですけどね。

ファム：合計で10Ｄです。

カッツ：それだったら、フェイト使ってダメージもっと増やしてもいいかも。

ＧＭ：フェイトを使うと、さらに３個こまで増やすことができますね。

ヴァリアス：先手必勝です！

カミュラ：やっちゃえ、やっちゃえ（笑）。

ファム：分かりました。フェイトも使います！　ダイスを貸かしてくださいっ！

カミュラ：ザバッと一気に振りましょう。ザバッと（笑）。

ファム：はいっ！　それじゃ、行きますよぉ。えいっ！




　机つくえの上を勢いきおいよく転がる色とりどりのダイス。




ヴァリアス：１がひとつしかないっ！

カッツ：結けつ構こう６が多いかも。

ファム：えっと、10、20、30……42、45の48です！

　ファムの唱えた《エアリアルスラッシュ》は巨きよ大だいな竜たつ巻まきとなって、ラルヴァ、悲しみの表情を浮かべた亡ほう霊れい──ソローゴーストを巻まき込み、真空の刃やいばで切り裂さいていく。
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　だが、それでもこの世に未練を残した亡霊たちを浄じよう化かさせるまでには至いたらなかった。

　ラルヴァがキシキシと笑い声をあげる。




カッツ：これで倒たおれないのかっ！

ＧＭ：ラルヴァの方はともかく、亡霊の方はかなりのダメージを負っているようで、もう姿すがたが消えかかっていますが。残り【ＨＰ】は10点。

ファム：あと少しでしたっ！

ＧＭ：さて、ファムの行動が終わって次のイニシアチブプロセスにラルヴァが《悪あく霊りようの招まねき》という特とく殊しゆ能のう力りよくを使用。アウデンリートをファムとヴァリアスのいるエンゲージへと移い動どうさせます。

ヴァリアス：なんだって！

ＧＭ：そして、次はラルヴァの行動。《ウォータースピア》＋《マジックブラスト》でファムとヴァリアスを攻撃。ついでに《エフィシエント》も付けてダメージに＋６。

ヴァリアス：げぇーっ！　さすがに《ウォータースピア》を受けた後だと、鎧よろいの攻撃は避けられないぞっ！

カッツ：仕方ない。《ウォータースピア》を《インタラプト》！　手近にあった魔法の武ぶ器きをラルヴァに投げつけて気をそらしたという感じで。

ヴァリアス：カッツ先せん輩ぱいっ！　それはポメロナイフだっ！（笑）

ファム：高いんですか？

ヴァリアス：かなり（笑）。




　ちなみに価か格かくは、二四一四〇〇Ｇ。

ＧＭ：しかし、ラルヴァの次はアウデンリートの攻撃です。目標はヴァリアス。《バッシュ》……（コロコロ）命中は19！

ヴァリアス：19!?　それはさすがに……（コロコロ）ムリ！　とりあえず一回は耐たえられると思うんだけど……。

ＧＭ：ダメージは……（コロコロ）５、10、13＋29で42！　これに《グランディア》が加算されて48点の物理ダメージ!!

ヴァリアス：物理防ぼう御ぎよ力りよくが10だから38点のＨＰダメージってことは、残り【ＨＰ】は１!?

カミュラ：《プロテクション》！　３Ｄ振って……（コロコロ）10です。

ヴァリアス：ありがたや、ありがたや。さらに10点ダメージが減るから、残り【ＨＰ】は11。し、死ぬかと思った。




　なんとかラルヴァとアウデンリートの攻こう撃げきに耐えた四人であったが、まだまだ敵てきの攻撃は続く。ソローゴーストが今度はカミュラを襲おそう。
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　もちろんこの攻撃に対して《カバーリング》でカミュラをかばうカッツ。だが、ソローゴーストの攻撃はすべて魔ま法ほうダメージであり、しかもソローゴーストは１点でもダメージを与えると【ＭＰ】を１Ｄ減げん少しようさせるという特殊能力《悲ひ哀あいの呪のろい》を持っていたのだ。

ＧＭ：亡霊の悲しそうな怨おん念ねんの声がカッツの気力を奪うばっていきます。【ＭＰ】を２点減らしてください。

カッツ：なぜ、私の弱点が魔法防御だと分かったのだ（笑）。まぁ、まだまだ平気だけど。

ＧＭ：では、もう一体の亡ぼう霊れいもカミュラを攻撃。

カッツ：……《カバーリング》します。




　さすがに二度目の攻撃には、カミュラが《プロテクション》を掛かける。しかし、それでも完全にダメージを打ち消すことができずに、さらに【ＭＰ】が３点減った。




カッツ：これはやばい。ジリジリと削けずられていく。

ＧＭ：まだまだ続きます。次は後ろにいる苦く痛つうの表ひよう情じようを浮かべている亡霊の攻撃です。アウデンリートがファムとヴァリアスの方に行っているから、こちらはカミュラとカッツに攻撃します。

カッツ：範はん囲いっ!?

ＧＭ：亡霊がカミュラとカッツの方を指さすと、その辺りにあるさまざまな物が宙ちゆうに浮いて飛び回ります。《ポルターガイスト》という特殊能力です。命中は７＋３Ｄで……（コロコロ）22です。

カッツ：意外と高い。しかしこっちも《バタフライダンス》で３Ｄ振ふることができる……（コロコロ）ダメ！　回かい避ひ失敗!!

カミュラ：わたしも失敗です。

カッツ：カミュラを《カバーリング》！

ＧＭ：では、二回ともカッツが受けるということで。ダメージは７Ｄの物理です。

カッツ：なにっ！　そんなに来るのか。

ＧＭ：一回目、いきます……（コロコロ）28点！

カッツ：《カバーリング》くれっ！

カミュラ：《カバーリング》？

カッツ：え？　あっ、《カバーリング》じゃねぇ。《プロテクション》だ（笑）。




　かなりのピンチに、言動に混こん乱らんをきたすカッツ。




カミュラ：《プロテクション》いきます。……（コロコロ）10点です。

カッツ：物理防御も引いて６点のダメージ。残り【ＨＰ】は26点！　もう一発来いっ！

ＧＭ：（コロコロ）再ふたたび28点です。

カッツ：ダメージは16点だから、これで残り10点。

ファム：だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ！

カッツ：さすがにそろそろ危あぶないかも……。げっ！　あと一体いるのか。




　だが、もう一体のペインゴーストの命中は12。

　これならば楽勝かと思われたが……。




カミュラ：あら？　回避失敗しました。１足りません（笑）。

カッツ：誰だれだよ、楽勝って言ったのはっ！

カミュラ：大丈夫ですよ。さっきくらいのダメージだったら、《プロテクション》使えば問題ありませんから。

カッツ：分かりました。《カバーリング》はなしということで。

ＧＭ：では、カミュラにダメージがいきます。……（コロコロ）10、20、26点の物理ダメージです。

カミュラ：《プロテクション》を使いますね。

ＧＭ：その《プロテクション》を《インタラプト》します！

ヴァリアス：《インタラプト》！　誰が使ったんだっ!?

ＧＭ：ラルヴァとエンゲージしている亡霊です。

カッツ：そんなものまで持っているのか……。

カミュラ：19点のダメージを受けました。

カッツ：【ＨＰ】いくつでしたっけ？

カミュラ：27点ですから、残り８点ですね。

カッツ：まずい、これはかなりまずい。《インタラプト》がまだひとつ残っているし、倒たおすことのできない鎧よろいはいるし……。

ファム：敵を倒す以外に、鎧をなんとかする方法はないんですかね？

カッツ：なんとかする方法？　確かに鎧はラルヴァに操られているだけだからな。

カミュラ：鎧にアウデンリートの魂が封じ込められているんですよね。だったら、説得してみるというのはどうでしょう？

ヴァリアス：説得か……。

カッツ：確かにその方法はありかもしれないな。このまま敵の攻撃を受け続けていると、さすがに保たない。

ＧＭ：説得してみますか？　メジャーアクションを一回使えばやっていいことにします。

カミュラ：……うーん。分かりました。説得してみましょう。

カッツ：よし！　そうときまったら相手の数をとにかく減へらすぞ、ヴァリアス。さすがに次のラウンドの攻こう撃げきをすべて防ふせぎきるのは難むずかしい。

ヴァリアス：うしっ！

カッツ：とにかく《インタラプト》を持っている亡霊を潰つぶす。マイナーアクションで移い動どう、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》！

カミュラ：え？　それも消されたりしませんか？

カッツ：その時はその時だ。まだ、こっちはヴァリアスの行動が残っている。

ファム：でも、エンゲージから離はなれるのに一回メジャーアクションが必要じゃありませんでしたっけ？

ヴァリアス：大丈夫！　オレにはライトクロスボウがあるっ！

カッツ：うむ。では行くぞっ！　どうする？

ＧＭ：ここで《ペネトレイトブロウ》を消すと、ヴァリアスの攻撃が別のエネミーに行くことになるのか……。むむむむ、《インタラプト》はなしで。

カッツ：よし！　命中は５＋３Ｄで、おりゃー！（コロコロ）……なんで、２、２、３なんだよっ！　フェイト使って振ふり直す。（コロコロ）よしっ！　命中は18！




　だが、この攻撃に対してラルヴァはソローゴーストに対して《アドヴァイス》（＊）を使用し、その恩おん恵けいによってソローゴーストは回かい避ひに成功する。




カッツ：《アドヴァイス》まで持っているのかよっ！

ＧＭ：今回の敵てきは、小こ技わざで攻せめてみました（笑）。

ヴァリアス：範はん囲い攻撃を持っていて、さらに小技を使うとはなんていやらしい敵なんだ。《ウェポンチェンジ》でクロスボウに持ち替かえて、《バッシュ》で《インタラプト》を持っている亡ぼう霊れいを攻撃！

ＧＭ：命中判はん定ていはいくつ？

ヴァリアス：７＋２Ｄ。弓だと《イーグルアイ》が意味ないんで低くなるんですよね。

ＧＭ：ということはダイス目勝負？　よし、ここは《インタラプト》を使わない！

カミュラ：ヴァリアスさんはやる時はやる子ですよ（笑）。

ファム：そうです！　できる子なんですっ！

ヴァリアス：ここはフェイトの使いどころと見たっ！　命中にフェイトを２点使用する！

カッツ：クリティカルを狙ねらおうということか。

ヴァリアス：そうです。頼たのむ、ここでクリティカルが出てくれれば……えいっ！




　盛せい大だいに机つくえの上をはね回り、転がる四つのダイス。




　そしてダイスの目は……。




ヴァリアス：６がふたつ！　クリティカルッ!!

ファム：やったっ！　やりましたよ、ヴァリアスさん。

ＧＭ：クリティカルじゃどうしようもない。《アドヴァイアス》は取っておきます。こちらの回避は……（コロコロ）失敗。

ヴァリアス：ダメージは物理の30点！

ＧＭ：勢いきおいよく放たれた矢が亡霊の姿すがたを搔かき消していきます。物理防ぼう御ぎよ力りよくが高めでもそれはさすがに防ふせぎきれません。

カミュラ：最後はわたしの番ですね。では、アウデンリートの鎧に呼よびかけましょう。

ＧＭ：アウデンリートを説得できるかどうかは【精神】判定の対決になります。この判定に成功するとアウデンリートはラルヴァの支配から抜け出すことができて、さらに一回だけいいことが起こりますよ。ちなみに、こちらの【精神】は９です。

カミュラ：わたしの【精神】は５です。

カッツ：そのままだとさすがにきびしいな。

カミュラ：もちろんフェイトを２点使いますよ。いきます……（コロコロ）18！

ファム：大きいですよっ！

ＧＭ：それに５を足すと23ですか。それはさすがに……（コロコロ）説得成功です。

カミュラ：では、こんな感じで……。




「わたしはここにいます。もうあなたがそんなことをする必要はないの。

　あなたを……ずっとひとりにしてごめんなさい。

　だから、あなたはあなた自身を取り戻もどして」




ヴァリアス：おぉ～。

ＧＭ：いいですねぇ。では、そのカミュラの呼びかけによって、黄金の鎧の動きが止まります。ラルヴァは自分のコントロールを外れたことが理り解かいできず、おろおろしています。

カッツ：効きいている？　よし、このまま一気に押おし切るぞっ！




　そして、第２ラウンド。
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　ファムはセットアッププロセスに《陣じん形けい》を使用し、カッツの《カバーリング》を受けるためにカミュラはカッツと同じエンゲージへと移い動どうする。だが、この戦せん術じゆつが裏うら目めに出る。

　カミュラは再ふたたびファムに《ヘイスト》を使用するが、今回はラルヴァの【行動値ち】を超こえることができず、ラルヴァの行動が先となり、そしてイニシアチブプロセス。

　ラルヴァは《悪あく霊りようの招まねき》を使用して、自分のエンゲージへとファムを引きずり込こみ、ファム、カミュラ、カッツを《ウォータースピア》で攻こう撃げきしたのである。




カッツ：しまった[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！《悪霊の招き》を忘わすれていたっ！

ＧＭ：ではラルヴァの攻撃です。《マジックブラスト》《ウォータースピア》《エフィシエント》です。10＋３Ｄですから……（コロコロ）クリティカル！

ヴァリアス：げっ！　ここでクリティカルなんて出しますかっ！

カッツ：これは《蘇そ生せい》確かく定ていコースだな。

ＧＭ：一いち応おう、回かい避ひ判はん定ていはできますよ。

カッツ：さすがに《カバーリング》してこれを二回受けたら、いくら【ＨＰ】が全ぜん快かいしていてもヤバイからな。ここはフェイトを２点使って回避判定をしよう。

ＧＭ：クリティカルにかけますか？

カミュラ：ここがカッツの見せ場ですね。

ファム：ここですね。

カッツ：よし、いくぞ！　ていっ！（コロコロ）




　しかし天はカッツを見放していた。




ヴァリアス：あちゃー。

ファム：えーっ!?

ＧＭ：えっと、１、１、１、１、２？

カッツ：もういいです。回避失敗……。

ファム：ある意味、見せ場でしたね（笑）。

カッツ：ま、まぁな。

ヴァリアス：さようなら、さようならカッツ先せん輩ぱい。

カッツ：こうなるとファムを《カバーリング》して、カミュラが自分に《プロテクション》がベストな選せん択たくかな。

ヴァリアス：ですね。ファムはメイン火力だし、カミュラの《プロテクション》がないときびしいかと。

カッツ：じゃあ、ニコリと笑って、ファムを《カバーリング》しよう。

ＧＭ：ではダメージを出します。６Ｄにクリティカルで２Ｄ追加。《エフィシエント》で＋６。えいっ！　（コロコロ）……10、20、32＋６でダメージ38点！

ファム：《蘇生》を使いますっ！




　ギルドスキルの《蘇生》で【ＨＰ】が全快するも、さすがにファムと自分の分のダメージを受けたカッツは一気に戦せん闘とう不ふ能のうへ。《カバーリング》されたファムはもちろん無む傷きず。

　カミュラも自身の《プロテクション》にフェイトを使用し、残り【ＨＰ】が12点となった。




ファム：カッツさんが、カッツさんが～。

カッツ：このラウンドでラルヴァを倒たおすんだ。君ならできるはずだ。と、カッツの声がファムの心に響ひびく（一同笑）。

ファム：分かりました！　弔とむらい合戦ですね。

カッツ：いやいやいや、まだ死んでませんから（笑）。

ファム：カッツさんの仇かたきはあたしが討うちます。《マジックブラスト》、《エアリアルスラッシュ》で攻撃します！　命中は……（コロコロ）18ですっ！




　ラルヴァもソローゴーストも回避に失敗。

　だが……。




ファム：最後のフェイトを使って……ダメージ行きます！　うりゃっ！（コロコロ）




　しかしファムの《エアリアルスラッシュ》のダメージは23点。

　ソローゴーストこそ倒すことはできたが、ラルヴァを倒すまでには至いたらなかった。




ファム：す、すいませんっ！

ヴァリアス：でも、まだこっちの攻撃が……。あっ！　ダメだ。亡ぼう霊れいの方が先だ……。

ＧＭ：そうです。しかし、それよりも先に鎧よろいが行動します。

カミュラ：えっ？




　カミュラの声によって動きを止めていたアウデンリートの鎧よろい。

　それが何かの呪じゆ縛ばくを打ち破やぶるかのように再ふたたび動き出した。

　そして、目にも留まらぬ速さでペインゴーストへと迫せまり、両りよう手て剣けんを一気に振ふりおろす。




カミュラ：亡霊を倒してくれた？

ファム：説得が効いたんですよ！

ＧＭ：とはいっても、雑魚を一体だけですけどね。状況を理解できないラルヴァの隙をついて、ちょっとだけ手助けをしてくれます。ただし、この一回ですが。




　しかし、鎧の攻撃はもう一体のペインゴーストを斬きり裂さくまでには至いたらない。再び《ポルターガイスト》がファムとカミュラに襲おそいかかる。

　ペインゴーストの命中判はん定ていは……クリティカル。そしてダメージロールの結果は42点。ファム、そしてカミュラを倒すのに十分なダメージである。

　ファムだけでも助けようとカミュラはファムに《プロテクション》を使用するが、もはやフェイトも残っていない状じよう態たいではダメージを完全に防ふせぐことはできなかった。




カッツ：ここで、続けてクリティカル出しますかっ！

ＧＭ：私の方がびっくりですよ。これで残るはヴァリアスだけですね。

ヴァリアス：このオレに任まかせようというのか（笑）。

ＧＭ：責任重大ですね。

カミュラ：あとは全部ヴァリアスさんに任せました。

カミュラ：ここで全ぜん滅めつしたらどうなるんですか？

カッツ：それはＧＭ次し第だいだな。

ＧＭ：大丈夫ですよ。その時のことも考えてあります。アウデンリートを説得しないで、そのまま戦闘するという場合もあったわけですし。まぁ、全滅するかどうかは、ヴァリアス次第ということで（笑）。

ヴァリアス：なんかすごいプレッシャーなんだけど……。うしっ！　覚かく悟ごを決めたぜ。ここでオレがラルヴァを倒すっ！

ファム：そうです！　ヴァリアスさんならきっとできますっ！

ヴァリアス：よし、いくぜっ！　《ウェポンチェンジ》で再びトライデントに持ち替かえながらマイナーアクションでラルヴァにエンゲージ！　そしてメジャーアクションで《バッシュ》！　うりゃっ！（コロコロ）ダメか、クリティカルはしない。命中は18！

ＧＭ：それでも18か。さすがにクリティカルしないと回かい避ひは……（コロコロ）回避失敗っ！

ヴァリアス：ここで《ボルテクスアタック》、残りのフェイトも全部使用する！　これで９＋10Ｄになる。

ファム：がんばってっ！

ヴァリアス：うぉ─────っ！　なんかまたプレッシャーが押し寄よせてきた（笑）。

カッツ：いいから覚悟決めてダイスを振れ。

ヴァリアス：でりゃ──────っ！




　12個このダイスが力強く振り投げられる。




ヴァリアス：なんか１が多いような気が……。

ファム：でも、４とか５とかも結けつ構こうありますよ。

ヴァリアス：えっと……34！　これに９を足すと43点のダメージ！　頼たのむ、倒たおれてくれ！

ＧＭ：43点から物理防ぼう御ぎよ力りよくの14を引くと29点。

カッツ：14？　そんなに防御力あるのかっ！

ＧＭ：ゴースト系けいですからね。ただし、その分魔ま法ほうには弱いんですよ。

カッツ：で？　残りの【ＨＰ】は？

ＧＭ：ラルヴァの残りの【ＨＰ】は27。

ヴァリアス：ということは……。

ファム：やりましたよっ！　ヴァリアスさんが倒しましたよっ！




「や、やったのか……？」




　ヴァリアスの渾こん身しんの一撃を受け、ラルヴァが消えていく。それと同時に、ペインゴーストも苦痛の呻き声を上げながら消しよう滅めつしていった。

　辺りにはペインゴーストの《ポルターガイスト》によって飛ばされた魔法のアイテムが散らばり、激はげしい戦せん闘とうの爪つめ痕あとがあちこちに残されている。

　その様子をしばらく呆ぼう然ぜんと眺ながめていたヴァリアスだが、ふと我われに返ると慌あわててファムたちの許もとに駆かけ寄る。そしてまだ息のあることを確かく認にんし、ほっとため息をつく。

　その瞬しゆん間かん、閉とじられていた宝ほう物もつ庫この扉とびらも開き、外からモーズレイやエルヴィラたちが慌ただしく入ってきた。




「怪け我が人にんを医い務む室しつへ運んで。モーズレイ先生は宝物庫の確認をお願いします」




　エルヴィラは適てき確かくに先生たちに指し示じを出すと、ヴァリアスの許へとゆっくりと歩み寄り、優やさしく微笑ほほえみながら声をかけた。




「カミュラを、そして彼女の恋こい人びとを助けてくれてありがとう」




　エルヴィラはそのまま宝物庫の一角へと視し線せんを動かす。

　つられてヴァリアスもそちらへと顔を向けると、そこにはアウデンリートが愛用していた黄金の鎧よろいが、カミュラを見守るように立っていた。





（＊）《陣形》　セットアッププロセスに移動するギルドスキル。

（＊）《アドヴァイス》　セージのスキル。自分以外のキャラクターの判定のダイスを１個増やす。










エンディングフェイズ









◆エンディング　01◆お見み舞まい




　宝物庫での戦いの後、学園を騒さわがせた幽ゆう霊れい騎き士しはもちろん現あらわれなくなり、噂うわさも次し第だいに沈ちん静せい化かしていくのだろう。

　幽霊騎士に代わる新たな噂を求めて飛び出すように出て行ったアルヴィンを横目で見ながら、ヴァリアスはオルランド寮りようのファムの部屋へと向かった。




ＧＭ：では、ここからエンディングフェイズです。何かやりたいことがある人いますか？

ヴァリアス：結局、最後まで残っていたのはオレだけだったからな。ここはやはりファムをお見舞いに行こう。

ファム：食べ物、食べ物をお願いします！（一同笑）

カッツ：いきなり食べ物かよっ！

ファム：お見舞いといえば食べ物ですよ。フルーツとかお菓子とか……。

カッツ：いいかよく聞けよ。

ファム：は、はい……。

カッツ：読者の人気を取るためには、他の人を気遣ったり、思いやる心が必要なんだ。

ファム：それはもう、ばっちりですよ！

カミュラ：ばっちりなの？

ファム：ヴァリアスさんが部屋に入ってくるじゃないですか。

カミュラ：それで？

ファム：その時に、まだ傷きずが治っていないのに痛いたいのを我が慢まんしながら、無む理り矢や理り身体からだを起こそうとするんですよ。（病弱な感じで、しかもうれしそうに）来てくれたんだぁ。

カッツ：なるほど。（ヴァリアスに向かって）ほら、ちゃんと相手してやれよ（笑）。

ヴァリアス：うっ！　え、えーっと、まだ完全に治ってないんだ。ムリするなよ。

ファム：いいですねぇ、ちょっと萌もえますね（笑）。そこでヴァリアスさんが、支ささえて起こしてくれるんですよ。

ヴァリアス：えっと、支えます（一同笑）。

カッツ：もう言いなり。

ファム：そんなことないですよ！（照れているような声で）あたし、ヴァリアスさんのこと信じてました。きっと大だい丈じよう夫ぶだって……。

カッツ：その陰かげに尊とうとい先せん輩ぱいの犠ぎ牲せいがあったことを忘わすれないでいただきたい。

ファム：そう、カッツさんの犠牲はムダにしちゃダメなんです。

ヴァリアス：でも、もうその先輩は……。

カッツ：おいっ！　まだ、死んでねぇ！

ファム：（それを無む視しして）それに引き換かえ、あたしはあんまり役に立たなかったし……。

ヴァリアス：そんなことないって。それにダメだと思ったら、次はうまくやればいいんだよ。それにあの時だってなんとかなったんだから。

ファム：で、でも……。

ヴァリアス：お前ならできるさ。オレを信じたように自分を信じてみろよ。

カミュラ：なんかいい話ですよ。

ファム：もちろんですよ。だって〝ハートフル〟なんですから。

カッツ：それはそれとして……。

一同：はい？

カッツ：私はまだ死んでないっ！（爆笑）







◆エンディング　02◆かくてひとつの事じ件けんは終わり……




　それから数日後。

　すっかり傷きずの癒いえたカミュラは、エルヴィラ・アルディリケ学長に呼よびだされた。

　カミュラ自身、自分のことについて学長に訊ききたいことがあったし、アウデンリートの鎧よろいがどうなったかも気になるところだった。




ＧＭ：次はカミュラとカッツのエンディングです。場所はもちろん学長室。

カッツ：私は学長室の外で待っていてもいいかな？　シーフっぽく、中の様子を聞き耳を立てているということで。

ＧＭ：またそんなことをする（笑）。さて、カミュラの記き憶おくはどうしますか？

カミュラ：まだ完全には戻もどっていなくてもいいですか？

ＧＭ：いいですよ。まだ第四話もありますからね。どこまで戻っていることにしましょうか。

カミュラ：そうですねぇ。もしかしたら、自分はシェフィールドだったのかもしれない。本とかに書いてあったことくらいは、なんとなく憶おぼえているという感じでどうでしょう？

ＧＭ：分かりました。では、そういうことで。

カミュラ：それで学長の用よう件けんってなんでしょう。

ＧＭ：まずひとつはカミュラの記憶のことです。カミュラの様子を見て、エルヴィラは言います。「まだ記憶が戻ったというわけではなさそうですね」

カッツ：やっぱり、学長なんか知ってそうだし（笑）。

カミュラ：わたしの過か去こに何かあったんですね。

ＧＭ／エルヴィラ：それは、あなたが過去を取り戻そうとすれば分かることでしょう。でも、それはとても悲しいことかもしれません。

カミュラ：悲しいこと？　それはどういう意味ですか？

ＧＭ：しかし、エルヴィラはそれには答えません。ただ沈ちん黙もくを返すのみです。というか、これからそれを考えなければなりません、ＧＭの私が（一同笑）。

カミュラ：がんばってください（笑）。

カッツ：でも、学長の話はそれだけじゃないんじゃないか？

ヴァリアス：そういえば「ひとつは」って言っていたな。

カミュラ：お話はそれだけですか？　まだ、何かあるのでは？

ＧＭ／エルヴィラ：カミュラの問いに苦笑いを浮かべるエルヴィラ。「あなたに隠かくし事をするのは無理ですね。実は……」




「宝ほう物もつ庫この奥おくの間にしまわれていた〝神しん獣じゆうの杖つえ〟が何者かに盗ぬすまれました」




カッツ：フッ。どうやらこの事件はまだ終わりってわけじゃなさそうだな。




　学長室の扉とびらの外でカミュラが出てくるのを待っていたカッツは、鋭えい敏びんな感覚で中の様子を感じていた。それは鳥とり肌はだが立つようなフツフツとした嫌いやな感覚だ。

　不安な面おも持もちで学長室の扉をじっと見つめるカッツ。




カミュラ：神獣の杖って、シェフィールドが持っていたっていう魔ま法ほうのアイテムですよね。

ＧＭ／エルヴァラ：その通りです。〝大賢けん人じん〟シェフィールドからお預あずかりした秘ひ宝ほう、神獣の杖……。




「しかし、あなたたちがラルヴァと戦った後に調べた結果、すでに奥の間の結界は破は壊かいされていたのです。そして奥の間に収められていた神獣の杖もなくなっていました……」





＊　＊　＊






　幽ゆう霊れい騎き士しの噂うわさに始まったこの事件は、神獣の杖の盗とう難なん事件へと繫つながっていく。

　そして、否いや応おうなくカミュラたち四人を巻まき込こんでいくのであった。
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プリプレイ









◆プリプレイ　01◆ハートフルなミステリー？




　前回のプレイ終しゆう了りよう後ご、もう一度第四話のシナリオを見直してみる。

　小こ暮ぐれさんとのセリフの遣り取りによって、カミュラにいろいろと設定が増えてきた。もちろんこれを活かさない手はない。

〝神しん獣じゆうの杖つえ〟が盗ぬすまれたというポイントは変わらない以上、これを捜さがし出すシナリオに変へん更こうはない。あとは小暮さんが楽しんでくれそうなカミュラの背景を考えるだけだ。

　カミュラの設せつ定ていを○○にして、杖を盗んだ容よう疑ぎ者しやに○○を追加する。さらに△△を◎◎にすれば……。よし、これならなんとかなる。

　そして、第四話の収しゆう録ろくの日がやってきた。




ＧＭ：お待たせいたしました。それでは『アリアンロッド・ハートフル』の第四話を始めたいと思います。

カッツ：第三話のエンディングから推すい測そくするに、今回は神獣の杖を盗んだ犯はん人にんを捜すシナリオだと見た！

ＧＭ：その通りです。

ファム：〝ハートフル〟というよりも〝ミステリー〟って感じですね。

ＧＭ：まぁ、ミステリータッチなのは間違いないですけどね。アウデンリートとシェフィールドの話もありますので、こちらがハートフルということで（笑）。

ヴァリアス：確たしかにそうかも。

ＧＭ：さて、それでは第四話の今回予告を読み上げます。




　学内を騒さわがせた幽ゆう霊れい騎き士しの騒そう動どうが終わったのも束つかの間。

　エルクレスト・カレッジの宝ほう物もつ庫こに収おさめられていた、

〝神獣の杖〟が何者かに盗まれた。

　犯人はいまだ不明ながらも、幾いく人にんかの容疑者までは絞しぼり込まれていた。

　そして、その中にヴァリアス・ヴァンガードの名もあった。




ヴァリアス：ちょ、ちょっと待ってくださいよっ！

ファム：なんで、ヴァリアスさんが？

ＧＭ：宝物庫の戦せん闘とうの後、戦闘不ふ能のうになっていなかったのはヴァリアスだけですから。

カッツ：みんな倒たおれていたからな。

ヴァリアス：オレはニヤリと笑って……。くくく、こいつがあればオレは世界を手に入れてみせるぜぇ（一同笑）。

カッツ：そしてウギャピーと言って倒される（笑）。

ヴァリアス：何を言うかっ！　我われは神だぞっ！（一同笑）

ＧＭ：はいはい、余よ計けいな突つっ込みはその辺で終わりにしてください。今回予告がまだ終わってないんで。えっと……。




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第四話

『奪うばわれたもの、取り戻もどしたもの』




　隠かくされし虚きよ偽ぎの中にこそ、真実がある。




ＧＭ：以上です。今回もシナリオハンドアウトがあります。今回予告から分かると思いますが、第三話から物語は続いています。

カミュラ：今回は、神獣の杖を捜すというシナリオですね。

ヴァリアス：あとは杖を盗んだ犯人を捜すというわけか。

カッツ：うむ。ヴァリアスが犯人であることを証しよう明めいすればいいんだな（笑）。

ヴァリアス：せ、先せん輩ぱいっ!?

ファム：あははははは（笑）。

ＧＭ：では、それぞれのシナリオハンドアウトを読み上げていきます。




●カミュラ用ハンドアウト

コネクション：シェフィールド　　　関係：自身

〝黄金の騎士〟アウデンリートとの出会いによって、あなたは記き憶おくを朧おぼろ気げながらではあるが取り戻した。

　エルヴィラ学長の話だと、あなたは自分の意い志しで記憶を封ふうじたということだ。その時の儀ぎ式しきに使った魔ま法ほう具ぐこそ〝神しん獣じゆうの杖つえ〟であるという。

　だが、その〝神獣の杖〟は何者かに奪うばわれてしまった……。




カミュラ：つまり神獣の杖を取り戻せば、記憶を戻すことができるということですね。

ファム：でも自分で記憶を封じたんですよね。

ＧＭ：そうです。あと、最終的に記憶を取り戻すかどうかはカミュラにお任せになりますので、今回の話の展開を見て、考えておいてください。

カミュラ：分かりました。




●カッツ用ハンドアウト

コネクション：杖を盗んだ犯人　　　関係：仇きゆう敵てき

　あなたはエルクレスト・カレッジ学長のエルヴィラ・アルディリケから直々にカミュラを護まもるようにと頼たのまれた。

　だが、あのラルヴァを配下に置くほどの者だ。あなただけでは無理だろう。協力してくれる仲間が必要だ。ファムとヴァリアス───彼らなら力になってくれるかもしれない。

　あなたはさっそくふたりを捜さがすことにした。




カッツ：カミュラを守る？　頼まれた？（棒ぼう読よみで）そんな、わざわざ頼まれなくてもカミュラさんを守りますよ。

カミュラ：そのわざとらしいセリフはなに？

カッツ：いえいえいえ……。さぁ、とりあえずふたりを捜すとしようか（笑）。




●ファムリシア用ハンドアウト

コネクション：ヴァリアス　　　関係：信しん頼らい

　宝物庫から〝神獣の杖〟を盗ぬすんだ容よう疑ぎがヴァリアスに掛かけられているらしい。

　だが、あの戦いでヴァリアスが盗めるはずはないし、彼が犯はん人にんだなんてことは絶ぜつ対たいない。あなたはそう確かく信しんしていた。

　ヴァリアスのためにも真犯人を捜し出さなければ……。




ファム：関係が信頼ですよっ！

カミュラ：ファムだけは、ヴァリアスを信じているということなんですよ（笑）。

ヴァリアス：オレは無実だっ！　信じてくれ～（笑）。

カッツ：でも、意外な犯人っているよな。

カミュラ：犯人はカッツさんですね（笑）。

カッツ：なんでそうなるんだよっ！




●ヴァリアス用ハンドアウト

コネクション：シャルロッテ・イエミツ　　　関係：疑ぎ惑わく

　アルヴィンが宝ほう物もつ庫この宝たからが盗まれたという情じよう報ほうを持ってきた。

　その犯はん人にんはなんとシェフィールド寮りようのプリフェクト、シャルロッテだという。そういえば、夜中に教員寮にいった時に見た人ひと影かげはシャルロッテだったような気がする。

　もしかすると、今回の事じ件けんについて何か知っているかもしれない。




カミュラ：シャルロッテ・イエミツって、前回出てきたプリフェクト？

ヴァリアス：高笑いして去っていった彼女だな。

ＧＭ：そうです。前回は顔見せだけでしたが、今回は本番です。

カッツ：また小暮さんのひとり二役を見ることができるな（一同笑）。

カミュラ：もちろんやりますよ（笑）。





＊　＊　＊






ＧＭ：さて、シナリオハンドアウトは以上です。前回と同様に五〇〇Ｇ差し上げますので、レベルアップとアイテムの購こう入にゆうをお願いします。




　四回目のセッションともなれば、小こ暮ぐれさんも小島さんもだいぶ慣なれてきている。スキルもＧＭが説明しなくても自分でルールブックを見ながら選び始めている。

「ファムの魔法のダメージが大きくなってきたから、《サモン・フェンリル》はあんまり使わなくなっているんですよね」

「ファムが《マジックブラスト》を覚えましたからね」

「《レイズ》（＊）と《ガーディアン》（＊）のどちらがいいですかね？」

「《エアリアルスラッシュ》と《ウィンドセイバー》の両方を上げたので、ダメージが２Ｄ増ふえましたよ」

「《インデュア》（＊）にするか。それとも《ソウルバスター》（＊）にするか」




ＧＭ：終わりましたか？　それでは、それぞれの成長を申しん告こくしてください。




●ファムのレベルアップ

ファム：キャラクターレベルが４になりました。能のう力りよく値ちは【知力】【感知】【精せい神しん】を上げて、これで【知力】のボーナスが５です。

ＧＭ：ますますファムの魔法が避よけられなくなっていく（笑）。

ファム：スキルは《エアリアルスラッシュ》を５レベルにして、《ウィンドセイバー》も２レベルにしました。これでダメージがさらに＋２Ｄされます。

ヴァリアス：《エアリアルスラッシュ》が８Ｄか……。

ＧＭ：《マジックフォージ》も使うと13Ｄですね。ますますメインアタッカーとして地位が向上していっています（笑）。あとは？

ファム：杖つえとローブが立りつ派ぱになりました。アークスタッフとメイジローブです。あとは、ヴァリアスさんに九五〇Ｇ貸かしてます。

カッツ：また借りたのかっ！

ヴァリアス：もう頭が完全に上がりませぬ～（笑）。




●ヴァリアスのレベルアップ

ＧＭ：じゃあ、そのお金を借りたヴァリアスどうぞ。

ヴァリアス：【筋きん力りよく】【器用】【敏びん捷しよう】が上がって、【筋力】と【器用】のボーナスがアップ。スキルは《バッシュ》が５レベル、《イーグルアイ》が２レベルになったので、命中とダメージの両方が上がりました。ファムには負けてられないぜっ！

ＧＭ：装そう備びは？　借金したくらいだから、かなりいい物買ったんじゃないの？

ヴァリアス：任まかせてください。ついにマジックアイテムですよ。トライデントをシューティングスターに替えました。

ファム：しゅーてぃんぐすたー？

ヴァリアス：移い動どうして攻こう撃げきするとダメージが上がる槍やりです。

ＧＭ：英語で「流星」という意味ですからね。

ヴァリアス：あとハットがヘルムに替わって物理防ぼう御ぎよ力りよくも地道に上がりました。そして借金が九五〇Ｇに……。なんか返しては借り、返しては借りを繰くり返しているような気がする。




●カミュラのレベルアップ

カミュラ：カミュラです。【敏捷】と【知力】と【精神】を上げました。これで魔ま法ほう防御力が１上がりました。装備も新調して、ハイクオリティシールドとダルマティカを買いました。あと、カッツさんに四〇〇Ｇ貸しました。

カッツ：ついにお金を借りちゃったよ（笑）。なんか、男たちはみんな金借りまくりだな。

ＧＭ：前ぜん衛えいはお金掛かかりますからね。

カミュラ：スキルは《プロテクション》を４レベルにして、あと倒たおれたカッツさんを起こすために《レイズ》を取りました。

カッツ：カッツ専せん用ようかいっ！（笑）




●カッツのレベルアップ

ＧＭ：では最後はカッツ、どうぞ。

カッツ：能力値は【器用】【敏捷】【感知】を上げた。スキルは《ヴァイタルフォース》を２レベルにして、《ソウルバスター》を取得。これで《カバーリング》からのコンボも完成。

ＧＭ：また、嫌いやなところを突ついてきますね。

カッツ：さらにサークレットをグリーンベレーに替えて防御力もアップ。ｂｏｍｉさん、よろしくお願いいたします（笑）。

ＧＭ：イラスト変えるんですか？

カッツ：変えてください（きっぱり）。あと、あの恐おそろしい女から金を借りてキックブーツまで買ってしまいました。これで防御力も格かく闘とうのダメージもアップ！

ＧＭ：カッツも戦力として侮あなどれなくなってきましたね。

カッツ：うむ。金を借りたこと以外は完かん璧ぺきだな（一同笑）。

カミュラ：これからはいっそうわたしの為ために働いてくださいね（笑）。

カッツ：とほほ……。




ＧＭ：はい。それでは四回目のセッションを開始しましょう。





（＊）《レイズ》　アコライトのスキル。戦闘不能のキャラクターを回復させる。

（＊）《ガーディアン》　サモナーのスキル。一度だけＨＰダメージを０にする。

（＊）《インデュア》　モンクのスキル。バッドステータスを無効にする。

（＊）《ソウルバスター》　モンクのスキル。受けたＨＰダメージを相手に返す。










オープニングフェイズ









◆オープニング　01◆犯行現場　～第三者プレイヤーの視し点てんから～




　激はげしい戦いがあった。

　さまざまな宝ほう物もつが置かれていたであろう棚たなは倒たおされ、床ゆかには高こう価かなマジックアイテムが足の踏ふみ場に困こまるくらい散さん乱らんしていた。




ＧＭ：最初のシーンはマスターシーンとなります。舞ぶ台たいは宝物庫。時間はちょっと遡さかのぼって、前回のクライマックスフェイズの直後です。倒れた三人が宝物庫から運び出されて……。

ヴァリアス：そして。オレが杖つえに向かって歩き……。

ＧＭ：歩くな、お前は（笑）。

ヴァリアス：では、みんな死んじまった……と涙なみだをながしています。

ＧＭ：いいから、人の話を聞けよ（一同笑）。

ヴァリアス：ういっす（笑）。

ＧＭ：えっと、モーズレイ先生が他の先生にヴァリアスから話を聞くように言って、ヴァリアスもその先生に連れられて宝物庫から出て行きます。

ヴァリアス：オレは犯はん人にんじゃねぇっ！

ＧＭ：はいはい、くわしい話はあちらで聞きますからね。そんな感じで連行されていきます。そして……。




「奥おくの間の確かく認にんを頼たのみます」

　モーズレイは傍かたわらにいる女じよ性せい教きよう師し──フィーネに指し示じを出すと、みずからは他の教師たちに宝物庫の片かた付づけの段だん取どりを相談し始めた。

　ひとり奥の間へ入ったフィーネは、脇わき目めもふらず一直線に部屋の奥おくへと進んでいく。そこにあるのは、竜や蛇を思わせるかのような装そう飾しよくと七つの宝玉で飾かざられた魔ま法ほう具ぐ──神しん獣じゆうの杖。

　彼女はゆっくりと杖に手を伸のばす。その掌てのひらには、卵たまごほどの大きさの虹にじ色いろに彩いろどられた宝ほう珠しゆ。

「中へ入れトランスポルト・イン」

　フィーネが小声で呟つぶやく。その声に反はん応のうするように宝珠が淡あわい光を放ち、神獣の杖をほのかに照らし出す。すると、その光を浴びた神獣の杖が次し第だいに薄うすくなっていくではないか。それと同時に宝珠の虹色が次第に消えていき、神獣の杖が宝珠の中に描えがかれていく。




カッツ：犯人が最初から分かっている？

ＧＭ：そうです。いわゆる倒とう叙じよ物もの風な推すい理りシナリオです。

ファム：倒叙物？

ＧＭ：犯人の犯行が最初に読者に示しめされるパターンの推理小説や推理ドラマのことです。

カミュラ：『古畑任三郎』がそうですよね。

ＧＭ：はい。あとは『刑事コロンボ』などが有名です。

ヴァリアス：ところでフィーネ先生って誰だっけ？

ＧＭ：前回のシナリオに登場したリィーナ先生の双ふた子ごの姉です。リィーナ先生は薬草学、フィーネ先生の専せん門もんは錬れん金きん術じゆつです。では、演えん出しゆつを続けます。




　一時間ほど経たってフィーネは奥の間から出てくると、モーズレイに伝えた。

「神獣の杖がありません」

　モーズレイはその報ほう告こくに大きく頷うなずくと、大急ぎで学長の許もとへと駆け寄よった。




ＧＭ：という感じです。

カッツ：つまり、フィーネ先生が犯人であることを示す情じよう報ほうを見つければいいんだな。

ＧＭ：もちろん、それだけじゃありませんよ。では、オープニングを続けましょう。







◆オープニング　02◆カミュラの記き憶おく




「宝物庫の奥の間にしまわれていた〝神獣の杖〟が何者かに盗ぬすまれました」

　エルヴィラ・アルディリケは、表情を曇くもらせながらカミュラに告げた。




ＧＭ：このシーンも前回の続きとなります。カミュラとカッツのオープニングです。学長から神獣の杖が盗まれました、と言われたところですね。

カミュラ：本当にこの学園にあったんですね。神獣の杖……。

ＧＭ／エルヴィラ：そうです。あなたから私が預あずかっていたものです。

カミュラ：わたしから？　やっぱりわたしは……。

ＧＭ：すると、エルヴィラは無言で頷きます。「ただ、今のあなたがあなたであることにも変わりありません。過か去こを取り戻もどして、どうするかを決めるのはあなたです」

カミュラ：自分次第ですか……。どうしようかしら（笑）。

カッツ：おいっ！

カミュラ：だって、忘わすれたいから自分で記憶を封ふう印いんしたんですよね。

カッツ：だから、その記憶を取り戻したいと……。

カミュラ：記憶が戻って、また封印したくなったらどうするんですか？（一同笑）

ヴァリアス：その悪あく循じゆん環かんはなんですか（笑）。

ファム：きっと、すごく悲しい記憶なんですよ。

カミュラ：まぁ、それは杖つえを取り戻した時に考えましょう。それよりも、杖が盗まれた理由とか分からないんですか？

ＧＭ／エルヴィラ：それは私にも分かりません。たしかに凄すさまじい能のう力りよくを持った魔ま法ほう具ぐではありますが、神獣の杖は使い手の能力が高くないと、本来の力を発揮することができないと私は聞いています。

カミュラ：なるほど……。それも杖を取り戻してみないと分からないということですね。

ＧＭ／エルヴィラ：あなたの記憶と魔力が封じられているという意味では、特殊なアイテムであるとは言えますが……。

カミュラ：ん？　もしかしてわたしが記憶を取り戻した方が早い？

カッツ：でも、きっと記憶を取り戻すためには杖が必要かと。

ＧＭ／エルヴィラ：とりあえず、こちらでも調べてみます。もし、何か分かったらご連れん絡らくを差し上げます。

カミュラ：分かりました。

カッツ：そして、カミュラが部屋を出ると、そこに私がいるわけですよ。神獣の杖を捜さがせばいいんですね（一同笑）。

ヴァリアス：部屋の外にいたはずなのに全部聞いているし（笑）。

ファム：さすがカッツさんです！

カッツ：問題ない？

ＧＭ：もともと、このシーンに出てもらうはずだったので、カミュラから話を聞いたことにしてもかまいませんよ。

カッツ：では、さっそく容よう疑ぎ者しやを調べることにしましょう。

ヴァリアス：容疑者って……まさか？

カッツ：私にひとり容疑者の心当たりがあります。まずは彼に話を聞きに行くとしましょう。さぁ、寮りように向かうぞ～。

ヴァリアス：ちょっ、ちょっと待ってくださいっ！

ファム：なんだか、カッツさんがとても嬉うれしそうです（笑）。

ＧＭ：そんなところで次のシーンへと移うつります。







◆オープニング　03◆容よう疑ぎ者しやは誰だれ？




　人間は噂うわさを気にし、そして噂を求める生き物である。

　特に集団生活を行なう場では、噂の内容によって人の動きが左右されることは決して珍めずらしいことではない。

　それはエルクレスト・カレッジでも例外ではない。

　そして、ここオルランド寮では……。




ＧＭ：次はファムとヴァリアスのシーンです。場所はオルランド寮の談話室。いつものように噂を携たずさえてアルヴィンがやってきます。

ヴァリアス：また、お前かよ。

ＧＭ／アルヴィン：そんなこと言うなよ。せっかくいい情じよう報ほうを持ってきてやったのに。

ファム：どんな情報ですか？

ＧＭ／アルヴィン：宝ほう物もつ庫こから神しん獣じゆうの杖が盗まれたらしいぞ（一同笑）。

ヴァリアス：ぶばぁっ！

ＧＭ／アルヴィン：しかも犯はん人にんは……お前だってな、ヴァリアス。
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ヴァリアス：違ちがう！　オレじゃない！　オレがやったんじゃない!!　本当なんだよぉ～。

カミュラ：そこまで否ひ定ていすると余よ計けいに怪あやしいよね。

ファム：怪しいです。

ヴァリアス：げっ！　待ってくれ、ファム。犯人はオレじゃないぞ。

ファム：あっ！　今は通行人のＡさんです。大だい丈じよう夫ぶです、ファムは信じてますから（笑）。

カミュラ：ファムさんがね。噂を広めていたよ（笑）。

ＧＭ：ファムが広げていたんだ。

ファム：え？　ファムは噂を広げるようなことしませんよ。

ヴァリアス：だよな。

ファム：で、ヴァリアスさんが犯人なんですか？（一同笑）

ＧＭ／アルヴィン：え、やっぱりお前が犯人なの？

ヴァリアス：やってない、やってませんっ！

ＧＭ／アルヴィン：まぁ、他にも容疑者がいるらしいんだけどな。

ファム：容疑者ですか？

ＧＭ／アルヴィン：おう。まず、ヴァリアスだろ。あとシェフィールド寮りようのプリフェクトのシャルロッテ。

ヴァリアス：じゃあ、そこでオレの回想シーンが（笑）。はっ！　そういえばあの時、教員寮で見たのは……。

カッツ：そうだ！　登場していい？　ここでファムとヴァリアスを誘さそいたいのだが。

ＧＭ：いいですよ。

カッツ：では、ＧＭの許可が出たということで……（真ま面じ目めな声で）ヴァリアス、本当にお前じゃないんだな？

ヴァリアス：あっ！　カッツ先せん輩ぱい！　もちろんですよ。

カッツ：私は君のことを信じている。心の底から信じている。だから……。

ヴァリアス：だから？

カッツ：私にだけ本当のことを打ち明けたまえ（一同笑）。

ヴァリアス：全然信じてないしっ！　そりゃ、ファムにお金を借りてますよ。でも、だからって人の物を盗んだりしませんよ。

カッツ：……そうか。お金を借りるのは、自分の人生の半分を譲り渡すようなものだからな。

ヴァリアス：なんかすごい比ひ喩ゆなんですけど……。

カッツ：そこでだ。私にお金を貸かしてくれている方がいるんだが、彼女が大変お困こまりになっている。それは君たちの先輩に当たる人だ。

ファム：それはもしかして（笑）。

カッツ：後輩は先輩の手助けをするのは当たり前のことだよな？

ファム：人助けは当たり前ですっ！

ヴァリアス：いや、なんか違ちがうような……。

カッツ：そうか、ファムは協力してくれるか。そう、この寮の皆みなが敬けい愛あいする、あの方がおとこまりなのだよ。

ファム：おとこまり？

カッツ：いかん、素すで間違えた。いや、お困りなのだよ（笑）。

カミュラ：これ、ちゃんと文章に起こしてくださいね（笑）。




　言われたとおりに、ちゃんと文章に起こしました。




カッツ：ええいっ！　そんなことはどうでもいいのだ。ヴァリアス、君も協力してくれるよな。君は困った人を見み捨すててはおけない性せい格かくじゃないか。

ヴァリアス：それって強要とか、脅きよう迫はくとかいいませんか？

カッツ：（大げさに）そんなことはない。私は君のことを信じているんだよ。

ヴァリアス：まぁ、このままじゃオレも疑うたがわれたままだから。犯はん人にん捜さがしなら手伝いますよ！

ＧＭ：というところで、オープニングは終わり。次、ミドルフェイズ行きまーす。








ミドルフェイズ









◆ミドル　01◆カミュラ探偵団、捜そう査さ開始！




　カミュラのために神しん獣じゆうの杖つえを取り戻もどすことを決意したカッツ。そして、ファムやヴァリアスもそれに協力することになった。




ＧＭ：では、最初のシーンですが……。

カミュラ：やはり犯人はカッツさんでしたか（一同笑）。

カッツ：あのー。私はあなたに協力する立場なんですが（笑）。

カミュラ：お金借りているからでしょ？。

ファム：金の切れ目が縁えんの切れ目ってやつですね。

カッツ：それ意味違うから（笑）。それはともかく、まずは学長に報ほう告こくしにいった方がいいのでは？　犯人を捜すにしても、学長の後ろ盾だてがあるのとないのとでは全然違うはず。

カミュラ：それはそうですね。まずは学長のところに行きましょう。

ＧＭ／エルヴィラ：では、学長室です。「お話というのはなんでしょうか？」

カミュラ：神獣の杖の件けんですが、わたしたちに捜そう索さくを任まかせてはいただけないでしょうか？

ＧＭ：学長はカミュラの言葉にあまり驚おどろいていない様子です。むしろ、やはりという感じの表ひよう情じようを見せています。

カミュラ：……ダメですか？

ＧＭ／エルヴィラ：いえ、それはとてもありがたい申し出です。実はこの街の神しん殿でんが何者かに襲しゆう撃げきされるという事件がありまして……。

ヴァリアス：襲撃事件？

ファム：もしかして、犯人は神殿も襲おそったんですか？

カッツ：ダメじゃん、神殿（笑）。

ＧＭ：何言ってるんですか。神殿を襲ったの、きくたけさんですよ。

カミュラ：やはり、カッツが犯人でした（笑）。

ＧＭ：え？　あ、違います、違います。カッツじゃなくて、きくたけさん。

ヴァリアス：どういう意味？

ファム：カッツじゃないけど、きくたけさん？

カッツ：あっ！『ルージュ』の三巻かんのアレか！




　この『ハートフル』シリーズと並行して進んでいる『アリアンロッド』のリプレイである『ルージュ』。その三巻で、ＮＰＣのひとりがエルクレストの神殿を襲って、とあるアイテムを強ごう奪だつするという事件があったのである。




ＧＭ：そうです。せっかく同じ場所を使っているので取り込こんでみました（笑）。

カッツ：なるほど。となると『ルージュ』と『ハートフル』のＰＣを一いつ緒しよに登場させたりとかできるな。

ＧＭ：もし、できると面おも白しろいですね（笑）。

ヴァリアス：あと『無印』も繫げますよ？　ベネット（＊）とかシグ（＊）も登場しているし。

カッツ：うぉっ！　確かに。

ＧＭ：じゃあ、別の人にＧＭをお願いして、ぜひ私ときくたけさんはプレイヤーとして参加するということで（笑）。まぁ、それはおいといて……。

ファム：神殿を襲撃した犯はん人にんと、神獣の杖を盗んだ犯人は別ということですね。

ＧＭ／エルヴィラ：そのようです。しかし、学園の上級生や教きよう師しがそちらの事件の調査に協力しているので、こちらの調査に人員を割さく余よ裕ゆうがないのです。それに神獣の杖が盗まれたということが知れれば、それはそれで問題ですし……。

カッツ：つまり、極ごく秘ひ裏りに犯人を捕つかまえたいが、人がいないということか。

ＧＭ／エルヴィラ：その通りです。恥はずかしい話ですが……。

カッツ：それで、今どこまで捜査は進んでいるんだ？

ＧＭ／エルヴィラ：容よう疑ぎ者しやは全部で四人（と、言いながら大きな紙を机つくえに広げる）。

ファム：なんですか、これ？　なんか名前が書いてありますけど。

カッツ：なんかメモ欄らんもあるな。

ファム：あーっ！　ヴァリアスさんの名前が入っていますよ。




　ということで、今回用意したのは容疑者のリスト。

　リストといってもただ単に名前が書いてあるわけではなく、名前ごとにスペースを設もうけてイラストやメモが書けるようにしたものである。




カミュラ：容疑者を追加してもいいですか？

ＧＭ：容疑者の追加ですか？

ヴァリアス：誰ですか？

カミュラ：それはカッツ（一同笑）。

カッツ：私のどこに盗ぬすむチャンスがあったんですか。

カミュラ：これからそのトリックが明かされていくんですよ。




　そんなことはありません。




ＧＭ：では、ひとりずつ容疑者の説明をしていきます。




①ヴァリアス・ヴァンガード

　宝ほう物もつ庫こでの戦せん闘とうが行なわれている間、そこは完全に密みつ室しつであった。その戦闘で最後まで残っていたヴァリアスならば、神獣の杖を盗む機会は十分にあったといえる。




ヴァリアス：いや、だから違ちがいますから（笑）。

ＧＭ／エルヴィラ：私もそう思っています。ただ、状じよう況きよう的にあなたを容疑者から外すわけにはいかないのです。

ヴァリアス：まぁ、他の三人は戦闘不ふ能のうになっていたからな。

ファム：でも、ヴァリアスさんはお金持っていませんけど、卑いやしい人じゃありません。

カミュラ：貧びん乏ぼうということなら、カッツさんも十分に怪あやしいですよ（笑）。

カッツ：いや、だから私は容疑者じゃないって。




②フィーネ

　奥おくの間に入った唯ゆい一いつの人物。ただし、それはモーズレイの指し示じであったし、奥の間から出て行く時に神獣の杖を隠かくしているような様子はなかった。




ファム：でも、犯人はフィーネ先生なんですよね。

ＧＭ：杖を持ち出したということではそうです。ただし、そのことはプレイヤー的には分かっていますが、ＰＣ的には分かりません。

カッツ：つまり、フィーネ先生が杖を持ち出したという証しよう拠こを見つけないといけないわけだ。

ＧＭ：そうです。ただし、確かく実じつな証拠を見せない限かぎり、彼女はけっして自白したりしませんので、その辺はよろしくお願いします。




③シャルロッテ・イエミツ

　宝物庫での戦闘が行なわれていた夜に、宝物庫の近くで見回り番に目もく撃げきされている。消しよう灯とう時間が過すぎた後、学生が一号棟とうにいるのは明らかにおかしい。

カッツ：教員寮りようじゃなくて？

ヴァリアス：あれはその前の前の日の夜ですよ。でも、なんで宝物庫なんかにいたんだろ。

ＧＭ：ですから容疑者のひとりとなっているわけです。表向きは病気ということになっていますが、実じつ際さいには寮の自室で謹きん慎しん中ちゆうです。




④リィーナ

　宝物庫での戦闘が行なわれた日の夜から行方ゆくえ不明になっている。
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ファム：リィーナ先生って薬草学の先生ですよね？

カッツ：確たしか、フィーネ先生と双ふた子ごだったな。

ＧＭ：双子の妹ですね。その日の昼間にリィーナ先生を見た学生がいることは確かく認にんされているので、放課後から行方が分からなくなっています。

カッツ：なんで行方不明なんだ？

ＧＭ：それが分かれば苦労しません（笑）。

カッツ：んー。ほら、その原因とかが分かっているとかさ。




　それを調べて欲しいんですけど……。

ＧＭ：ただし、神獣の杖が盗まれてからすぐに正門は閉へい鎖さされていますし、学校内での《テレポート》（＊）や《ブリンク》（＊）などの移い動どう系けい魔ま術じゆつに対する結界もすぐに展てん開かいされましたので、もしリィーナ先生が犯はん人にんだとしたら、まだ学内にいる可か能のう性せいが高いとのことです。「それから……」と言って、一枚まいの紙をカミュラに差し出します。

カミュラ：わたし？

ＧＭ／エルヴィラ：私の指示で捜そう査さ協力をしているという証しよう明めい書しよです。これを見せれば、普ふ段だんは入れないような場所でも、入ることができるでしょう。ただし、あまり乱らん用ようはしないようにしてください。

ヴァリアス：なんて便利な（笑）。

カミュラ：どんなことができるんですか？

ＧＭ：たとえば、さっき言った通り、立ち入り禁きん止しの場所でも入ることができます。あとは誰だれかに何かを頼たのんだり、命令したりということもできます。ルール的にはエキストラに三回だけ、さまざまな命令を発して、したがわせることができるという能力です。

カッツ：三回回ってワンと言えとか？

ＧＭ：そんなことに使いますか（笑）。ただし、当人の不利になるようなこと、たとえば証拠もないのに自白しろとか、自殺しろとか、誰かを殺せとかそういうことは命令することはできません。

ファム：そういう命令をした時も一回って数えるんですか？

ＧＭ：そういう場合はカウントしません。命令にしたがった時だけですね。では、今回の特別ルールです。




①聞き込こみや調ちよう査さは一日一回とする。




カッツ：今回は一日一行動なのか。

ＧＭ：そうです。




②ただし、全員で同じ場所に行く必要はない。ただし、ヴァリアスは容よう疑ぎ者しやのひとりなので、必ず誰かが一いつ緒しよに行動しなければならない。




ヴァリアス：なんてこったい（笑）。

カミュラ：容疑者のひとりですからね。野放しにすることはできませんし。

ヴァリアス：野放しって、犬じゃないんですから（笑）。

ファム：ヴァリアスさん、ファイトです！




③証明書はそれを持っているＰＣしか使用することができない。証明書の受け渡わたしはシーンの開始時に行なうこと。




カッツ：証明書を使うポイントが今回のシナリオの鍵だな。

ＧＭ：そうですね。それと、何も宣せん言げんしていなかった時に誰が持っているかだけは、はっきりとさせておいてください。

ヴァリアス：やっぱりカミュラさんじゃない？

ファム：そうですね。

カミュラ：では、そういうことで。

ＧＭ：そして最後。




④シーンの終しゆう了りよう時じに特とく殊しゆなイベントが発生することがある。




ファム：どういうことですか？

ＧＭ：ＰＣたちの動きとか、一定の日数が経たつことによって、裏うらで犯人が行動を起こすことがあるということですよ。たとえば、犯人が証しよう拠こを隠いん滅めつしたりとか、ＮＰＣが襲おそわれたりといったことが起こります。

ヴァリアス：そんなことまで仕込んであるのか。

ＧＭ：ですから、最終的に犯人を捕つかまえることができないと、そのまま逃にげられてしまいますのでがんばってくださいね。結果によっては、三巻かんの内ない容ようが変わってしまいますので（笑）。

ファム：責せき任にん重大ですね。

ＧＭ：です（笑）。では、次のシーンから捜査開始です。





（＊）ベネット　『無印』リプレイに登場したヴァーナ（狼族）のシーフ。得意技は鎧を着ない、そして自爆失敗。

（＊）シグ　同じく『無印』リプレイに登場したドゥアンのアコライト。得意技は膝の痛み、そして容赦ない友人。

（＊）《テレポート》　アコライトのスキル。あらかじめ決められた場所へと瞬間移動する。

（＊）《ブリンク》　アコライトのスキル。瞬時に移動する。









◆ミドル　02◆宝ほう物もつ庫この秘ひ密みつ　～一日目（昼）～




　神しん獣じゆうの杖つえの行方ゆくえ、そして犯はん人にんを捜さがすにしても、まだ情じよう報ほうはあまりにも少ない。

　捜査の基き本ほんは現げん場ば。ということで、カミュラたちはまずは宝物庫へと向かうことにした。




ＧＭ：それでは今日の捜そう査さの方ほう針しんを決めてください。

カミュラ：まずは現場ですね。何かヒントがあるかもしれませんよ。

ヴァリアス：あとはイエミツ？

ＧＭ：シャルロッテ！（笑）

ヴァリアス：そう、そのシャルロッテに話を聞いてみる。

カッツ：あとは何かを調べるなら図書館か。

カミュラ：また図書館だ（笑）。

ＧＭ：図書館は調べるのに便利ですよ。ただし、図書館では犯人は分かりませんが（笑）。

カミュラ：図書館はまだいいでしょう。

ファム：となると、宝物庫とシャルロッテさんですね。

カミュラ：じゃあ、わたしが宝物庫に行きます。

カッツ：私も宝物庫に行こう。シーフだし（笑）。

ヴァリアス：なら、残りはシャルロッテだな。どうせ、オレひとりじゃ動けないし（笑）。

ファム：そっか。ヴァリアスさんはひとりじゃ行動できないんですよね。

カッツ：微び妙みように足手まとい（笑）。

ヴァリアス：うぅ………。





＊　＊　＊






ＧＭ：ではまずはカミュラとカッツから。宝物庫は現げん在ざい立ち入り禁きん止しになっています。

ファム：キープアウトと書かれた黄色いテープが（笑）。

カッツ：よっこいしょっと（テープを跨またいでいるらしい）。

ＧＭ：「ちょっと、困こまりますよ」と、モーズレイ先生に止められます。

カッツ：いいから、いいから（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：いいから、いいからじゃありませんよ。勝手に入れたら私が怒おこられるんですよ。

カミュラ：先生も大変ですね。

ＧＭ／モーズレイ：まぁ、そうですね。まさか私が宝物庫番を臨りん時じで引き受けた時にこんなことが起こるなんて……。

カッツ：そっか。もともとモーズレイ先生って宝物庫番じゃなかったんだっけ。

カミュラ：それじゃ、がんばってください。

ＧＭ／モーズレイ：ありがとうございます。

カミュラ：それでは……。




　シーン終しゆう了りよう？




カッツ：って、あんたがそこで帰ってどうするんだよ。証しよう明めい書しよ、証明書！

カミュラ：えっ!?　あ、証明書、証明書。見せます、見せます（笑）。

カッツ：はい、ご苦労様、ご苦労様（笑）。

カミュラ：（カッツを指さして）あなたは入らないでください！

カッツ：どっちなんだよっ！（一同笑）

カミュラ：この人は、わたしのお付きだから入れてあげてください（笑）。

カッツ：なんだよそれって。あっ、さっき止めたのはモーズレイ先生なのか。そんなことまで演えん出しゆつしなくていいんだよ。

カミュラ：で、入るんですか？

カッツ：……お付きだから入ります。




　いきなり仕切られているカッツ。




ＧＭ：では、神しん獣じゆうの杖が盗ぬすまれた奥おくの間です。では【知力】判はん定ていをどうぞ。

カッツ：おい、ちょっと待て。場所で証しよう拠こを探さがすのは【感知】じゃないのか？

ＧＭ：普ふ通つうはそうなんですけどね。今回は【知力】なんですよ。現場はもう調べ尽つくされているので、ここにある何かについて知ち識しきがあるか、ないかが重要なのですよ。難なん易い度どは12。

カッツ：10以上かよ。そんなの出るわけない……（コロコロ）ほら、失敗した。

カミュラ：【知力】は６ですから、６以上……（コロコロ）ぴったり６です。

ＧＭ：カミュラだけ分かりますね。

カミュラ：（カッツに向かって）おバカさん（笑）。

カッツ：うっ……。ん？　何か気付いたのか？（一同笑）

ＧＭ：奥の間の壁かべに使われている建材ですが、扉とびらも含ふくめて宝物庫の他の場所とはあきらかに違ちがいますね。カミュラはこの建材についての知識を持っていたわけです。

カミュラ：どんな壁なんですか？

ＧＭ：この石で囲まれた場所では魔ま法ほうが使用できなくなります。

カッツ：魔法が使えない？　でも、オープニングのシーンでなんかマジックアイテムみたいな物を使ってなかったか？

ＧＭ：正せい確かくに言うと魔術が発動できないんです。ですから、マジックアイテムのようにあらかじめ魔法が付ふ与よされている場合は問題ありません。

ヴァリアス：なるほど。それであの演出か……。

カミュラ：マジックアイテムなら使えるというわけですね。

ＧＭ：そうです。そこまで分かります。

カッツ：つまり、魔法を使ってここから抜ぬけ出ることはできない。しかし持って出ればばれてしまう。だから、異い次じ元げんバッグのようなマジックアイテムを使ったというわけだな。

ＧＭ：異次元バッグはさすがに大きいので、持って入ればすぐにばれますけどね。

カミュラ：異次元バッグ？

ＧＭ：たくさんの物を入れることのできるバックパックです。

カミュラ：じゃあ、異次元バッグ以外で魔法の杖を入れることができるようなマジックアイテムを探せばいいんですね。

カッツ：となると図書館だな。こっちはこんなところだな。





＊　＊　＊






ＧＭ：次はシャルロッテに話を聞きに行ったふたりですが……。

ヴァリアス：ですが？

ＧＭ：病気で寝ねているので面会できません（笑）。シェフィールド寮りようのハウスマスターに追い返されてしまいます。

ファム：えーっ！　そ、そんなぁ……。

ＧＭ：学園の許きよ可かでもあれば別なんですけど、とか言われてました。

ヴァリアス：戻りますか（笑）。

カミュラ：もしかして無む駄だ足あし？

ファム：（きっぱりと）無駄足です。

ヴァリアス：証明書が必要みたいなんですよ。許可がないと会えないみたいで。

ヴァリアス：でも、もう一回使ったからな。残り二回。イエミツに使っていいものやら。

ＧＭ：それは教えられません（笑）。

カミュラ：まぁ、必要になったら会いに行きましょ。どうせ軟なん禁きんされているから逃にげられないでしょうし。

カッツ：なんかさらっと怖こわいこと言ってるし（笑）。







◆ミドル　03◆シャルロッテ危き機き一いつ髪ぱつ　～一日目（夜）～




　夜空に浮うかぶ月をひとり寂さびしく眺ながめている黒くろ髪かみの少女。

　いつもは狭せまいと思っている部屋も、ルームメイトが一時的に別の部屋に移うつされているために、今はとても広く、そして怖いくらい静かに感じる。

　部屋を出ることはおろか、窓まどを開けることすら許されない。

　そんな少女が硝子ガラス越ごしに見る月は、いつもよりも暗く、そして頼たよりなかった。




ＧＭ：一日目の全員の行動が終わったところで、最初のイベントです。場所はシャルロッテの部屋。

ヴァリアス：まずい……。

ファム：まずいですね。

ＧＭ：シャルロッテが部屋でぼーっと月を眺めていると、何か細長い物体が月を隠かくすように出しゆつ現げんします。と、その物体はそのまま高速で窓を突つき破やぶり、ベッドに突き刺ささります。

カミュラ：襲おそわれているしっ！

ＧＭ：何が起こったのか理り解かいできないシャルロッテ。ベッドに刺さった物体──剣けんは再ふたたび宙ちゆうにフワリと浮くと、シャルロッテの方へと近づいていきます……という状じよう況きようです。

カッツ：死んだな。

ＧＭ：いや、まだ死んでませんから。ここで登場判はん定ていができます。

カッツ：登場できるんだ？

ＧＭ：寮は隣となり合っていますからね。窓ガラスが割れればさすがに気がつきます。

ヴァリアス：これは格かつ好こう付けるいいチャンスだぜっ！（笑）




　シナリオハンドアウトによって、シャルロッテとコネクションを持っているヴァリアスが、まず難なん易い度ど７の登場判定を行なう。

　３Ｄを振ふった結果は10で、登場はもちろん成功。そしてヴァリアスが登場したことにより、ファム、カミュラ、カッツと順に判定し、全員が成功する。




ヴァリアス：割れた窓ガラスから飛び込む！　とぉーっ！

カッツ：私も一緒に部屋の中に入ろう。ファムとカミュラは窓の外から支援ということで。

ファム：分かりましたっ！

カミュラ：任せましたよ。

ＧＭ：敵てきは空を飛んでいる剣のモブが２グループで、それぞれ別のエンゲージになっています。行こう動どう値ちは両方とも10です。

カッツ：10だと私の方が11で先だな。

ＧＭ：了りよう解かいです。それではセットアッププロセスから。何かしますか？

ファム：《陣じん形けい》使いますか？

カッツ：いや、今回はいらないだろう。私が先に動ければシャルロッテを《カバーリング》することができるからな。

ＧＭ：こちらもセットアップでの行動はありません。では、カッツからどうぞ。

カッツ：マイナーで移い動どうして、シャルロッテとエンゲージして行動終しゆう了りよう。

ＧＭ：はい。では、次はこちらの剣がシャルロッテを攻こう撃げき。




　しかし、空飛ぶ剣──フライソードのシャルロッテへの攻撃はすべてカッツの《カバーリング》によって防ふせがれる。

　カッツの物理防ぼう御ぎよ力りよくが上がり、さらにカミュラの《プロテクション》のレベルも４に上がった今、フライソードはカッツに傷きずひとつ負わせることはできなかった。
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カッツ：ついに、私が主人公の日がやって参りました（笑）。

ファム：次はあたしですね。いきますよー！《マジックブラスト》で《エアリアルスラッシュ》です。命中は15＋２Ｄですっ！

ヴァリアス：高いっ！

ファム：えいっ！（コロコロ）……あれ？

カミュラ：え[image: ][image: ]（笑）。

ファム：４しか出ません！　19ですっ！

ＧＭ：それでもこっちの回かい避ひは６しかないので、クリティカル以外では避よけられません……（コロコロ）両方とも回避失敗です。




　もともと魔ま法ほう防御力の低いフライソードは、このファムの魔法によって【ＨＰ】が１に。そして、続くヴァリアス、次のラウンドのカッツの攻撃によって、あっという間に全ぜん滅めつした。




カッツ：楽勝だな。なんか、すげー強くなったような気がする（笑）。

ＧＭ：ファムの攻撃力はあなどれませんね。下手したら、あれで全滅でしたし。

カッツ：うちのギルドのメインアタッカーだからな。さて、いろいろと話を聞かせてもらおうか？

ファム：なんか悪役みたいです！（笑）

ＧＭ／シャルロッテ：話？　なんのことかしら？　それになんであなた方が？

ヴァリアス：とりあえず、このハンドアウトを読んでくれ（一同笑）。




　そういう、メタなことは止やめてください。




カッツ：宝ほう物もつ庫この近くで何をしていたんだ？

ＧＭ／シャルロッテ：え？　な、何？　なんのことかしら。

ヴァリアス：それに、幽ゆう霊れい騎き士しの騒さわぎの時にも教員寮りようでうろうろしていたよな。

ＧＭ／シャルロッテ：〝幽霊騎士〟という言葉を聞くと、ちょっとばつの悪そうな表ひよう情じようを見せて、顔を背そむけます。「あ、あなたたちには関係ありません！」

カッツ：（胡う散さん臭くさそうな声で）助けてあげたのにそれはないだろう。それに、私たちはキミの無実を証しよう明めいしたいのだよ（一同笑）。

ファム：カッツさんが、ますます悪人みたいですっ！

ＧＭ／シャルロッテ：……言わなきゃダメ？

カミュラ：当たり前でしょう。

ＧＭ／シャルロッテ：実は……そこのカミュラと同じように私も幽霊騎士に見られて……。

ファム：えっ！　どこでですかっ！

ＧＭ／シャルロッテ：教員寮よ。あなた方が夜出歩いているのを見て、弱みでも握にぎってあげようと思って先回りしたら……。

カッツ：教員寮で幽霊騎士を見たということか。で、こっちと同じ五ご芒ぼう星せいという推すい理りをして宝物庫の近くにいたと……。

ＧＭ／シャルロッテ：「……」黙ってシャルロッテは頷きます。

カミュラ：確たしか、あなたはわたしのことを冷やかしに来ましたよね（笑）。

ＧＭ／シャルロッテ：だから言いたくなかったんです！（一同笑）




　幽霊騎士の話はともかく。シャルロッテは自分が襲おそわれることに対して、その心当たりがない。そこで、カッツは宝物庫の近くで何か見なかったかとシャルロッテに訊いた。

　すると……。




ＧＭ／シャルロッテ：そういえば……。あの日、あなた方が宝物庫に入ったすぐ後、モーズレイ先生とフィーネ先生が宝物庫の前で何か話していましたわ。

カミュラ：どんなことですか？

ＧＭ／シャルロッテ：確か、後は打ち合わせ通りに、みたいなことを言っていましたわ。

ヴァリアス：後は……？

ファム：打ち合わせ通りに？

カミュラ：それは間ま違ちがいないですか？　命賭かけますか？（一同笑）

ＧＭ／シャルロッテ：どうしてそんなことで私が命を賭ける必要があるんですか？　もし私が命を賭けるなら、あなたも命を賭けなさいよ。

カミュラ：嫌いやですよ。そんな簡単に命なんて賭けません。

ＧＭ／シャルロッテ：じゃあ、私だって賭けないわよ。

カッツ：なんて頭の悪い会話だ……。




　私もそう思います（笑）。




ヴァリアス：そんなことよりも、今の話だとフィーネ先生とモーズレイ先生が共きよう犯はんってことにならないか？

カッツ：プレイヤー的にはそう思う。ＰＣ的にはふたりが怪あやしいと思う感じかな。

ファム：怪しいです！

ＧＭ：というところで一日目は終しゆう了りようです。

カミュラ：残念。ひとり二役ができませんでした（一同笑）。
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◆ミドル　04◆ふたりの先生　～二日目（昼）～




　そして翌よく日じつ。

　シャルロッテから聞いた情じよう報ほうを元に、四人はさっそくフィーネ先生とモーズレイ先生に話を聞くことにした。




カミュラ：まずはフィーネ先生ですね。

ヴァリアス：昨日みたいに分かれて両方に聞きに行くというのもありかと。

カッツ：確かに時間短たん縮しゆくにはなるな。

カミュラ：じゃあ、いつものように分かれましょう。プリフェクトのわたしはモーズレイ先生の方がいいかな。

ファム：あたしたちはフィーネ先生？

カッツ：では、そういうことで。

ＧＭ：分かりました。それではまず、フィーネ先生の方から。





＊　＊　＊






ファム：トントントン。扉とびらをノックします。

ＧＭ：すると扉を開けて、フィーネ先生が出てきます。「なんでしょう？」

ファム：ちょっとお訊きしたいことがあるんですけど……。

ＧＭ／フィーネ：するとちょっと困こまった顔をして、「今、資し料りようをいろいろとまとめているので、少し待ってもらうことになるけれどいいですか？」

カッツ：また無む駄だ足あし？

ファム：あらら。

ＧＭ／フィーネ：ふたりは待合い室に案内されます。「まだ少し時間がかかるから、お茶でも飲んで待っていてください」と香茶を出すと、また奥おくの部屋に戻もどります。

ヴァリアス：眠ねむり薬とか入ってないだろうな？（笑）

ＧＭ：そんな物、入っていませんって。ただ、先生はなかなか出てきません。

ファム：遅おそいですね……。

ヴァリアス：ああ……。

カミュラ：ダメじゃないですか。そこで〝ハートフル〟な雰囲気を出さないと（笑）。

ヴァリアス：えっ！

カミュラ：たとえば……（可愛らしい声で）砂糖はふたつでいいんですよね！　とか、ヴァリアスさんの好みの甘さを知っているとか（笑）。

ファム：なるほど～。

カミュラ：あとは、沈黙に耐えられなくなって、一緒に「あの～」と言ったり。

ファム：ふむふむ。お互いに同時にシュガーポットに手を出して、指が触れ合うというのもありですね。

カミュラ：それもいいかも。それだったら……。




　ハートフル談義に盛り上がるふたりであった。




ＧＭ／フィーネ：とまぁ、そんなことがあった後、しばらくするとフィーネ先生が現あらわれます。「ふたりとも、なんだか顔が赤いようですけど……。どうかしましたか？」

ヴァリアス：い、いえなんでも……ないです。

カッツ：照れているヴァリアスであった（笑）。

ＧＭ／フィーネ：それでご用はなんですか？

ヴァリアス：神しん獣じゆうの杖つえについて訊きたいんですけど。

ＧＭ／フィーネ：なぜあなたたちが？

ファム：学長さんに頼たのまれているんですよ。それにヴァリアスさんが無実なことも証しよう明めいするためですっ！

ＧＭ／フィーネ：それならば私が話すことは何もありません。すべて学長に話した通りですから。私が奥の間に入って調べ、そして神獣の杖がなかったことを報ほう告こくした。それだけです。

ヴァリアス：ダメだな。このままじゃ埒らちが明かない。

ファム：うーん……。そうだ！　じゃあ、リィーナ先生の行方ゆくえとかは？

ＧＭ／フィーネ：なるほどそっちの話題を出しますか。するとちょっと暗い顔をして「どこに行ったのか本当に分からないんです」と答えます。

カミュラ：きっと、あれは芝しば居いよ。

ファム：つまり噓ということですねっ！（笑）

ＧＭ：では【感知】判はん定ていをどうぞ。

カッツ：【感知】判定だと？　それは私の担たん当とうなのに（一同笑）。

ＧＭ：シーンに登場していない人は判定できません（笑）。

ファム：【感知】は５ですね。

ヴァリアス：こっちも５。

ファム：では振ふりますよ。（コロコロ）７ですから５を足して12です。

ヴァリアス：こっちは11。

ＧＭ：するとファムは、フィーネ先生の表ひよう情じようから彼女が何かを隠かくしているんじゃないかと感じます。ヴァリアスは何も分かりません（笑）。

ヴァリアス：あらら。

ＧＭ／フィーネ：質しつ問もんはそれで終わりですか？　私もまだ資料の整理が残っているんですが。

カッツ：おそらく現げん状じようだとそこまでが限げん界かいだな。とりあえずリィーナ先生がただの行方不明じゃないことが分かっただけでも上出来だ。

ファム：分かりました！　う～ん、こういうのは難むずかしいですね。では、ありがとうございましたとお礼を言って部屋を出ます。





＊　＊　＊






ＧＭ：次はモーズレイ先生側のシーンですね。

カミュラ：はい。コンコンコン。

ＧＭ／モーズレイ：なんでしょう？

カッツ：おはようございます、先生。

ＧＭ／モーズレイ：カッツ君じゃないか。それにカミュラ君も。歴史の復ふく習しゆうはきちんとやっていますか？

カッツ：もちろんです。あの女が寝ねた後に朝まで（笑）。

カミュラ：何か言いました？　カッツさん。

カッツ：いいえ、何にも（一同笑）。

ＧＭ／モーズレイ：それで何かご用ですか？

カッツ：歴史にいろいろと見けん識しきの深い先生なら、伝説の武ぶ具ぐについて知っているかと思いまして。

カミュラ：先生は、神しん獣じゆうの杖つえについてご存ぞんじですか？

ＧＭ／モーズレイ：神獣の杖というと、〝大賢けん人じん〟シェフィールドが持っていたと言われている魔ま法ほうの品ですね。どうやら宝物庫から盗ぬすまれてしまったようですが。

カミュラ：そうです。あれは一体どういう杖なんですか？

ＧＭ／モーズレイ：私もくわしくは知りません。ただ、さまざまな知識を授さずけ、持ち主に相応ふさわしい力を与あたえてくれると言われているようです。

カミュラ：動どう揺ようしている様子はあります？

ＧＭ：ないですね。しかし、ここで丁てい寧ねいというよりは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを感じさせるような口調に変わります。

カッツ：え？




「ただ、一説によれば〝風の粛しゆく清せい〟を生き延のびた〝古いにしえの民たみ〟エルダが、覇は王おうに与えた魔法の品だとするものもあります。もっとも、それが本当かどうかは誰だれにも分かりませんが」




ヴァリアス：やっぱり何か知っている？

ＧＭ：ちなみに、エルダは〝風の粛清〟によって滅んだと伝説では言われています。もっとも『無印』リプレイのエイジのようにエルダの血を継いでいる者もいますから、モーズレイ先生の話もあながち与太話とは限らないです。

カッツ：何か伏ふく線せんの香かおりが（笑）。

カミュラ：先生は魔法の品にもくわしいんですか？

ＧＭ／モーズレイ：いえいえ、それほどくわしくはありませんよ。

カッツ：それなら、異次元バッグよりも小さい、大きな物を入れることができるようなマジックアイテムをご存じですか？

ＧＭ／モーズレイ：さぁ、私が知っているのは歴史で語られているような武具くらいですからね。そういう冒ぼう険けんの役に立ちそうなマジックアイテムは私の専せん門もん外がいですよ。

カッツ：やっぱりダメか……。フィーナ先生との関係を訊きくにしても、それを答えてくれるとは思えないしな。

カミュラ：でも、モーズレイ先生が怪あやしいことは分かりましたね。とりあえず明日は図書館に行って、マジックアイテムについて調べましょう。
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◆ミドル　05◆図書館──消された証しよう拠こ　～二日目（夜）～




　暗くら闇やみと静せい寂じやくが支し配はいする大図書館。

　ここには、高名な魔ま術じゆつ師しが残した魔ま術じゆつの理り論ろんと実じつ践せんについての覚え書き、さまざまな生物の生せい態たいを記した解かい説せつ書しよ、トラップに関する研究書など、冒険者の実践に即そくした多くの書物がある。もちろん古今東西のマジックアイテムについても、この大図書館以上に資し料りようがそろっている場所はないだろう。




ＧＭ：では、二日目の夜です。昨さく晩ばんの襲しゆう撃げきに続いて、今晩もイベントが発生します。なお、今回はＰＣは登場できません。

カッツ：嫌いやな予感がする……。

ＧＭ：暗闇の中、ひとりの人物が歩いています。その周囲には大きな棚たな。棚にはずらりとさまざまな書物が並ならんでいます。

カミュラ：図書館、図書館（笑）。

ＧＭ：当たりです。

ファム：顔は見えませんか？

ＧＭ：残念ながら顔は見えません。ちなみに男か女かも分かりません。

カッツ：あれだ。『金○一少年の事じ件けん簿ぼ』みたいに目と口だけが見えている。

ファム：なるほどっ！

ＧＭ：まぁ、そんな感じで（笑）。その人物はとある棚の所で止まると、懐ふところから30センチメートルほどの一本の棒ぼうを取り出し、それを横に右から左へと軽く振ふります。その動きに合わせるように、本棚の書物に火が走っていきます。

ファム：本が燃もえていますよっ！

カッツ：証しよう拠こ隠いん滅めつされていないか、これ。

ヴァリアス：先手を打たれた！

カッツ：モーズレイ先生の所に行っている場合じゃなかったか。

カミュラ：図書館で調べるのが先でしたね。

ＧＭ：ふっふふふふ……。

カッツ：なるほど、こういうシナリオか。

ＧＭ：この後も、ＰＣたちの動きに合わせて、いろいろと話が進しん展てんしていきますので、逆ぎやくにそれを利用して何か行動したい場合は申しん告こくしてくださいね。

カッツ：人に話を聞きに行く場合でも、質しつ問もんとかを選ばないといけないということか。

ＧＭ：そういうことですね。というところでシーンは終しゆう了りよう。







◆ミドル　06◆図書館での苦く闘とう？　～三日目（昼）～




　図書館で起きた小ぼ火や騒さわぎ。

　幸いなことに被ひ害がいはたいしたことはなく、本棚がひとつ燃もえただけであった。

　しかし、その燃えてしまった本棚を前にして、カミュラたちは落らく胆たんのため息をついた。




カミュラ：さっきのシーンは図書館ですよね？　もともと図書館に行く予定はあったんだし、何か証しよう拠こが残っているかもしれないから、やっぱり図書館には行きましょう。

カッツ：だね。あとは？

ヴァリアス：リィーナ先生とフィーネ先生について調べたいかな。

ファム：アルヴィンなら何か知っているかもしれませんよ。

ヴァリアス：それだっ！　学園内の情じよう報ほうならアルヴィンだよ（笑）。

ＧＭ：では、図書館班はんとアルヴィン班ということでＯＫ？

ヴァリアス：でもオレとかカッツ先せん輩ぱいは図書館では役に立たないっすよ。

カミュラ：確たしかにそうですねぇ。

カッツ：いや、そこですぐに肯こう定ていされると、なんとなく悲しいものが（笑）。

ファム：じゃあ、あたしが行きますか？

カッツ：そうだな。【知力】の高いふたりが図書館に行った方が成功率りつ高くなるか。よし、それでいこう。

ＧＭ：では、カミュラとファムの図書館班から。図書館の中は司書さんやら先生やらが急ぎ足で行き来しています。後あと片かたづけやら本の整理やらで忙いそがしそうです。

カミュラ：図書館の中には入れるんですか？

ＧＭ：小火で燃えたのは本棚ひとつだけですからね。

カミュラ：図書館で調べ物がしたかったんですけど、今大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：「ちょっとうるさいとは思いますが、問題ありませんよ」と司書さんのひとりが答えてくれます。

ファム：ちょうどいいからこの人に訊きいてみましょう。

カミュラ：そうですね。わたしたちマジックアイテムについて調べに来たんですが。

ＧＭ：するとその司書さんはすまなさそうな顔をしながら言います。「すいません。ちょうど小火のあったのが、マジックアイテムについての書物の本棚なんですよ」

カミュラ：やっぱり……。

ＧＭ：「一いち応おう、無事だった本はそちらに移うつしてあります。まだ整理できていないので、探さがすのは大変だとは思いますが……」テーブルの上を指さしながら教えてくれます。そこには本が山積みになっています。

ファム：この中から調べるんですか？

ＧＭ：そうです。ただし、本が整理されていないので難なん易い度どが上がります。あと、何について調べるかだけは申しん告こくしてくださいね。

カミュラ：物をしまうことのできるマジックアイテム？

カッツ：そうそう。ただし、異い次じ元げんバッグ以外。

ＧＭ：了りよう解かいです。判はん定ていは【知力】で、難易度は14です。

カミュラ：14っ!?　わたしの【知力】が６だから、８以上？　とりあえずフェイト使わずに判定します。わたしがダメだったら、ファムさんにフェイト使ってもらいましょう。

ファム：はいっ！

カミュラ：いきますよ。えぃ！（コロコロ）８！

カッツ：おっ！

ＧＭ：ちょうど成功ですね。




　うずたかく積まれた本を必死で調べるカミュラとファム。

　どのくらい時間が過すぎたであろうか。黙もく々もくと乱らん雑ざつに置かれている本を読み続ける中、ようやくカミュラがそれらしい記き述じゆつを見つけた。

　──ストレージオーブ。




ＧＭ：ストレージオーブという、収しゆう納のう用ようのマジックアイテムの記述を発見できます。ひとつしか物をしまうことができませんが、かなり大きな物──重量15までなら収納できます。

ファム：重量15ってどのくらいですか？

カッツ：ほとんどの鎧よろいや武ぶ器きはしまうことができるな。冒ぼう険けん者しや用ようの店でも買えるのか？

ＧＭ：非ひ常じように珍めずらしいアイテムなので、冒険者の店では普ふ通つう扱あつかっていません。

ヴァリアス：ということは持っている人は限かぎられているということだな。

ファム：学校でマジックアイテムにくわしい先生って誰だろ。

ＧＭ：そうすると司書さんが「フィーネ先生ならおくわしいですよ」と教えてくれます。

カミュラ：フィーネ先生の専せん門もんって……

ＧＭ：錬れん金きん術じゆつです。

カミュラ：錬金術ってマジックアイテムと関係あるんですか？

ＧＭ：『アリアンロッド』の世界のマジックアイテムは、基き本ほん的に魔ま法ほうと錬金術の両方の技ぎ術じゆつから作られています。だから、錬金術の先生がマジックアイテムについて興きよう味みを持っていてもおかしくないですよ。

カッツ：よし、繫つながったっ！　あとはファムたちが情じよう報ほうを引き出せれば……。がんばれっ！

ファム：はいっ！　がんばります！







◆ミドル　07◆リィーナ先生はどこへ？　～三日目（昼）～




　放課後。

　ようやくアルヴィンを捕つかまえたヴァリアスとカッツ。例によって例のごとく、さっそくアルヴィンから情報を訊きだそうとするが……。




ヴァリアス：よー、アルヴィン。

ＧＭ／アルヴィン：なんだヴァリアスかよ。

カッツ：フィーネ先生とリィーナ先生について訊きたいのだが、何か知ってないか。

ＧＭ／アルヴィン：情報料は五Ｇになります。

ヴァリアス：オレにそれを言うか、貴き様さまっ！（一同笑）

カッツ：私も二七Ｇしか持ってない……（笑）。




　借金に苦しむ男だん性せい陣じんであった。




ＧＭ／アルヴィン：しかたない。ツケにしておいてやるわ。で、なんだっけ？

ヴァリアス：リィーナ先生の話だ。

ＧＭ／アルヴィン：そういえば最近見ないって話だな。

カッツ：リィーナ先生について何か情報はないのか？

ＧＭ：すると懐ふところから手て帳ちようを出して、パラパラとめくり始めます。

カッツ：何？　手帳!?　その手帳をくれ。それがあればお前いらないじゃん（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：いくら先せん輩ぱいでもそれはダメです。これは俺おれの命みたいなもんですから。で、リィーナ先生だけど温室で見た人がいますね。えーっと、ちょうど先輩たちが怪け我がで担かつぎ込こまれた日です。

カッツ：なるほど……。他ほかに情報はないのか？　フィーネ先生と仲が悪かったとか。

ＧＭ／アルヴィン：そんな情報はないですよ。

カミュラ：でも、リィーナ先生はフィーネ先生を捜さがしたりはしてないんですよね。行方ゆくえ不明なのに……。

ヴァリアス：むしろ、何かを隠かくしているような感じがあったし。

カッツ：うーん。そうだ。ＧＭ、ちょっと提てい案あんがあるんだが？

ＧＭ：なんでしょう？

カッツ：今こん晩ばん、温室を張はりたいんだが。

ＧＭ：温室ですか？（ちょっと考えている）分かりました。ＯＫです。







◆ミドル　08◆温室での張はり込こみ　～三日目（夜）～




　そしてその夜。

　温室の外の木こ陰かげに隠かくれ、四人は息を潜ひそめていた。




ＧＭ：……って、全員来るんですか？

カミュラ：だって面おも白しろそうじゃないですか、ねぇ。

ファム：はいっ！　カミュラさん。

ヴァリアス：もしかして、オレも？

カミュラ：もちろんですよ（笑）。




　そんな感じで、四人は温室で張り込みをすることにした。




ＧＭ：それでは全員【感知】判定をどうぞ。

カッツ：おっ！　ようやく【感知】だ（笑）。

カミュラ：せっかくなのでカッツさんは最後に振ふりましょう。

ヴァリアス：じゃあ、先にいくぜっ！（コロコロ）あんまりよくないな。12だ。

カミュラ：フェイト使おうかな……いいや、そのままで。（コロコロ）11です。

ファム：いきまーすっ！　てぃ！（コロコロ）ダイスが11だから16ですっ！

カッツ：何っ!?

カミュラ：ファムさん、すごーい（笑）。

ファム：やった！　やりましたよっ！

カッツ：では最後に私が……（コロコロ）15です。

カミュラ：うそー（笑）。

ヴァリアス：ま、負けてる？

ファム：ふふふふふ。やったー！

カミュラ：カッツさん、いなくてもよかったんじゃない？（笑）

カッツ：もういいよ。私はイエミツに仕えるから。

カミュラ：それなら、すぐに四〇〇Ｇ返してください。

カッツ：うっ！　とんでもございません。私が仕えるのはカミュラ様、ただひとりでございます。……やっぱり、金を借りるんじゃなかったよ（一同笑）。

ＧＭ：では全員が10以上なので気がつきますが、温室の方へと歩いていく足音が聞こえます。そして、ここでまた相手に気づかれるかどうかの【感知】判はん定ていをどうぞ。ちなみにこちらの達成値ちは……（コロコロ）あら？　結けつ構こう高いな……18ですね。

ヴァリアス：高っ！

カッツ：さすがにそれは対たい抗こうするだけムダか。

カミュラ：まぁ、見つかったら見つかったということで。




　そして誰も達成値18以上を出すことができなかった。




ＧＭ：では、相手に見つかってしまいます。「そんなところで何をしているんですか？」とモーズレイ先生が声を掛かけてきます。

カミュラ：薬草学の復ふく習しゆうです（一同笑）。




　さすがに夜中に温室前に隠れていて、その言い訳わけはどうでしょう？




カミュラ：先生もこんな場所で何をしているんですか？

ＧＭ／モーズレイ：見回りですよ。

カミュラ：なんで先生が温室の見回りを？　宝ほう物もつ庫こ番ばんのはずでは？

ＧＭ／モーズレイ：夜間の見回りも交替でやらなければいけないんですよ。それよりも君たちはなぜこんなところに？

カミュラ：薬草学の復習です（笑）。




　いや、だから……（笑）。




カッツ：窓まどの外から見ていたんですよ。この間、授じゆ業ぎように出られなかったもので（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：すると先生はため息をついて言います。「薬草学もですか……」（一同笑）

カッツ：ちょ、ちょっと待て！　歴史学はちゃんと授業に出ていたじゃないか。

ＧＭ／モーズレイ：他の先生からも話は聞いています。もうちょっと真ま面じ目めに授業に出席した方がいいと思いますよ。

カミュラ：そうなんですよ。本当に申しわけありません（一同笑）。

カッツ：お前のせいだろっ！（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：「勉強熱心なのは大変結構なんですが、もう夜遅おそいから寮りように戻もどりましょう」って、考えてみたらモーズレイ先生はオルランド寮のハウスマスターじゃん。「はい、私ももう寮に戻りますから、一いつ緒しよに戻りましょう」

カッツ：先生も一緒なんですよね。それならばしょうがないな。でも、なんか行動を妨ぼう害がいできたような気がするぞ（笑）。

ＧＭ：それはどうでしょう。さて、イベントはこれで終しゆう了りようです。







◆ミドル　09◆再ふたたび温室へ　～四日目（昼）～




　温室にきっと何かある。

　フィーネ先生は何かを隠かくしている。

　そう考えた四人は温室の捜そう索さく、そしてフィーネ先生へ話を聞きに行くことにした。




ＧＭ：では次の日ですね。

カッツ：まずは温室だな。モーズレイ先生が夜にわざわざやってきたんだ。ここの捜索を外すわけにはいかないだろう。

カミュラ：あとはフィーネ先生ですね。マジックアイテムについて訊きたいです。

ヴァリアス：また分かれて行動するしかないな。

カミュラ：では、カッツさんとファムさんで温室を。わたしとヴァリアスさんがフィーネ先生のところに行きましょう。

ファム：あたしとカッツさんですか？

カッツ：昨日の状じよう況きようからすると何があってもおかしくないからな。ファムがアタッカー役で、私の《カバーリング》があればなんとかなるだろう。

ファム：なるほど。

カミュラ：では、任まかせましたよ。





＊　＊　＊






ＧＭ：温室ですが、昼間は自由に入ることができます。授業でも使いますし、いつでも見学することができるようになっています。

カッツ：周囲に人は？

ＧＭ：いません。温室にいるのはあなたたちだけですね。では【感知】判はん定ていを……。

カッツ：ちょいと待った。せっかくファムと一緒になったんだから、ここは演出させてもらおう。温室の中を探さがしながら、ファムに言うわけですよ。そういえば、ファムくん。

ファム：はい？

カッツ：ヴァリアスとはどうなっているんだ？（一同笑）

ファム：（ものすごく慌あわてた感じで）ヴァ、ヴァ、ヴァ、ヴァ、ヴァリアスさんとですか？　ど、ど、ど、ど、ど、どうもなってないですよ。




　さすが声せい優ゆうさん。いきなり振ふられてもこの反はん応のう。




カッツ：そんなことはないだろう。まぁ、あの性せい格かくじゃ無理もないか。優ゆう柔じゆう不ふ断だんだし、マヌケでドジだし。

ファム：でも、やる時はやってくれる人です。（ちょっと照れたように）助けてくれましたし、（小さな声で）それにお見み舞まいにも……。

カッツ：（いやらしそうに）ん？　何かあったの？　何かあったのか？

ファム：違ちがいます、違いますよ。何もありません！

カッツ：とまぁ、そんな会話をしながら【感知】判定！

カミュラ：ただのオヤジ会話じゃないですか。

カッツ：おかしいな。後こう輩はいの相談に乗る先輩というのを目指したんだが（一同笑）。




　まったくそんな感じはないですが。




カミュラ：もういいから、早く判定してください。

ＧＭ：難なん易い度どは12です。

カッツ：ふっふふふ。とうとう私が活かつ躍やくする時が来たようだな。

カミュラ：ここが見せ場ですよ（笑）。

ファム：がんばってください、カッツさんっ！

カッツ：うむ……。よし、フェイトも１点使おう。ここで失敗すると、あとでカミュラに何を言われるか分からない（一同笑）。

カミュラ：役立たずって言うだけですよ。

カッツ：だが、一生言われかねないからな。３個こ振って７ならば余よ裕ゆうで出る！　たぁっ！（コロコロ）げーっ！　ダイス目７だよ。

カミュラ：ギリギリじゃないですか！

カッツ：あ、危あぶなかった……。

カミュラ：フェイト使わないとダメなんて、もう役立たず（笑）。

カッツ：ちゃんと成功したじゃないか。何が見つかったか知らないけど（笑）。




　温室に落ちていたのはひとつの指輪だった。

　ファムはこの指輪に見覚えがあった。リィーナ先生がしていたものだ。確たしか、フィーネ先生も同じデザインで石の違う指輪をしていたからよく覚えている。

　ちなみにカッツは【知力】判定に失敗し、指輪のことは覚えていなかった。




カミュラ：ほら、授じゆ業ぎようあんまり出ていないから（一同笑）。

カッツ：うるさいっ！（笑）







◆ミドル　10◆犯はん人にんはあなた？　～四日目（昼）～




　一方、フィーネ先生の許もとへと向かったカミュラとヴァリアス。

　カミュラはここで思いがけない行動に出る。




カミュラ：フィーネ先生。ストレージオーブってご存ぞんじですか？

カッツ：え？　ここでいきなり訊きくのか？

カミュラ：ここまで来たらもう小細工なしですよ（笑）。

ＧＭ／フィーネ：カミュラの質しつ問もんにフィーネ先生はちょっとびくっとしたような表ひよう情じようを浮うかべます。「ストレージオーブがどうかしましたか？」

カミュラ：先生はストレージオーブをお持ちなんですか？

ＧＭ／フィーネ：しばらく沈ちん黙もくした後、しぶしぶと答えます。「えぇ、持っています」

カミュラ：見せてもらえませんか？

ＧＭ／フィーネ：すると困こまったような表情を浮かべます。「今は手元にありません」

カミュラ：では、どちらにあるんですか？

ＧＭ／フィーネ：うーん、痛いたいところをついてきますね。「それは……言えません」

カミュラ：言えませんか……。うーん、どうしましょう（笑）。

ヴァリアス：何も考えてないんですかっ！

カミュラ：え？　そ、そんなことないですよ。あ、そうだ！　リィーナ先生は温室で行方ゆくえ不明になったらしいんですけど、何かくわしいことをご存じじゃありませんか？

ＧＭ／フィーネ：そっちに話を振ふりますか。すると、驚いたように「いえ、初めて聞きました」と答えます。

カミュラ：これは本当かしら？

カッツ：分かりました！　フィーネ先生は、リィーナ先生を人ひと質じちに取られてモーズレイ先生に脅おどされているんですよ。

ファム：なるほど～。

ヴァリアス：それだといろいろとつじつまが合うな。

カッツ：このままリィーナ先生の方で、話を進めるんだ。うまく引っかければ情じよう報ほうを引き出すことができるかもしれない。

ヴァリアス：昨日のモーズレイ先生の話は？

カッツ：それだっ！

カミュラ：えーっと、昨日の夜、温室の前でモーズレイ先生と会ったんですけど、なんだか先生の様子がちょっと怪あやしかったんですよね。

ＧＭ：フィーネ先生は黙だまってカミュラの言うことを聞いています。

カミュラ：大だい丈じよう夫ぶです。わたしたち、何か先生のお力になれるかもしれませんよ。

カッツ：この笑え顔がおに騙だまされてはいけない（一同笑）。

カミュラ：えーっ！　それはどういう意味ですか？（笑）

ファム：あはははは（笑）。

ヴァリアス：せっかくの説得が（笑）。




　台なしです。




ＧＭ：まぁ、それは置いておくとして……。

ファム：置いておかれましたよ（笑）。

ＧＭ／フィーネ：フィーネ先生はカミュラに諭さとすように言います。「これ以上、深入りするのは止やめた方がいいです」

カミュラ：命が危き険けんということですか？

ＧＭ：しかし、その問いにはフィーネ先生は何も答えません。

ヴァリアス：これ以上話を聞くのは無理そうだな。

カッツ：よし、今晩も温室で張はってみよう。何か動きがあるかもしれない。







◆ミドル　11◆三み度たび温室へ　～四日目（夜）～




　またしても温室の前で張り込こむ四人。

　もう春とはいえ、夜はそれなりに冷え込む。

　さすがに二日続けての張り込みは、肉体的にも精せい神しん的にも応える。

　今こん晩ばんは何も起こらないのでは。そんなことを思い始めた矢先だった。

　フィーネ先生が現あらわれたのは……。




カミュラ：フィーネ先生が？

カッツ：それは意外だ。

ＧＭ：いや、温室で行方不明になったってカミュラが言ったじゃないですか。だったら、リィーナ先生を心配するフィーネ先生が来てもおかしくないかなと思って。ちょっとシナリオを変へん更こうしてみました。

カッツ：なるほど。さて、どうするか……。

カミュラ：とりあえず様子を見てみましょう。

ＧＭ：了りよう解かい。すると、フィーネ先生はポケットから鍵かぎを取り出して、温室の扉とびらを開けて中に入っていきます。

ファム：鍵持っているんですか？

ＧＭ：使い捨すてでどんな錠じよう前まえでも開けられる、マジカルキーというアイテムです。

ヴァリアス：さすが錬金術の先生だな。

カッツ：じゃあ、こそっとフィーネ先生の後をつけて中に入ろう。そして、モーズレイ先生の声こわ色いろで……なんでこんな時間にいるんですか？（一同笑）




　え？　一いつ瞬しゆん目が点になるＧＭ。




ファム：カッツさん、すごい特とく技ぎですっ！（笑）

カミュラ：そんな特技があったんだ（笑）。

ＧＭ：いきなりそんなことするなんて。真ま似ねできるかどうかは……【器用】で判はん定ていかな？　難易度は12ということで。

カッツ：よし。ここはなんとしても成功する！　フェイトを２点使用して……（コロコロ）ダイス目は11だから、達成値ちは15！




　どんなところで気合いをいれてるんですか（笑）。




ＧＭ：すると、フィーネ先生は怯おびえたように辺りをキョロキョロと見み回まわします（笑）。

カミュラ：姿すがたは見せないんですか？

カッツ：見せない、見せない。見せるわけないじゃん。こんなおいしいシチュエーション、もっと楽しまないと（笑）。（声色を変えて）約束の時間は今日ではないでしょう。なんで、こんなところに来ているんですか？

ＧＭ／フィーネ：まるでもてあそぶかのようなカッツの言い方にフィーネ先生は叫さけび出します。「もういいでしょう。神しん獣じゆうの杖つえは渡すから、早くリィーナを返して！」

カッツ：これはもう姿を出しても大丈夫かな。物もの陰かげから出ていこう。




　木の陰から姿を現わすカッツ。フィーネは一瞬身構えるが、出てきた人物がモーズレイでないことを確認した途端、啞然とした表情になる。




ＧＭ／フィーネ：カ、カッツ……君？

カッツ：（古○任三郎風に）うーん、少なくともモーズレイ先生ではありません（一同笑）。

カミュラ：だから、なんですぐにそういうしゃべり方になるんですか（笑）。




　相変わらず『古○』が大好きな男である。




ＧＭ／フィーネ：なんであなたがこんなところに？

カッツ：（相変わらず古○風で）んー、きっとあなたならここにやって来ると思っていました。妹さんのこと、さぞご心配のことでしょう。




　最初にフィーネ先生が現われて、意外だと言ったのは誰だれでしょう（笑）。




ＧＭ／フィーネ：カッツ君には関係ないことです。

カッツ：なんでも協力すると、我わが敬けい愛あいするプリフェクトのカミュラさんが言っているでしょう。ついでに単位もいただけるとありがたいのですが（一同笑）。

ＧＭ／フィーネ：単位のことは置いておくとして、学生たちを危き険けんな目に遭わせるわけにはいきません。

カミュラ：ここで証しよう明めい書しよって使えます？

ＧＭ：使えますよ。ここまで証しよう拠こがそろっていれば、証明書を見せれば全部話します。




　フィーネ先生の告白は、すべてカミュラたちの予想通りだった。

　リィーナ先生が攫さらわれたこと。

　そして、それを理由にモーズレイ先生に脅おどされて、神獣の杖を盗ぬすむよう言われたことも。




ヴァリアス：それでリィーナ先生はどこにいるんだ？

ファム：そうです！　そうですっ！

カッツ：それが問題だな。

ファム：リィーナ先生といえば、昼間にここでリィーナ先生の指輪を拾ったんですが？

ＧＭ／フィーネ：すると、フィーネ先生は怪訝そうな顔をします。「それは変です。あれは魔法の指輪で、本人が望まない限り外すことはできないはずです」

ファム：え？　そうなんですか？

ＧＭ／フィーネ：あの指輪は、私とリィーナが誕生日に母親からもらったもの。よほどのことがない限り、リィーナが外すとは思えません。

カッツ：ということは、自分で指輪を捨すてた？

カミュラ：何かの合図、それとも目印とか？

ＧＭ：そこまで気づいたので、ここで危き険けん感知の判定をどうぞ。難なん易い度どは12です。

ファム：き、危険なんですか？

ＧＭ：いえいえ。この温室に仕し掛かけられているトラップに気がつくかどうかの判定です。危険感知なので全員振ふれますが、ひとりでも成功すれば問題ありません。

カッツ：よし。トラップといえばシーフの出番だ。私が先にダイスを振ろう。５＋２Ｄだから……（コロコロ）15！

ＧＭ：それならば分かります。トラップのコンシールの大規き模ぼなものだと思ってください。温室のまるごと一角が幻げん影えいで隠かくされています。

カッツ：むっ？　あの辺りの風景がなんとなく歪ゆがんでいるぞ（一同笑）。

ＧＭ：ようやく、シーフの面目躍やく如じよですね。

カッツ：この日のために生きてきたんだよ（笑）。

ＧＭ：そして、その幻影の向こうには扉とびらがあります。普ふ段だんは使われていない温室の倉庫の扉ですね。

カミュラ：そんなものが？

ＧＭ：さすがに長期間隠されているとそのうちにばれてしまうでしょうけど、数日だったら誰も気がつかないような場所です。しかも温室をよく使うリィーナ先生はいませんから。

ヴァリアス：なるほど。

カミュラ：扉、開けます？

カッツ：まぁ、待ちたまえ。まずはトラップを調べないと。

ヴァリアス：普通、隠している扉にトラップなんて仕掛けないんじゃ……。

ファム：そういうものなんですか？

カッツ：うむ。隠し扉というのは、普通は緊急の時に使ったり、相手の背後に回り込んだりする時に使うことが多いからな。もし鍵を掛けておくと使うのに不便だろう。

カミュラ：でも、ここはリィーナ先生を閉じこめておくためだから……。

カッツ：その通り。リィーナ先生が逃げ出さないように鍵が掛かっているだろうし、もし扉が見つけられた時のためにトラップを仕掛けてあってもおかしくない。

ＧＭ：ちなみに鍵は掛かっています。

カッツ：やはりな。トラップ探たん知ち！《ファインドトラップ》を使用して、９＋３Ｄ……（コロコロ）20！　ああ、今日はシーフをやっているぞ（笑）。

ＧＭ：成功ですから、カッツは扉にマジックボムが仕掛けられていることに気づきます。気がつかずに扉を開けるとドカーンと爆ばく発はつする仕掛けです。

カッツ：よし！　みんな離はなれるんだ。これからトラップを外す。……と言いつつ、トラップ解かい除じよは苦手だったりするんだよな。《リムーヴトラップ》（＊）は取ってないし（笑）。

カミュラ：大だい丈じよう夫ぶ、カッツさんはできる子です（笑）。

カッツ：むむむむ……（コロコロ）15！

ＧＭ：解除成功です。トラップの仕掛けを無む効こう化かしました。これで扉を開けても大丈夫です。

ヴァリアス：先せん輩ぱい！　オレ、カッツ先輩のことを見直しました！

ファム：やっぱり、カッツ先輩すごいです！

カッツ：よしこれで大丈夫だ。扉を開けよう。

ＧＭ：いや、だから鍵が掛かっているって……（笑）。

カッツ：ガチャガチャガチャ……開かない（一同笑）。えーい！　トラップ解除で鍵を開けるっ！（コロコロ）ダイス目が７だから12？

ＧＭ：鍵は開かなかった。

ヴァリアス：じゃあ、オレがやります。【器用】は８あるんで。

カッツ：何？　そんなに高いのかっ!?

ヴァリアス：……（コロコロ）16。

ＧＭ：カチャ。小気味よい音を立てて、鍵が開きました。

ヴァリアス：カッツ先輩、これでいいですか？

カッツ：それがオチかよっ！（一同笑）
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（＊）《リムーヴトラップ》　シーフのスキル。トラップ解除の時にダイスを１個増やす。









◆ミドル　12◆救出、そして戦せん闘とう！　～四日目（夜）～




　扉の向こうは、さほど広くない部屋。

　シャベル、鎌かま、フルイなどのさまざまな道具が置かれている。

　その部屋の隅すみには縄なわで縛しばられ、ぐったりと倒たおれているリィーナ先生がいた。




ファム：駆かけ寄よっても大丈夫ですか？

ヴァリアス：ちょっとは警けい戒かいした方が……。

カミュラ：もしかしたら偽にせ物ものかもしれませんよ（笑）。

ファム：なんてことを言うんですかっ！　リィーナ先生の所に駆け寄ります。

ＧＭ：ではファムが駆け寄ると……。

カミュラ：大丈夫ですか？　カミュラが助けに来ました（一同笑）。




　なぜカミュラが名乗る。




ファム：と、その仲間たちです（爆ばく笑しよう）。




　ファム……。それでいいのか？




ＧＭ：えー、一いち応おうこの場にフィーネ先生もいるんですが……。

カミュラ：（フィーネ先生になって）リィーナ、リィーナ！

カッツ：なんか小暮さんが演えん技ぎするとみんな怪あやしいのはなぜだろう（笑）。

カミュラ：うそっ!?

カッツ：ヘンテコなキャラになるっていうか……。

カミュラ：そんなことないですよ。（今度はリィーナ先生になって）その声はフィーネ姉さん！　って、どっちか分からないけど（一同笑）。

ファム：双ふた子ごですからねぇ。

ＧＭ：とまぁ、そんなことを話している後ろ……つまり入り口の方から声が聞こえてきます。「困こまりますねぇ。人ひと質じちを解かい放ほうしてもらっては……」

カッツ：誰だっ!?




　入り口に立っていたのは、人ならぬ魔ま族ぞく。

　人の身体からだに梟ふくろうの頭を持ち、アンバランスなほど巨きよ大だいな両手が、その姿すがたの不気味さをさらに強調している。

　ストラスという魔法を得意とする魔族である。
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カミュラ：モーズレイ先生……じゃないですよね（一同笑）。

カッツ：これが正体だったのか……。

ファム：モーズレイ先生、なんでそんな姿にっ！

ＧＭ／ストラス：我われはモーズレイなどという名ではなーい。

カミュラ：じゃあ、モーツレイ（笑）。

ＧＭ／ストラス：ズをツにすればいいものではなーい（一同笑）。それにそんなことはどうでもよい。ここでその女じよ性せいを解かい放ほうされてしまっては、我は契けい約やくに反することになってしまう。それは非ひ常じように困る事じ態たいだ。

カミュラ：わたしは困りません。

ＧＭ／ストラス：あなたは困らないかもしれないが、我は困る。それにきさまらは我わが友のハルパスの仇かたき。

ファム：ハルパス？

カミュラ：誰それ？

ＧＭ／ストラス：……覚えておらんのか？

ファム：うー、すいません、覚えていません……。




　なぜか魔族に謝るファム。




ＧＭ／ストラス：きさまらが前巻の時に倒した鳥頭の魔族だ。

ヴァリアス：リリスと一緒にいた？

ＧＭ／ストラス：その通り。きさまらを倒すことは契約外のことではあるが、せっかくの機会を逃すのも口惜しい。ここで仇を討たせてもらおう。

カミュラ：契約ってなんのこと？

ＧＭ／ストラス：それを言うことも契約に反すること。申しわけないが契約者の名を口にすることはできぬ。さぁ、その命を差し出してもらおう。

ヴァリアス：こいつに勝たないと、ここから出してはもらえそうもないな。

カッツ：フィーネ先生とリィーナ先生には物もの陰かげに隠かくれていてもらおう。ここでこいつを倒せば……。

ファム：倒せば？

カッツ：単位がもらえるかもしれない（一同笑）。




　けっきょくそこかいっ！




ＧＭ／ストラス：では、いくぞっ！





＊　＊　＊






　ストラスがマントを翻ひるがえすと、そこからゾンビウルフ（モブが２グループ）が現あらわれ、ストラスを守るように前に出る。
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ファム：《陣じん形けい》を使います！




　相手の姿（杖つえにマント）から魔法使いであると考えたファムたちは、ギルドスキルの《陣形》を使って即そく座ざに散開。カッツはゾンビウルフにエンゲージ、ヴァリアスはストラスへと向かうためにゾンビウルフを迂う回かいする。

　さらにカミュラはヴァリアスに《ヘイスト》を使用して、【行動値】を上昇させた。




ＧＭ：これでヴァリアスも【行動値ち】が11ですか。こちらの【行動値】は両方とも11なので、同じ値のカッツとヴァリアスが先です。

カッツ：じゃあ、私が先に動く。マイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》を使用。命中は６＋３Ｄで……（コロコロ）16！




　しかし、この攻こう撃げきをあっさり回かい避ひするゾンビウルフ。




カッツ：素す早ばやい！　こいつ回避高いぞっ！

カミュラ：役に立たないですねぇ（笑）。

カッツ：ちがう。そうじゃない！　こいつらが早すぎるんだっ!!

ヴァリアス：次はオレの番だな。マイナーアクションで移い動どうして梟頭（ストラスのこと）にエンゲージ、メジャーアクションで《バッシュ》！　……（コロコロ）クリティカル！

ファム：お、すごーい！

ヴァリアス：気合い入っているぜっ！

カミュラ：今日のヴァリアスさんは輝かがやいてみえますわね（笑）。

ＧＭ：一いち応おう回避判はん定ていを……（コロコロ）おっ！　クリティカル！

ファム：えーっ！

カッツ：ヴァリアスだけでなく、敵も輝いているようです（笑）。




　そしてゾンビウルフは、両方ともカッツへ《フェイント》（＊）＋《インベナム》で攻撃する。カミュラの《プロテクション》で一方の攻撃のダメージを防ふせいだものの、もう一方の攻撃はわずかに１点のＨＰダメージを与あたえる。

　だが、この１点が致ち命めい的となる。




ＧＭ：《インベナム》なのでバッドステータスの毒が入ります。ちなみに《猛毒》を持っているので毒の与えるＨＰダメージは５点になります。

カッツ：ちっ！　これはまずいぞ。




　しかし、ヴァリアスを狙ねらったストラスの魔ま法ほう──《アースブレット》はダメージが振ふるわず、６個こもダイスを振りながらわずか16点。もちろんこれはカミュラの《プロテクション》で防がれてしまう。

　一方、ゾンビウルフを《マジックブラスト》＋《エアリアルスラッシュ》でまとめて攻撃したファムの魔法もわずか21点。

　しかも……。




ＧＭ：片かた方ほうのゾンビウルフに《プロテクション》を使用。ダメージを11点軽けい減げん。

ヴァリアス：そんなものまで持っているのか。

ＧＭ／ストラス：ふてぶてしい態たい度どで挑ちよう発はつする魔族。「我われをただの魔法使いだと思ってもらっては困こまる」

カッツ：これは本気を出さないとまずいぞ。

カミュラ：ではもう一度、攻撃です。《マジックサークル》と《サモン・フェンリル》で……（コロコロ）命中は13です。

ＧＭ：（コロコロ）片かた方ほうだけ避よけられません。

カミュラ：ではダメージは……（コロコロ）15点です。

ＧＭ：ではそれも《プロテクション》します。（コロコロ）９点軽減。

カミュラ：くっ！

ＧＭ：ではこれでラウンド終しゆう了りようになりますので、毒を受けたカッツは５点のＨＰダメージ、そしてゾンビウルフは《再さい生せい能のう力りよく》で【ＨＰ】が２Ｄ回かい復ふくしますので……４点、８点。これで片方は完全に回復しました。

カッツ：なんだって。なんという回復力だ。




　次のラウンド。
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　魔法によるゾンビウルフの殲せん滅めつを狙ってカミュラは《ヘイスト》をファムに掛かけるが、今回は【行動値】がストラスやゾンビウルフよりも低く、先に行動することはできない。

　そのため最初の行動はカッツとなる。




カッツ：ならば、ダメージを受けている方を先に倒たおすっ！　《ヴァイタルフォース》＋《ペネトレイトブロウ》で……（コロコロ）命中は20！　こんどはどうだっ！

ＧＭ：それはさすがに……（コロコロ）回避できません。

カッツ：ダメージは……（コロコロ）おっ！　これはいいぞ。31点!!

ＧＭ：一応《プロテクション》しておきますが……（コロコロ）８点軽減して【ＨＰ】はちょうど０。ゾンビウルフはビチビチと腐ふ肉にくを撒まき散らしながら倒れます。

ファム：うぎゃー（笑）。

ＧＭ：そして残ったゾンビウルフがマイナーで重じゆう圧あつを解かい除じよして、《フェイント》でカッツを攻こう撃げき……（コロコロ）あら？　またクリティカル！

カッツ：またクリティカルかよっ！

ＧＭ：今日のダイス目は一味違いますよ（笑）。では、ダメージを振ります！




　しかしこのダメージは……。




ヴァリアス：ちょっと、これは……。

カミュラ：これってすごい確かく率りつじゃない？（笑）

ＧＭ：クリティカルなのに……。クリティカルなのに～。




　四つ振ふったサイコロはなんと１、１、１、２！　つまり合計は５!!

　もちろんカミュラの《プロテクション》で防がれて、カッツのＨＰダメージは０。

　そして、ストラスがヴァリアスに《アースブレット》を放つがこれもダメージは低く16点。




カミュラ：《プロテクション》使います。（コロコロ）12点の軽けい減げんです。

ヴァリアス：なんですとっ！　１点のＨＰダメージを受けます（笑）。

カミュラ：あら？（笑）

ヴァリアス：ドテリ、転てん倒とうします（笑）。




　この後、ファムがゾンビウルフを攻撃、カミュラがストラスに攻撃、マイナーで転倒を解かい除じよしたヴァリアスは《バッシュ》でストラスに攻撃するが、どれもダメージのダイス目が悪く、またストラスの《プロテクション》もあって決定打にならない。

　そして、戦せん闘とうは３ラウンド目へと突入する。
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カッツ：《ヘイスト》をファムに掛けよう。

カミュラ：どうしてですか？

カッツ：ストラスは重圧中だ。やつの【行動値ち】を上回って攻撃すれば《プロテクション》で防ふせがれることはない。

カミュラ：でも、さっきはダメでしたよ（笑）。

カッツ：そこをなんとか。３以上でいいんだから。

カミュラ：あはは♪

カッツ：あはは♪　じゃないって（笑）。

カミュラ：（コロコロ）魔ま術じゆつ判はん定ていは成功。いきますよ～……（コロコロ）６！

カッツ：よしっ！




　この結果、ファムの《エアリアルスラッシュ》、そしてカッツの《ペネトレイトブロウ》で残ったゾンビウルフが全滅。ストラスは再ふたたびヴァリアスを転倒させるも、ダメージはほんのわずかしか与あたえられなかった。

　そして、カミュラの《サモン・フェンリル》で再び重圧になったストラスへ、ヴァリアスが《バッシュ》でとどめを狙ねらう！




ヴァリアス：ダメージは……（コロコロ）43点！

ＧＭ：くっ！　《プロテクション》は使えないのか……。さすがにそれは耐たえきれない。「ば、ばかな。我われが人間ごときに倒されるとは……」

カミュラ：その油ゆ断だんが敗北の原げん因いんですよ。

カッツ：しかし今回はきつかった。【ＭＰ】もかなり消しよう耗もうしたしな。

ＧＭ：ちなみに温室のトラップは解除されてしまいましたし、ストラス──魔族が倒されてしまったので、モーズレイ先生にすぐばれますよ。

ファム：それはまずいですよっ！

ＧＭ：ちなみに次がクライマックスフェイズとなります。それと時間はあまりありませんので、【ＨＰ】と【ＭＰ】はスキル、ギルドスキル、アイテムなどでしか回かい復ふくすることはできません。では、どうするかを相談して決めてください。




　しばらくの間、あーだ、こーだとアイデアを出す四人。

　このまま温室で待つ。

　フィーネ先生にモーズレイ先生を呼よび出してもらう。

　モーズレイ先生のところへ殴なぐり込こみに行く（笑）。

　などなどなど……。




カミュラ：ストレージオーブはフィーネ先生が持っているんですよね。

ＧＭ：リィーナ先生と交こう換かんということになっていますからね。

カッツ：でも、なんですぐに交換しなかったんだ？

ＧＭ：フィーネ先生は容よう疑ぎ者しやだったからね。下手に接せつ触しよくすると怪あやしまれてしまうから。それにリィーナ先生を人ひと質じちにしている限かぎり、フィーネ先生から漏もれる心配もなかったわけです。もっとも、その計画はすでに破は綻たんしてしまっていますが（笑）。

ヴァリアス：でも、リィーナ先生は解かい放ほうされてしまったわけじゃないですか。もう杖つえと交換することはできない……。

カミュラ：ということは、モーズレイ先生が取る手しゆ段だんはひとつしかないですよ。

ファム：え？

カッツ：なりふり構かまわず力ずくで奪うばい取る……。ダメだ、小細工の利く状じよう態たいじゃない。

カミュラ：それなら、いっそのことモーズレイ先生を呼びだしたらどうですか？　広い場所で戦えば被ひ害がいも出ないですし。

カッツ：……また、よくそんな無む茶ちやなことを。だが、それがいい（一同笑）。

ファム：（明るい声で）そうですね。このまま悪い人を見み逃のがすわけにはいきませんし！




　ファムの言葉に大きくうなずく四人。




カッツ：しかし、ファムもギルドマスターとしてだいぶ成長してきたな。ちゃんとみんなの意見もまとめているし。

カミュラ：そうですね。

ファム：え？　いえいえ、まだまだです！

ヴァリアス：そんなことないって。

カッツ：まぁ、このまま見逃すことができないという意見には私も賛成だ。

カミュラ：何かあった時のために杖は、フィーネ先生に預あずかっておいてもらいましょう。その方が安全ですし。

カッツ：そうときまったら、今のうちにモーズレイ先生の部屋に手紙を投げ込んでおこう。内ない容ようは、杖が欲ほしかったらこいくらいの感じで。時間は夜だな。場所は……。

ファム：庭園なんてどうですか？　アルヴィンさんが幽ゆう霊れい騎き士しを見た場所です。あそこなら寮りようからも遠いし、広くて人に見られる心配もないと思いますよ。

カミュラ：そうですね。じゃ、スパーンといっちゃいましょう（笑）。

ＧＭ：それでは、それでは翌日の夜まで時間を進めます。回かい復ふくとか買い物はいまのうちにすませておいてくださいね。それが終わったら、いよいよクライマックスです。
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（＊）《フェイント》　シーフのスキル。攻撃の際に二回判定を行ない、好きな方を採用することができる。










クライマックスフェイズ









◆クライマックス　01◆月夜の晩に……




　天空に浮うかぶは下か弦げんの月。

　満月を過すぎ、新月に向かうその光は頼たよりなく、心細い。

　月が満ちかけするのは、予言の女め神がみにして魔ま術じゆつを司つかさどる月の女神ブリガンティアが、〝猜さい疑ぎの女神〟ミーヴァルに呪のろいを掛かけられてしまったからだと言われている。




ＧＭ：では、ここからクライマックスフェイズになります。

カミュラ：庭園でモーズレイ先生が来るのを待ちます。

ＧＭ：待ち伏ぶせとかはしないんですか？

カッツ：温室の時みたいにどうせばれるからな。このまま堂々と待っていた方がいい。

ＧＭ：分かりました。四人がそのまましばらく待っていると……。




　……一ひと際きわ強い風が庭園の中を吹ふき抜ぬけていった。月明かりに薄うすく照らされていた木々の花々は、その風に吹かれ、まるで吹雪ふぶきのように舞まい踊おどる。

　その薄うす紅べに色のカーテンの向こうに、ローブを着た男がひとり、歩いてくるのが見えた。その足取りは嵐あらしのような風の中でも揺ゆらぐことがない。

　ローブの男はカミュラたちをいつものように優やさしい笑え顔がおで見つめると、いつものように優しい声で呟つぶやいた。




ＧＭ／モーズレイ：やはりあなた方でしたか……。

カミュラ：モーズレイ先生、なぜこんなことをしたんですか。

ＧＭ／モーズレイ：だが、モーズレイはカミュラの問いに答えようとしない。「人ひと質じちを解かい放ほうしては困こまりますね」

カッツ：知っていたのか……。

ＧＭ／モーズレイ：その方がらしいかなと思いまして（笑）。「おそらくここには神しん獣じゆうの杖つえも持ってきてはいないでしょう」

ヴァリアス：じゃあ、なぜこっちに来たんだ。

ＧＭ／モーズレイ：簡かん単たんな理由です。あなた方を倒たおすためですよ。

カッツ：この女を倒せると思っているのかっ！（一同笑）

カミュラ：なに、そのマヌケなセリフ（笑）。

カッツ：じゃあ、びしっとひとつお願いしますよ。

カミュラ：カッツの屍しかばねを越こえていきなさい！（一同笑）




　どういう意味ですか。




カッツ：いや、そうじゃなくて。ほら、犯人を断だん定ていするようなセリフをですね……。

カミュラ：わたしはすべて分かっていました（一同笑）。

カッツ：またかよ（笑）。

ファム：先生、お願いだから自首してください。今ならまだ間に合います！

ＧＭ／モーズレイ：そういうわけにはいかないんですよ。神獣の杖はもともと我われ々われの物なのですから。

カッツ：我々？　複ふく数すうなのか？

ファム：我々ってなんですかっ！

ＧＭ／モーズレイ：「あなたたちはここで死ぬのですから、別に教えてもかまわないでしょう。ですよね？」モーズレイが横を向いて誰だれかに問い掛けるように言います。

ヴァリアス：誰かいる？




　モーズレイが問い掛けた瞬間、彼の真横の空間が歪み、異形の者を吐き出す。それは、全身を覆う深紅色の鎧をまとった人物だった。

　しかも、ファムたちが今までに見たこともない機械の甲冑……。




カッツ：機械？　プレイトメイルとかスーツアーマーとかじゃないんだな？

ＧＭ：そうです。どちらかといえばパワードスーツをスマートにした感じ？（笑）その人物が答えます。「そのくらいなら構かまわぬだろう」声や口調からすると女じよ性せいのようですね。

ＧＭ／モーズレイ：我らの名はスカディ、〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟スカディ。

カミュラ：スカディ？

カッツ：魔ま族ぞくか？

ＧＭ／モーズレイ：そのような矮わい小しような存そん在ざいと一緒にされては困ります。

ファム：魔族を矮小呼よばわりしてますよっ！

ＧＭ／モーズレイ：そして、まるで授じゆ業ぎようを終しゆう了りようするかのようにモーズレイはあなたたちに言います。「さて、ここまで教えて差し上げたのです。それでは死んでもらいましょうか」

カッツ：では、この拳こぶしで先生を倒たおした後にいろいろと調べさせていただくことにします。

ファム：……先生、残念です。

ヴァリアス：いい先生だと思っていたのに！

ＧＭ／モーズレイ：モーズレイも残念そうに呟きます。「あなたたちもいい生徒でした」

ファム：過か去こ形けいにしてますよっ！（笑）

ＧＭ：「後は私に任まかせてもらいましょう」横の機械甲かつ冑ちゆうの人物にモーズレイが告げると、「では、任せたぞ」と言いながら再び消えていきます。

カッツ：ずいぶんとなめられたものだな。ひとりで四人を相手にするのか？

ＧＭ／モーズレイ：「あなたたち程てい度どの相手ならば、私ひとりで十分ですよ。それでは行きますよ」モーズレイは懐ふところから錫しやく杖じようのようなものを取り出すとそれを剣けんのように構かまえます。




　その瞬しゆん間かん。錫杖に何本もの光の線が縦たてに横に煌きらめいては消え、歯車やネジや様々な機械の部品を形作っていく。光が収おさまった時には錫杖は、まるで機械の塊かたまりのような剣身を持った一本の巨きよ大だいな剣となっていた。




ヴァリアス：なんだそれはっ！

ＧＭ／モーズレイ：これを見るのは初めてですか？　ヴァリアスさん、勉強不足ですよ。これが魔導剣アブストラクターです。

ファム：アブストラクター？

カッツ：〝古いにしえの民たみ〟エルダが使ったと言われている武器のひとつだ。

ＧＭ：そうです。ガンスリンガー（＊）の持っている魔導銃キヤリバー（＊）という特殊な銃があるんですが、それの剣バージョンが魔導剣です。まだ、魔導剣使い──ハイランダーはクラスデータとして公開はされていませんが（笑）。

カミュラ：強いんですか？

カッツ：そんなこと分かるわけないだろう。まだ、データ化されていないんだから（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：さて、私としたことが少々おしゃべりがすぎたようです。それではそろそろ始めましょうか。





（＊）ガンスリンガー　『上級ルールブック』で追加されたクラス。魔導銃（キャリバー）と呼ばれる特殊な銃を使用することができる。

（＊）魔導銃　〝古の民〟エルダが作ったといわれている特殊な銃。









◆クライマックス　02◆月華の戦い




　異い形ぎようの剣を構えたモーズレイはゆらりと身体からだを傾かたむけると、瞬しゆん時じに間合いを詰つめてきた。

　そのあまりの速さに花はな片びらが狂ったように舞まい踊おどる。
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ＧＭ：それでは戦せん闘とうラウンドに入ります。まずはセットアッププロセスから。

カッツ：とりあえず《陣じん形けい》で……。

ＧＭ：その前にモーズレイが《二回行動》を行ないます。【行動値ち】は15です。

カミュラ：《ヘイスト》は？

カッツ：向こうの【行動値】の方が先なので《ヘイスト》は間に合わない。

ＧＭ：今回の敵てきはスピードで攻せめますよ。いきます。マイナーアクションで移い動どうしてエンゲージ。メジャーアクションで《アフターイメージ》を使用します。

ファム：《アフターイメージ》？

カッツ：エクスプローラーという上級クラスの持っているスキルで、１シーンの間──つまり、この戦闘の間、命中判はん定ていと回かい避ひ判定のダイスを１個追加するスキルです。

ヴァリアス：ということはそのスキルの前提条件の《バタフライダンス》も持っている？　ここでそんなものを使われたらこっちの攻こう撃げきは当たらなくなりますよっ！

カッツ：仕方ない。《インタラプト》で打ち消す！

ＧＭ：ダーッと一気に突つっ込こんできたところを、カッツの行動で気が削そがれたという感じですね。

カッツ：ピンッと、二七Ｇの金貨を私が弾はじいたのだよ。

ファム：お金が！　なけなしのカッツさんのお金がっ！（一同笑）

カッツ：なけなし言うなっ！




　モーズレイ先生はそんなものに気を散らされたのか……。




カミュラ：お金は大切にしましょう（笑）。

ＧＭ：で、こっちの行動は終わり。《ヘイスト》は使いますか？

カッツ：モーズレイ先生の【行動値】が15だから、それ以上じゃないと意味ないからな。

ヴァリアス：フェイトを使わないと無理ですね。

カッツ：おそらくここで相手の攻撃は範はん囲いになるだろうから、誰かひとりでも離り脱だつさせないと痛いたい目を見ることになるぞ。そして、ひとりでも減へれば《カバーリング》する対象が減るので私も楽になる（笑）。

カミュラ：それならファムですね。

ファム：あたしですか？

カッツ：それがいいと思う。カミュラよりもファムの方が【行動値】が１高いから、先手を取れる可か能のう性せいも高いし、ファムがフリーで攻撃することができるようになるからな。

カミュラ：そうですね。やってみましょう。

ＧＭ：では、まずは魔ま術じゆつ判定からどうぞ。

カミュラ：判定は……（コロコロ）成功。そしてフェイトを１点使って……えいっ！（コロコロ）７！

ＧＭ：これでファムが15になりますので、モーズレイよりも先になります。

ファム：ど、どのくらい離はなれればいいんですか？（ポーンを思い切り遠くまで動かして）このくらいですか？

カッツ：離れすぎだよっ！　ていうか、それ何メートルだよ（笑）。10メートルくらい離れればいいから。……いや、一いち応おう射しや撃げき攻撃のことも考えて15メートルにしておこう。

ファム：分かりましたっ！　エンゲージから離れますっ！
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カッツ：これでよし。ヴァリアス、お前は自力で耐たえろ。絶ぜつ対たいにでかい攻撃が来るから。

ヴァリアス：大だい丈じよう夫ぶです。オレも防ぼう御ぎよ力りよくを上げていますから。

ＧＭ：では、覚かく悟ごはいいですね。まずはマイナーアクションで《ハイスピード》というスキルを使います。

ヴァリアス：《ハイスピード》？

ＧＭ：魔導剣使いハイランダーのスキルです。回数制せい限げんはありますが、マイナーアクションのスキルをふたつ使えるようになります。使用するスキルは《インベナム》と《ゲイルスラッシュ》（＊）。

ヴァリアス：範囲に毒っ!?

ＧＭ：そしてメジャーアクションで《ゴーストアタック》を使用して、回避判定を【感知】判定に変へん更こうさせます。こちらの命中判定は13＋３Ｄ。

カッツ：それじゃあ《バタフライダンス》が使えないじゃないか！　ちょっと避けるのは難しいか……。

ＧＭ：いきます……（コロコロ）ダイス目は11なので24で命中。

ヴァリアス：（コロコロ）失敗しました。

カミュラ：わたしも失敗です。

カッツ：フェイトを使用するか……。いや、ここでダイスを増ふやしても難しいか。そのまま振ふろう。（コロコロ）ダメだ。回避失敗。

ＧＭ：全員命中ですね。ここで《デスゲイル》（＊）を使用します。こちらの【行動値】だけダメージが上じよう昇しようして、＋15されます。

ヴァリアス：げっ！

カッツ：それは、カミュラを《カバーリング》するしかない。ここでカミュラが倒たおれると、その後の展てん開かいが厳きびしくなる！

ＧＭ：了解。それではダメージを出しますね。えーっと、ダメージの基き本ほんが17で、《ゴーストアタック》で＋６、さらに《デスゲイル》で＋15だから……38＋６Ｄ。

カッツ：そ、それはかなり痛いたいな。

ヴァリアス：《プロテクション》を使ってギリギリというところ？

ＧＭ：いきますっ！　たぁ～（コロコロ）……10、20、27＋38だから65点の物理ダメージ！

カミュラ：ヴァリアスさんの【ＨＰ】は？

ヴァリアス：44点なんで、10点減らしてもらえれば助かります。ただし、その場合だと、このラウンドの最後に毒を受けて倒れますが（笑）。

カミュラ：これ、まずいんじゃないですか？

カッツ：大丈夫だ。これが敵てきの最大ダメージのはず。《デスゲイル》はもう使えないとみた。

カミュラ：では、フェイトを１点使って《プロテクション》を使います。




　ここで奇き跡せきが起こった。




カミュラ：５Ｄ振ります……えいっ！（コロコロ）

ファム：うわーっ！　すごいっ！

カッツ：これなら問題はないな（笑）。

カミュラ：えーっと、25です。

ＧＭ：25点も消されたっ!?

カミュラ：ズ、ズルはしてないですよっ！（一同笑）

ヴァリアス：いつもの《プロテクション》と違ちがう！　これが〝大賢けん人じん〟の力っ!?（笑）

ファム：カミュラさん、すごいですっ！

カッツ：しかし私は、カミュラを《カバーリング》した分と、自分が受けた分の両方のダメージを受けて、52点を二発受けることになるとどう考えても助からない。

ファム：あぁ、カッツさんがっ！

カッツ：しかし、ここで《ソウルバスター》を使用！　52点のカウンター攻こう撃げきっ！




　モーズレイが身体からだごと捻ひねるかのように魔導剣アブストラクターを振り抜ぬいたと思った瞬しゆん間かん、カミュラを助けるためにみずからを盾たてとしたカッツがゆっくりと崩くずれるように倒れる。

「さすがにこの攻撃を耐えきることはできませんでしたね。しかし……」

　ゆっくりとカミュラたちの方を振り向きながら、残念そうに呟つぶやく。

「置き土産みやげをきっちりと残していくとはさすがです」

　その言葉とともに膝ひざをつくモーズレイ。よく見ると彼の胸むねの一部が異い様ように陥かん没ぼつしている。




カミュラ：しかもこれで終わるカッツさんじゃありませんよ。次はわたしの番です。カッツさんに《レイズ》を使います。判はん定ていは……（コロコロ）きゃーっ！（一同笑）

カッツ：３っ!?

ファム：あ、危あぶないです！

カッツ：なんてダイス目を振るんですか！　とりあえず【ＨＰ】が１で復ふつ活かつ。すいませんが、ここで《蘇そ生せい》をお願いします。じゃないと、このラウンドでまた倒れます。

ファム：え？　なんでですか？

ヴァリアス：バッドステータスの毒が残っているんですよ。だから、このラウンドの最後に３点のＨＰダメージを受けて、また戦せん闘とう不ふ能のうになってしまいます。

カミュラ：それはそれで面おも白しろいかも（笑）。

カッツ：それは、勘かん弁べんしてくれい。というか、それ《レイズ》する意味ないから。

ファム：分かりました。《蘇生》を使いましょう！




　ギルドスキルの《蘇生》によって【ＨＰ】が全快する四人。しかし、バッドステータスの毒の効果が消えるわけではなく、依然としてきびしい戦いは続く。




カッツ：よし！　これで復活したぞっ！　しかし、最初にファムを離はなしておいてよかったな。ここにいたら本気で危なかった。

ヴァリアス：よし、次はオレの攻撃だぜ。メジャーアクションで《バッシュ》。命中は10＋３Ｄで……（コロコロ）20！

ＧＭ：《バタフライダンス》を持っていてもさすがに20はクリティカルしないと……（コロコロ）９なので回かい避ひ失敗。

ヴァリアス：ここは全力でいくぜっ！《ボルテクスアタック》使用、さらにフェイトも３点使用して……11＋12Ｄ！　たりゃー！（コロコロ）げ、げぇーっ！

カッツ：なんか赤い目が四つ、いや五つもあるよ（笑）。

ヴァリアス：いや、６とかもあるから……。

カミュラ：でも、１がすごく多いですよ。

ヴァリアス：うぉー。誤ご魔ま化かしたのにーっ！　えっと11＋35で46点のダメージです。……ものすごく低いです。

カッツ：きっと何か防ぼう御ぎよ用ようのスキルを持っているに違いない。

ＧＭ／モーズレイ：もちろんです。《ストライクダウン》という魔導剣使いハイランダーのスキルを使用。１ラウンドに１回だけですが、魔導剣アブストラクターが透とう明めいなシールドのようなものを展開して、ＨＰダメージを10点減へらします。「それが全力ですか？　そのような攻撃では私を倒すことはできません」

ヴァリアス：ダメか。でも、１ラウンドに１回ならまだなんとかなる！

ＧＭ：モーズレイが受けたＨＰダメージは29点！　では、次のラウンド！




　モーズレイの手の内が次し第だいに明かされていくも、カミュラたちにセットアッププロセスの《二回行動》を止める術すべはない。

「この剣けんの力はまだまだこんなものではありませんよ」

　そう嘯うそぶくモーズレイの言葉は、おそらく伊だ達てではない……。




ＧＭ：では、２ラウンド目のセットアッププロセス。もちろん《二回行動》を使用。今回のマイナーアクションは《プレッシャー》（＊）と《マジックブレイド》。《マジックブレイド》も魔導剣使いハイランダーのスキルでダメージを属ぞく性せいのない魔法ダメージに変へん更こうするスキルです。

ファム：わぁーっ！

カッツ：次々といろいろな技わざを繰くり出しやがって……。

ＧＭ：メジャーアクションは《ゴーストアタック》。目標はカミュラ。「先にカミュラさんに倒れていただきましょう。《プロテクション》や《レイズ》は面めん倒どうですからね」

カッツ：って、それじゃこっちに攻撃がくるってことじゃん（笑）。

ＧＭ：行きますよ。命中は……（コロコロ）21です。

カッツ：６ゾロ出してください（笑）。

カミュラ：無理です（笑）。いきます。６と３で回かい避ひ失敗です。

カッツ：《カバーリング》！　でも、魔法防御力は低いんだよ。




　カミュラの《プロテクション》もあり、カッツへのダメージは11点。

　しかし、この攻撃によって、カッツはバッドステータスの重じゆう圧あつを受けてしまう。重圧のままでは《カバーリング》を使用することはできない。そして、最初に行動するのは【行動値ち】のもっとも高いモーズレイ……。




カッツ：いかん。この状じよう態たいでカミュラを攻撃されたら、私かヴァリアスがカミュラをかばうことになるじゃないか。

ヴァリアス：それって、こっちの攻撃が一回減へるってことじゃ……。

カッツ：まずいっ！　《ヘイスト》をこっちに！　えっーと、４以上で。

カミュラ：フェイト使った方がいい？

カッツ：いいっていうか、使って欲ほしい。じゃないと、大変なことになる。

カミュラ：分かりました。判はん定ていは……（コロコロ）成功。フェイトを１点使って……（コロコロ）。

カッツ：よし、８！　これで先に行動できる。マイナーで重圧を解かい除じよして、メジャーで《ペネトレイトブロウ》！　命中は……おりゃ！（コロコロ）クリティカル！

ファム：おぉっ！

カミュラ：やったっ！

カッツ：そんな《プレッシャー》が効きくかぁっ！（一同笑）




　しかし、奇き跡せきは再ふたたび起こる。




ＧＭ：一いち応おう回かい避ひしておきます……（コロコロ）あら？

ヴァリアス：うおっ！

カッツ：何ぃ!?

ＧＭ：６がふたつ出ているので、クリティカルで回避です。

カッツ：バカなっ！

カミュラ：うそっー！

ファム：えぇ───っ!!　なんでこんなタイミングで出るんですかっ！

ＧＭ／モーズレイ：奇跡はあるんですよ（笑）。「今のはいい攻こう撃げきでした。しかし、まだまだ詰つめが甘あまいですよ、カッツ君」まるで師しが弟で子しを諭さとすように言うモーズレイ。「さて、それではこれで終わりにしましょう」マイナーで《プレッシャー》＋《ゲイルスラッシュ》！

ヴァリアス：重圧の範はん囲い攻撃……。

ＧＭ：もちろんメジャーは《ゴーストアタック》。命中は……（コロコロ）あら？　ちょっと低いかも。15です。

カッツ：なんとしても、自分の分だけでも回避しないとダメだ。フェイトを１点使用して５＋３Ｄ！　３Ｄ振ふって10以上……（コロコロ）おっ、クリティカルで回避！

ファム：さすがです、カッツさん！

カッツ：カミュラとヴァリアスは？

カミュラ：もちろん失敗です（笑）。

ヴァリアス：こっちも失敗。

カッツ：ならば、そこは《カバーリング》するしかない。カミュラを《カバーリング》！




　三み度たび、剣撃という名の嵐あらしがカミュラたちを襲おそう。

　モーズレイの叩たたき出したダメージは47点。

　カミュラはカッツに《プロテクション》を使い、カッツの残りの【ＨＰ】は27点に、ヴァリアスの【ＨＰ】は６点となる。

　唯ゆい一いつエンゲージを離はなれているファムが、《マジックフォージ》、そしてフェイトも３点使用して《エアリアルスラッシュ》を使用するが、またしても《ストライクダウン》でダメージを軽けい減げんされてしまう。




ＧＭ：「さすがに《ウィンドセイバー》の称しよう号ごうは伊だ達てじゃありませんね。魔導剣アブストラクターで防ふせぎながらもこの威い力りよくとは……」モーズレイが受けたＨＰダメージは34点。

ファム：これでもまだ倒たおれないんですかっ！

ＧＭ：「いえいえ、さすがに今のはこたえましたよ。まさかここまでの力を持っているとは予想外でした」さて、次はカミュラとヴァリアスです。どうしますか？

カミュラ：どうします？　ヴァリアスさんかカッツさんを《ヒール》します？

カッツ：いや、ここで《ヒール》しても、次の攻撃で二発分のダメージを受けるともう耐たえきれない。フェイトも１点しかないから、回かい避ひできるかは五分五分だな。

カミュラ：それなら離り脱だつしましょうか？

カッツ：なるほど。その手があったか。行動が一回ムダになるけど、攻撃がひとりにしかいかなくなるからな。たとえひとり倒れても、残り三人でなんとかすれば……。

カミュラ：分かりました。離脱しましょう。

ヴァリアス：それならオレも離脱する。まだ《ブルズアイ》も残っているから、ライトクロスボウに持ち替かえれば、勝機を得られるかもしれない。

ファム：はいっ！　諦あきらめたら終わりです！　がんばって勝ちましょう！

ヴァリアス：おうっ！




　そして３ラウンド。

　四人はこれが最後のラウンドになるだろうことを確かく信しんしていた。《蘇そ生せい》もなく、ヴァリアスは毒によって残りの【ＨＰ】が３点。このラウンド終しゆう了りよう時で、戦せん闘とう不ふ能のうになることは確かく定ていしている。ファムやカミュラの【ＨＰ】では、たとえ無む傷きずでも下手すれば一いち撃げきで沈しずむこともあるだろう。また、散開した以上、カッツの《カバーリング》は使えない。

　全員がそれぞれできることを全力でやらなければ、この戦いに勝利はないのだ。
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ＧＭ：それでは第３ラウンドです。散開した以上、こちらの戦せん術じゆつはひとつ。カミュラに対して攻撃します。セットアップに《二回攻撃》。マイナーで《プレッシャー》、メジャーで《ソニックブーム》を使用します。

カッツ：やっぱり《ソニックブーム》も持っていたか……。サムライのスキルを使用していたからな。おそらく持っているだろうとは思っていたが。

ヴァリアス：でも、マイナーアクションのスキルがひとつになったということは、《ハイスピード》の使用回数分を全部使い切ったってことじゃないか？

カッツ：そうだな。ならば勝機はまだある！

ファム：がんばって避よけてくださいっ！




　しかしその希望はあえなく潰される。




ＧＭ：（コロコロ）クリティカル！

ヴァリアス：げーっ！

カッツ：ここでまたクリティカル出すかっ！　というか出で過すぎだろ、どう考えても。

ＧＭ：いや、そんなことを言われても困こまります。

カッツ：残りのフェイトを全部使ってクリティカルに懸かけるか……。

カミュラ：いえ、《プロテクション》に使います。ここで回避に失敗すると絶ぜつ対たいに戦闘不能になりますし、それよりは【ＨＰ】を１点でも残した方がいいです。

カッツ：分かった。ここはカミュラに任まかせる！

ファム：カミュラさん……。

カミュラ：（コロコロ）回避は失敗です。




　モーズレイは魔導剣アブストラクターを回転させるように大きく振ふりかぶり、地面に叩たたき付けるように振りおろす。その剣けん圧あつによって生み出された衝しよう撃げき波はがカミュラの方へと真っ直すぐに突つき進む。

　ダメージロールの結果は51。そしてカミュラの【ＨＰ】は30。




カミュラ：《プロテクション》。そして、フェイトを２点使用します。これで６Ｄになりますから……えいっ！（コロコロ）




　毅き然ぜんとして右手を前に突き出し、自分に《プロテクション》を展てん開かいするカミュラ。

　しかし、完全に衝撃波の威力を相そう殺さいすることはできない。プリフェクトのみが着ることを許ゆるされる白いローブが、カミュラの血で赤く染そまっていく。

　一瞬、カミュラの身体が揺ゆらぐが、それでも彼女は倒れなかった。




カミュラ：10、16の20です。物理防ぼう御ぎよ力りよくが11ですから31点防ふせぎます。

ファム：ということは？

カミュラ：残りの【ＨＰ】は10です。

ヴァリアス：た、耐えたっ！

カミュラ：（決意を秘めるような声で）わたしが先に倒れるわけにはいきません。わたしが倒れたら、誰だれが他の人を守るんですか。

ＧＭ：しかし、《プレッシャー》の効果でカミュラは重圧を受けるので、《ヘイスト》は使えなくなります。したがってモーズレイが最初の行動になるんですが、誰を攻撃するか……。

カッツ：まっ、カミュラかヴァリアスの二択たくだろうね。

ＧＭ：カミュラは防御、回かい復ふく役。ヴァリアスにはまだ《ブルズアイ》が残っている。だけどヴァリアスはこのラウンドの最後に倒れる……か。

カッツ：でも、ここでヴァリアスを倒さないと《ブルズアイ》のダメージが来る。

ファム：悩なやんでますねぇ（笑）。

ＧＭ：よし、決めましたっ！




「それなら、弱っている人から先に確かく実じつに片かた付づけていきましょう。カミュラ君、あなたはそこで仲間が順番に倒れていく様を見ていてください」

　モーズレイは剣先をヴァリアスへと向けた。




ＧＭ：《インベナム》《ソニックブーム》で攻撃。命中は……20。

ヴァリアス：!!　それはフェイトを使わないと避けられない。

カッツ：残りのフェイトは？

ヴァリアス：２点。フェイト使っても４＋４Ｄで20ですよ？　とはいってもここで避けないと先はないのか。このラウンドが終わると戦闘不能だしな。

カッツ：クリティカルで避けろ（笑）。

ヴァリアス：無む茶ちや言わないでくださいよ。




　しかし、《プロテクション》の支し援えんもない状じよう態たいでは、避ける以外に選せん択たく肢しはない。

　ヴァリアスは最後のフェイトを２点使って、回かい避ひ判はん定ていを試みるが……。




ヴァリアス：いくぜっ！（コロコロ）うぎゃーっ！　な、なんだ、このダイス目はっ!?

ファム：えっと、１＋１＋２＋２で６、ですね……。

ヴァリアス：ファム、後は任まかせた。ガク……（ポーンを倒たおす）。
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ＧＭ：「まずはひとりめです。どうですか？　己おのれの無力さを味わった感想は」穏おだやかな口調でカミュラに問い掛かけるモーズレイ。

カミュラ：……。

ＧＭ／モーズレイ：「あの時と同じように、目の前で大切な人が倒れるのを見ていることしかできないのですよ、あなたは！」モーズレイはあざ笑うかのようにカミュラに向かって言い放ちます。

カミュラ：えっ！　なんだか、わたしのこと知ってるみたいっ！

ＧＭ／モーズレイ：カミュラ君……。




「いや、カミュラ・シェフィールド。

　あなたは、あなたを助けるためにみずからを犠ぎ牲せいにしたオスカー・アウデンリートのおかげで今ここにいるのですよ」




　淡たん々たんとした口調でカミュラに語りかけるモーズレイ。




「囚とらわれたあなたを助けるためにアウデンリートは、ラルヴァと契けい約やくしました。

　そして姿隠しの技を手に入れたアウデンリートは、あなたを救いだすことができた。

　しかし、その代償として彼は肉体を奪われ、その魂を剣へと封じ込められた」




カッツ：剣？　鎧じゃないのか？

ＧＭ：鎧なんて一言も言ってませんよ。ハンドアウトにも書いてありません（笑）。

カッツ：なんてことだ……。

カミュラ：それで剣の色が黒かったんですね。

ＧＭ：はい。だから、渡した情報では必ず武具という言葉を使っていたんです。武具だと武器にも鎧にも取れる言い方ですから。

ファム：なるほどぉ。

ＧＭ：一応、剣の色が違うという情報は出しておいたんですが、誰も調べなかったですから（笑）。ちなみにシナリオでは、このトリックがばれた場合の分岐も用意してありました。

ヴァリアス：もしかして、鎧にダメージが与えられなかったのって……。

ＧＭ：剣を目標にしていませんでしたから。ちょっとずるい方法ですが（笑）。

カミュラ：アウデンリートの魂が封じ込められていたのは鎧ではなかったのですね。




「そう。そして、あなたは封じ込められたアウデンリートの魂を解放しようとしました。

　だが、その儀式はことごとく失敗。

　当然ですね、彼の魂は鎧の中にはなかったのですから。

　そして悲嘆に暮れたあなたは、すべてを忘れるために神獣の杖に自分の記憶を封じ込めて、捨てたのです。

　アウデンリートを助ける努力をしようとせず、

　みずから命を捨てることもできず、

　ただ、逃げた……」




　一方的にモーズレイはカミュラを責せめる。




「そして今、またあなたの前で命が尽つきようとしています。

　しかし、あなたには何もできない……あの時と同じように。

　そう、五〇〇年前と同じです。

　たとえ〝大賢けん人じん〟などともてはやされていても、あなたは無力な人間なのですよ」




カミュラ：……よく、そこまで考えましたね。

ＧＭ：はい。結けつ構こう苦労しましたよ。ちなみに年表も作りました。どうぞ。

カミュラ：え？　見せてください。すごい、いっぱい書いてある（笑）。

ファム：ほんとだーっ！

ＧＭ：喜んでいただいて光栄です（笑）。

ヴァリアス：いや、喜んでいるというよりも、呆れているんじゃ……。

カッツ：ここまでやるか、普通……って自分もよくやるけど（笑）。

カミュラ：でも、そこまでしていただいたなら、言い返すしかないでしょう。（悩なやんでいるような声で）確たしかにわたしは逃にげてきました。過か去この思い出から、〝大賢人〟という称しよう号ごうから、そして自分自身から……。

ファム：おおぉ～。

カミュラ：だからこそ、もう逃げません。もう失うのはたくさんです。きっと杖を取り戻もどしたら、嫌いやなこと、悲しいこと、苦しいこと、いろんなことを思い出すでしょう。でも、きっと今のわたしならそれを受け入れることができると思うのです。

ヴァリアス：すげーっ！

ＧＭ／モーズレイ：そうですか……。ならば、ここで再ふたたび絶ぜつ望ぼうへとあなたを導みちびきましょう。

ファム：そうはいきませんっ！　カミュラさんはあたしにとって、とても大切な先せん輩ぱいです。ちょっぴりいじわるされることもあるけれど……。

カッツ：ちょっぴり？（笑）

ファム：はい、ちょっぴりです（笑）。それでもあたしの大事な人なんですっ！　マジックフェザーのギルドマスターとして、学園の後輩として、カミュラさんを助けますっ！

カッツ：そうだな。カミュラが戦うと決めたなら、私は彼女を助けるだけだ。そして、次は私の番だ。私がこの攻こう撃げきを当てればいけるはず。外すと……。

ファム：外すと？

カッツ：超ちようドラマチック（一同笑）。いくぞっ！　ヴァリアスの死をムダにはしない！

ヴァリアス：いや、死んでませんから（笑）。

カッツ：《ヴァイタルフォース》《ペネトレイトブロウ》……（コロコロ）命中は14！

ＧＭ：ひとつでも回かい避ひできれば……（コロコロ）ダメだ、失敗。




　カッツの蹴撃、そしてアイアンクローのコンビネーション攻撃がモーズレイへと襲おそいかかる。ダメージロールの結果は29点。

　モーズレイは《ストライクダウン》を使用するが、すべてのダメージを吸きゆう収しゆうすることはできなかった。

　この時、モーズレイの【ＨＰ】の残りはわずかに６点。

　そして……。




ファム：今度はあたしがヴァリアスさんを守る番ですっ！　《エアリアルスラッシュ》！　命中は……（コロコロ）20です!!

ＧＭ：カッツの攻撃で怯ひるんだところに、ファムの放つ真空の刃やいばが襲いかかる。これさえ回避すればっ！　とはいっても３Ｄで17を出すのは……（コロコロ）６、５、５！

カッツ：ということは……。

ＧＭ：合計で16だから、こちらの回避判はん定ていは19。１、届かない……。

ファム：やったーっ！

ＧＭ：しかし、こちらの魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよくは７なので……。

ファム：フェイトを全部使います！　３点残っているので、ダメージは11Ｄですっ!!




　モーズレイには決意を秘ひめたファムの放った魔法を防ふせぐ手しゆ段だんはもはやなかった。

　みずからの身体からだを切り裂さいていく魔力を感じながら、彼は満足そうな笑えみを浮うかべている自分に気がついた。

「どうやら教きよう師し生活が長すぎたようですね。彼らの成長を嬉うれしく思うなんて……」

　モーズレイはゆっくりとまぶたを閉とじ、自分の最さい期ごを待ち続けた……。





（＊）《ゲイルスラッシュ》　エクスプローラーのスキル。武器攻撃の対象を「範囲（選択）」に変更する。

（＊）《デスゲイル》　エクスプローラーのスキル。武器攻撃のダメージを＋【行動値】する。

（＊）《プレッシャー》　サムライのスキル。バッドステータスの重圧を与える。
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エンディングフェイズ









◆エンディング　01◆すべての終わり、そして始まり




「以上が今回の事じ件けんにおける報ほう告こくです」

　エルヴィラ・アルディリケ学長へ〝神しん獣じゆうの杖つえ〟盗とう難なん事件の報告書を渡わたすカミュラ。

　これで幽ゆう霊れい騎き士しから始まった一連の出来事はすべて解かい決けつしたことになる。




ＧＭ：それではエンディングフェイズにしましょう。まず最初のシーンですが、カミュラ、ファム、カッツがエルヴィラ学長に報告しているところです。

ヴァリアス：あれ？　オレは？

ＧＭ：戦せん闘とう不ふ能のうになったヴァリアスはただいま安静中。

ファム：あとでお見み舞まいに行ってあげますから（笑）。

ＧＭ：それは次のシーンに取っておきましょう。

カミュラ：ところで、わたしは記き憶おくを取り戻しているということでいいですか？

ＧＭ：それはお任まかせします。神獣の杖を手放さないならば、記憶は戻もどっています。

カミュラ：うーん。じゃあ、記憶は取り戻したということにしましょう。あとでアウデンリートのシーンもあるんですよね。

ＧＭ：記憶を取り戻すことを選せん択たくしたのなら、そうなりますね。では、そういうことでエンディングも進めますか。そうすると、報告書を手渡した後、退たい室しつしようとしたところで学長に呼よび止められます。

カミュラ：なんでしょうか？

ＧＭ／エルヴィラ：これからどうしますか？




　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、カミュラは自信を持って答えた。




カミュラ：わたしはオルランド寮りようのプリフェクトです。今までも、そしてこれからも。たとえ過か去こを取り戻したからといっても、今の自分がなくなるわけじゃありませんから。

ファム：カミュラさん！

カミュラ：ファムさん、カッツさん、ではわたしたちの寮に戻りましょう。

ファム＆カッツ：はいっ！







◆エンディング　02◆ファムのお見み舞まい




　その日の夜。

　あたしはオルランド寮のヴァリアスの部屋へと向かった。

　カッツさんは留る守すだった。

　ヴァリアスさんの話によれば、カッツさんは何やら調べ物があるとかで図書館へと行ったきり帰ってこないらしい。

　相変わらず忙いそがしい人だなぁ。




ＧＭ：ではファムとヴァリアスのエンディングです。さっきの提てい案あんにより、ファムがヴァリアスのお見舞いをしているシーンということで（笑）。

ファム：大だい丈じよう夫ぶですか？

ヴァリアス：ああ、もう大丈夫だ。もともとたいした怪け我がじゃなかったしな。でも、今回は迷めい惑わくかけたな。次はちゃんとオレが……いやなんでもない（一同笑）。

カッツ：守る、と言えないわけだな。

ヴァリアス：そうそう、そんな感じ（笑）。

カミュラ：倒たおれてしまいましたからねぇ。

カッツ：結局、ファムが倒したからな。

ファム：がんばりましたっ！

ヴァリアス：オレはいいところなしかよ。ちょっといじけます（笑）。

ファム：そんなことないですよ。ヴァリアスさんだってがんばったじゃないですか！

ヴァリアス：なにを？

ファム：え？　えーっと……いろいろ（一同笑）。

カミュラ：そこでちゃんと言わなきゃ！

ファム：あっ！　そ、そうですね。じゃあ、それにあたしは最初から信じていました。ヴァリアスさんが犯はん人にんじゃないって。それに、ダメだと思っても次にがんばればいいんです。そう、教えてくれたのはヴァリアスさんじゃないですかっ！

ヴァリアス：そうだっけ？

ファム：そうですよ。

ヴァリアス：そうだな。うん、そうだな。ファム……。

ファム：はい？

ヴァリアス：ありがとなっ！

ファム：はいっ！







◆エンディング　03◆いつか見た夢ゆめ




ＧＭ：次はカミュラのエンディングです。何かやりたいことはありますか？

カミュラ：そうですね。……アウデンリートの魂たましいって、剣けんに封ふうじ込こめられていることが分かったから、儀ぎ式しきはできるんですよね？

ＧＭ：可能ですよ。解かい放ほうの儀式を行ないます？

カミュラ：もちろんです。




　カミュラは宝物庫に飾られているアウデンリートの鎧へとゆっくりと近づいた。

　そして、目の前に彼がいるかのように語りかける。




「五〇〇年も待たせちゃったね。でも、ようやく剣そこから解放してあげることができるわ」




ＧＭ：では、今回は儀式は成功します。今まで失敗していたのは、鎧に魂が封じ込められていなかったからですから。

カミュラ：これでようやく自由になったんですね。

ＧＭ：そうですね。これでアウデンリートの武ぶ具ぐはただの魔ま法ほうの武具へと戻ります。

カミュラ：じゃあ、こうしましょう。その夜に夢を見るんですよ。

ＧＭ：夢ですか？

カミュラ：アウデンリートと昔の自分が一いつ緒しよにいる夢です。そして、アウデンリートが別れを告げるんです。

ＧＭ：ありがとう。君のおかげで自由になることができた……みたいな感じ？

カミュラ：そうです。

ＧＭ：それで、彼の魂はどうなったんでしょう？　一いち応おう、いくつかのパターンがあります。

カミュラ：どんなのがあります。

ＧＭ：えーっと、幽ゆう界かいへと行って転生を待つ、即そく座ざにエリンディルのどこかで転生したとかありますね。他ほかにも何か希望があれば考こう慮りよしますが……。

カミュラ：じゃあ、こんなのはどうでしょう……。




　アウデンリートはカミュラをじっと見つめる。

「ありがとう。君のおかげで自由になることができた」

「これからあなたはどうするの？」

「これからは……」




　目が覚めた時、そこはいつものオルランド寮りようのベッドの上。

　自分の記き憶おくは戻もどっても、もうアウデンリートと会うことはできない。




　それは仕方のないこと。そして、自分が望んだこと。

　カミュラがそう思った時、どこからかアウデンリートの声が聞こえたような気がした。




「これからはいつも一いつ緒しよだよ」




　辺りを見渡すカミュラ。

　何も変わることのない、いつもと同じ風景。

　ただ、たったひとつだけ違ちがう物があった。




　いつもカミュラと共にいるファミリアの白い蛇へび。

　その白蛇の背に輝かがやく金色の鱗うろこ。

　それはまるで黄金の剣けんのように見えた……。
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◆エンディング　04◆暗躍する闇




　暗闇の中。

　誰もいなくなった図書館で、ひとりの男が一冊の書物を一心不乱に読んでいる。

　一字一句間違えないように指で追いながら……。




ＧＭ：最後はカッツのエンディングですが……。

カッツ：そうだな。スカディについて調べているというのはどうだろう？

ＧＭ：了解です。では場所は図書館。ようやくそれらしい記述を見つけたということで。

カッツ：どんなことが書いてあるんだ？

ＧＭ：ちょうどその時、カッツの後ろから声が聞こえてきます。「スカディ。〝不滅の諸公〟とも呼ばれるエルダたちの生き残り。影の国と呼ばれる場所で、陰ながらエリンディルを支配し続けてきた存在」

カッツ：誰だ？　すぐに振り向く。もしかして、あいつか？

ＧＭ：当たりです。

カッツ：せっかく助かった命だ。わざわざムダにすることはあるまい。なぜ、戻ってきた？　モーズレイ。




　先の戦闘でカミュラは、モーズレイに止めをさすことを拒んだ。

　すでに勝敗は決したし、神獣の杖は取り戻した。

　ならば、犯人は学長に引き渡すべきである。

　カミュラはそう言って、モーズレイを捕らえ、命を奪おうとはしなかった。




ＧＭ／モーズレイ：カミュラ君に救ってもらったようなものですしね。どうやらアウデンリートの魂の解放にも成功したみたいですし、わざわざ彼の剣を持ってきた意味もあったというものです。

カッツ：なぜ、お前がそんなことまで……。

ＧＭ／モーズレイ：モーズレイは笑みを浮かべて答えます。「破魔の儀式をラルヴァにさせるつもりだった……ということにしておきましょう」

カッツ：しておきましょう？　もしかして、モーズレイは最初からカミュラを救うつもりだったんじゃ……。

ＧＭ／モーズレイ：その問いに対しては答えようとしません。「それに、あなたたちに負けた私はすでに用済みです。このまま逃げてもいつか刺客に狙われるでしょう。それならば、ここにいた方が安全ですから。あぁ、ご心配なく、学長には許可をもらっていますから」

カッツ：なるほどな。

ＧＭ／モーズレイ：ここまで強固な結界で囲まれた場所はエリンディルでは珍しいんですよ。ファムさんを狙った時も、わざわざリースを学生として潜入させたわけですからね。

カッツ：あれもスカディが背後にいたのかよっ！

ＧＭ／モーズレイ：まぁ、そういうことです。エリンディルにおけるスカディの影響力は、あなたが考えているほど小さくはないんです。もっとも、表立って行動することはあまりありませんがね。

カッツ：なるほどな。で、何か用か？

ＧＭ／モーズレイ：ずいぶんとつれないですね。カッツ君に忠告をするためにわざわざやってきたというのに。

カッツ：忠告？

ＧＭ／モーズレイ：このままだと……。

カッツ：このままだと？

ＧＭ／モーズレイ：あなた、進級できませんよ？

カッツ：……はぁ？　って、わざわざそんなことを言いに来たのかよっ！（一同笑）

ＧＭ／モーズレイ：もちろん冗談ですよ。

カッツ：おいっ！

ＧＭ：いや、せっかく卒業したいというシナリオの希望を出してもらいましたから。

カッツ：こんなところで拾わなくてもいいんだよっ！（一同笑）

ＧＭ／モーズレイ：まぁ、冗談はさておいて……。




　モーズレイの顔から笑みが消える。




カッツ：ん？

ＧＭ／モーズレイ：スカディはもう次の手を打ってありますよ。

カッツ：なんだって？

ＧＭ／モーズレイ：次にスカディに狙われるのはあなたなんですよ、カッツ君。




　モーズレイの言葉を、カッツは一瞬理解することができなかった。

　そして、それはすぐに現実のものとなって、カッツを襲うことになる……。








永えい遠えんという名の夢ゆめⅠ　～エピローグ～






　夢を見ていた。

　どこまでも晴れ渡る青い空。

　さらさらと風に揺ゆれる草原。

　これはいつか見た風景……。




　わたしの隣となりにはひとりの騎き士しが立っている。

　そのふたつ名にふさわしく、春の優やさしい日差しに照らされて、流れるような髪かみも、全身を覆おおう鎧よろいも、人の背せ丈たけほどの両りよう手て剣けんも、すべて黄金に輝かがやいていた。




　懐なつかしい笑え顔がおで彼はわたしをじっと見つめる。




「ありがとう。君のおかげで自由になることができた」

「これからあなたはどうするの？」




　不安になってわたしは彼に尋たずねる。




「私は騎き士しだ。

　騎士は敬けい愛あいする人物に剣を捧ささげ、忠ちゆうを尽つくすものだ」




「私が剣を捧げる相手はこの世にふたりだけ。

　我わが王、

　そして……君だけだ。

　カミュラ・シェフィールドの命続く限かぎり、私も共に側そばにいよう」




　せっかく自由になったのに、またその自由を捨すてるなんて……。

　でも、そんな彼の誓ちかいの言葉は頼たのもしく、そして優しかった。

　わたしはたくさんの感かん謝しやと想おもいをひとつの言葉に託たくす。

「……ありがとう」





アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

想望のメモリアル　Fin
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ミステリータッチ・シナリオの作り方






注意！

　この記事にはリプレイ本編の謎に関わる内容、いわゆるネタバレが含まれています。また、例として有名なミステリーでの実例やリプレイの内容を用いて解説をしている部分もあります。あなたがもしまだ本編を読んでいないなら、そちらを先に読んでいただくようにお願いします。

　また有名ミステリーを用いた例示の部分を読みたくない人は、この記事を読まないことをお薦めします。




　というわけで、ここを読んでいるということは既にリプレイ本編は読み終えていると思います。ですから、本文中で菊池が「ミステリータッチのシナリオは難しい」と言っているのはご存じでしょう。まったくその通りで、ミステリー風、もしくは推理もの風のシナリオをＴＲＰＧでプレイするのはいろいろな意味でハードルがあります。しかし、その一方でＧＭなら大抵は心ひかれ、一度は試してみるような魅力があるのも事実です。

　そこで、この本のリプレイを例にあげながら、ミステリー風のシナリオの作り方を解説していきます。また、この記事は『アリアンロッド』以外のＴＲＰＧにも応用が利く内容になっていますので、個々のゲームごとに調整しながら、シナリオを作成していただければと思います。




ミステリータッチ・シナリオとは？

　まず「ミステリーっぽい」「ミステリー的な」という意味を込めたシナリオのことを「ミステリータッチ・シナリオ」と定義したいと思います。では、ミステリータッチ・シナリオとは、どのようなシナリオのことをいうのでしょうか？

　大抵の人に納得してもらえるミステリーの要件のひとつは、〝謎〟が存在することです。

　しかし、謎があればミステリータッチかというとそうとは限りません。とある街に旅人がやってこなくなったという謎を調べに行ったら、街道の吊り橋が落ちていた──これだけではミステリータッチとは思えないのではないでしょうか。ところが、誰かが何らかの理由で橋を落とした、となった途端にミステリーっぽくなってきませんか？　つまり、なんらかの意図を持って行動する何者か──つまり〝犯人〟がいるとミステリーっぽくなるのです。

　そして、ミステリータッチ・シナリオがＴＲＰＧでプレイするものである以上、もうひとつの構成要素として、ＰＣたちの行動によって結果が変化することを入れておく必要があるでしょう。

　とりあえず筆者としては、ここであげた〝謎〟〝犯人〟〝結果の変化〟という三つがミステリータッチ・シナリオの最小限の構成要素であり、それがミステリータッチ・シナリオの定義である、ということにしたいと思います。




ミステリータッチ・シナリオは難しい？

　それではまず最初にミステリータッチ・シナリオは果たして本当に難しいのか、ということについて考えてみましょう。

　ミステリータッチシナリオをプレイする上で、最初の、そして最大の障害はなんだと思いますか？　筆者の考えでは、プレイヤーが「ミステリータッチ・シナリオなんてプレイしたくない」と思っているケースだと思います。その最大の理由は、ミステリータッチ・シナリオで遊ぼうと思っているゲームの主たる目的──モンスターハントであるとか、日常を守るなど──でイメージされるプレイ内容と食い違ったり、あるいは相反したりしていることで、何か違うというイメージをプレイヤーに与えてしまうためです。

　このことは同時に、ミステリータッチ・シナリオをプレイする場合、多くのゲームではシナリオレベルでのギミック（仕掛け）が必要であるということも意味します。

　たとえばモンスターハントのゲームであれば、ダンジョンに怪物を配置して、その怪物を狩る動機をＰＣに与えればとりあえずシナリオの形になります。それは、必要なギミックがゲームの側であらかじめ提供されているからです。ところが、ミステリータッチ・シナリオでは、プレイに必要なギミックをＧＭが用意する必要があります。しかし、そのギミックをＧＭやプレイヤーが上手に扱えるとは限りません。そしてそれが面白いとも限りません。

　菊池がミステリータッチ・シナリオを警戒した理由もここにあるのです。
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だからこそ挑戦しがいがある！

　それではミステリータッチ・シナリオをプレイするのは止めた方がいいのでしょうか？　もちろんそんなことはありません。強大な怪物を倒したり、ヒロインを救い出すのと同じように、シナリオに隠されている謎を解くことは楽しいことです。そして、シナリオを作るためにかけた手間が大きければ大きいほど、プレイヤーから「今日のシナリオは面白かった」という一言を聞けた時の喜びも大きくなります。

　まずＧＭは、ＰＣ（プレイヤー）が謎を解くことを、あるいは解いている様子を楽しいと思うように意識を変えましょう。ＰＣが絶対に解けない謎を出すということは、絶対に倒せない怪物と戦わせたり、絶対に解除できないトラップをシナリオに登場させるのと同じことです（なんらかの回避手段があるなら話は別ですが）。ＧＭとプレイヤーは敵対しているわけではありません。プレイヤーは謎を解くことを楽しみ、ＧＭはプレイヤーが謎を解いている様子を楽しむ。これがミステリータッチ・シナリオの楽しみ方です。

　プレイヤー全員がミステリータッチ・シナリオを面白いと感じ、最後まで楽しもうという気になっているのであれば、ミステリータッチ・シナリオをやらない理由はありません。もちろん、そのメンバーの中にはＧＭも含みます。

　全員で協力してシナリオを成立させる意思を持つ。

　それさえ守れば、ミステリータッチ・シナリオはとても面白いものになるのです。




ミステリータッチ・シナリオで必要なものは？

　まず、一番重要なのは「どうすればミステリータッチなシナリオになるのか」ということです。これを決めないと、作ったシナリオがミステリータッチであるかどうかの評価ができませんし、そもそも解説を進められません。

　とはいえ、文学のミステリーでもミステリーの要件については諸説あるわけで、ここで厳密な定義をしてもしかたありません。では何を基準に考えるかというと、なるべく多くのプレイヤーが「これならミステリーだ」と思ってくれるかどうかが一番重要になります。

　プレイヤー自身がミステリータッチ・シナリオをプレイしたと満足してくれないのであれば、それはＴＲＰＧでプレイするシナリオとしては意味がありませんから。

　では、プレイヤーはどうすると「ミステリーだ」と感じてくれるでしょうか？

　実はここには明確な答えはありません。感覚というものは主観的なものですし、大勢の人にアンケートを取って、正確な統計を取るのも難しいでしょう。

　ですから、ここであげる要件について間違っていると思う人や、こうした方がいいという方法を思いついた人は、自分自身でその方法を実践してみてください。

　とりあえずは、筆者がこの本のリプレイで実践した方法を元に話を進めましょう。

　それが、一番最初に述べた〝謎〟〝犯人〟〝結果の変化〟です。
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結果の変化──変わる結末

　まずはじめに前項と順番を変えて、結果の変化についての話から解説したいと思います。

　なぜなら、その部分を前提にしないと謎や犯人を設定するのが難しいからです。

　さて、小説などのミステリーでは基本的に探偵は犯行を解き明かし、犯人を見つけます。ところが、ＴＲＰＧの場合この部分が保証されていません。

　ＰＣが謎を解けないのはまだしも、謎を解いた上で犯人に味方して事件を隠蔽してしまうかもしれないのです（それはそれで結末のひとつですが）。かといってＰＣが何もしなくても解決してしまうシナリオは興醒めです。ＰＣがただの観客では、ミステリータッチにする意味はありません。

　これらのことは、ミステリータッチ・シナリオの場合、ＰＣが何もできないうちに終わってしまったり、逆にＰＣが正解を引き当てないと終わらない危険を持つということに繫がります。

　そこで、どのようにこれらの危険を回避するか、その方法について解説しましょう。

　まず、シナリオは終わらなければなりません。これが最低限の条件です。もし仮にＰＣたちが事件を解決しようという意思を放棄した場合でも、その他どのような理由であっても事件が解決されないまま終わる。そういう結末を用意する必要があります。




シナリオの結末

　ミステリータッチ・シナリオで想定される最良の結末は、探偵であるＰＣが〝謎〟を解明し〝犯人〟を突き止めることです。しかし、必ずしもそうならないことがあります。

　たとえば筆者の実体験では、シナリオの冒頭で登場したＮＰＣがたまたまＰＣの起こした乱闘沙汰に巻き込まれて死んでしまうということがありました。ところが、そのＮＰＣはシナリオの犯人に当たる立場のキャラクターだったのです。

　この場合、もはや犯人はいませんから捕まえることはできません。犯人が残した証拠を追いかけて〝謎〟を解くという形でセッション続けるということはできなくはないでしょうが、もはやそれは最初に想定しているシナリオとはまったく別の物です。そのまま続けていても、うまくいかないであろうと考えたＧＭは、プレイヤーたちに理由を説明し、シナリオを展開しないままセッションを終了しました。今でも仲間内では語りぐさになっています。

　逆にシナリオの冒頭でＰＣが鮮やかに事件を解決してしまうこともあるでしょう。しかし、すべてのパターンをシナリオで想定することは不可能です。では、どうしたらよいでしょう？




結果を変化させるには？

　もっとも簡単な方法は、シナリオの達成度合いによって結末に段階を付けることです。

　たとえば、プレイヤーが事件解決を放棄してしまった場合の結末。

　次にプレイヤーが頑張ったにもかかわらず謎が解けなかった場合の結末。

　そしてプレイヤーが謎を解き、事件を上手く解決した結末、といった具合です。

　ちなみに、本書のシナリオ『奪われたもの、取り戻したもの』では、次のように設定していました。




①プレイヤーが解決を放棄した、あるいは時間切れとなった場合

　神獣の杖を取り戻すことはできず、犯人も捕まえることができない。

②プレイヤーが能動的に行動し、神獣の杖の在処まで突き止めた場合

　犯人（フィーネ）を突き止め、神獣の杖を取り戻すことはできるが、真犯人であるモーズレイを捕まえることはできない。

③神獣の杖と真犯人の両方を突き止めた場合

　神獣の杖を取り戻し、さらに真犯人のモーズレイも捕まえることができる。




　もちろんＰＣたちの動きによって大きく変化しますが、最初に想定しておく結末は、この程度──３～４通りで十分でしょう。あまり多くしてもＧＭが把握できなくなるだけです。

　なお、このシナリオでは神獣の杖を盗んだ犯人はフィーネ先生であることは分かっていますので、彼女がいなくなるという状況は想定していません。




シナリオを必ず終わらせるには？

　次にＰＣがいかなる行動を取ったとしても、必ずシナリオを終わらせる方法について解説しましょう。

　実は答えはもう既に書いてあります。それは、本書のシナリオの例で書いてある「時間切れとなった場合」です。

　ミステリータッチ・シナリオでは、犯人を見つけることも、謎を解くこともできずにシナリオの進行が滞ってしまうことを完全に防ぐことはできません。なぜなら、それらはすべてＰＣ（プレイヤー）の行動に左右されるものだからです。

　そこで、このような事態に陥ってしまった時でもシナリオを終わらせるために、タイムリミットを設定します。

　たとえば、吹雪などで隔離された山荘での殺人事件であれば、一定の日数が経ち、吹雪が止んで隔離されている状況から解放されてしまえば犯人は逃げ出せるようになってしまうとしてもよいでしょう。また、犯人を除くＮＰＣが全員殺されてしまえば犯人は分かりますから、それをタイムリミットとしてもいいでしょう。

　本書の『黄金騎士と神の娘』では、本当か噓かは別としてカミュラの命は残り六日という状況から始まりますし、『奪われたもの、取り戻したもの』ではプレイヤーに告げてはいませんが、ある一定数のシーンが経過するとモーズレイは神獣の杖を手に入れ、学園から逃げ出してしまうように設定されていました。

　このようにタイムリミットの条件は時間に限りません。もちろん一番分かりやすいのはシーン数や日数といった時間制限ですが、ＮＰＣが全滅したら、犯人が目的を達したら、といった状況などの場合もあります。ゲーム内の時間ではなく、実際の時間で区切るというのも面白いでしょう。

　そして、タイムリミットはシナリオ終了を決定すると同時に、もうひとつの効果があります。それはＰＣ（プレイヤー）に危機感を与えることができるという点です。

　翌日までに犯人を見つけないと逃げてしまう。あと５シーンの間に謎を解かないといけない、などといった状況はプレイヤー（ＰＣ）への適度な刺激となり、セッションを続けるためのモチベーションになります。

　また、タイムリミットと合わせて、ＰＣの調査を制限する方法もあります。たとえば、本書の『奪われたもの、取り戻したもの』では、調査のための判定は１シーンに一回しかできないとしていました。こうすることによって、謎がすぐに解けてしまったためにシナリオがあっという間に終了してしまったことを防ぐと同時に、判定が失敗した時にはタイムリミットへと近づいてしまうという危機感も煽ることができます。

　推理という思考する時間が長くなるミステリータッチ・シナリオでは、このような刺激はとても重要なのです。




犯人──シナリオの中心

　次に〝犯人〟についてです。

　犯人はほとんどの場合、犯罪を起こす動機を持っています。ミステリータッチ・シナリオに登場する犯人ならば、必ず動機を持たせておきましょう。衝動的な殺人犯や愉快犯などでもシナリオは作れはするでしょうが、ＰＣに謎を解かせるためのヒントを出すのが難しくなります。犯人の動機は謎を解くための大きなヒントです。

　お金に困って財宝を盗んだ犯人ならば、お金に困っているという情報がヒントになります。復讐のために殺人を犯した犯人ならば、知り合いが殺されていたり、不憫な目に遭ったりしているはずです。自分の秘密を知られたために口封じを行なったならば、殺された人物がその秘密のヒントをどこかに残しておけばよいでしょう。

　もちろん状況証拠だけでも犯人を突き止めることはできますが、犯人に動機があれば愛憎劇のような人間ドラマや隠された秘密などといったネタをシナリオに仕込むことができ、セッションに深みが出ます。

　たとえば本書の『奪われたもの、取り戻したもの』では、フィーネは妹であるリィーナを人質に取られてしまったために、やむを得ずモーズレイの犯罪を手助けしています。そして、リィーナが行方不明になっているという線から、ＰＣは謎を解くことになるわけです。




犯人の行動はどうすればいい？

　動機がはっきりすれば犯人の行動指針も明確になります。自分に疑いが掛かっているようであれば、証拠を隠滅したり、他の人物が犯人であるように見せかけたりするかもしれません。もちろんこれらをシナリオにあらかじめ組み込んでおくことはできます。

　本書の『奪われたもの、取り戻したもの』でモーズレイが図書館の本を燃やしているシーンがそれです。よく読んでいただければ分かるのですが、宝物庫でカミュラたちが相談している時にモーズレイは登場しています。したがって、ＰＣたちの先回りをして本を燃やすことができたわけです。ＰＣたちはその点に気づきませんでしたが、もし気づいていたら大きなヒントになったでしょう。

　また、温室の前でＰＣたちとモーズレイが出会ったイベントも内容こそ変わりましたが、最初からシナリオに組み込まれていました。もし、ＰＣたちが温室に行かなければ、リィーナの指輪はモーズレイに奪われていたのです。このシーンは最初は図書館の時と同様にマスターシーンの予定でした。しかし、こちらはＰＣたちが温室に行くことは不自然ではありませんでしたから、ＰＣたちの行動を許可し、リプレイのような結果になりました。

　もちろんシナリオに組み込まれていないようなことでも、犯人の動機はＧＭの助けになります。予想もしないような状況になった時、ＧＭはアドリブで対処しなければなりません。しかし、この時に犯人の動機さえ決めておけば、アドリブは難しいものではないはずです。




ＮＰＣは何人くらい登場させればいい？

　ＮＰＣがひとりでは最初から犯人は分かってしまいます。しかし、一〇人も二〇人もＮＰＣがいたらどうでしょうか？　あきらかに犯人とは関係ない人物を除いたとしても、ＮＰＣの人数が多いと調べるのに時間はかかりますし、そもそもプレイヤーがＮＰＣを把握することができないでしょう。ただでさえ探偵役のＰＣが多いのですから、ＮＰＣは最低限の人数に絞っておくべきです。

　筆者の感覚ではＮＰＣは四～六人くらいの人数がもっとも適しています。これよりも多いと、プレイヤーが把握することは難しくなり、セッションに支障が出ることが多いようです。本書を例にすれば、登場している主要な人物はモーズレイ、シャルロッテ、フィーネ、リィーナ、エルヴィラ、アルヴィンの六人となっています。

　また、キャンペーンプレイの場合ならば過去に登場したＮＰＣを利用したり、本書のようにＮＰＣの名前を書いたメモを用意すると、プレイヤーが楽になります。もし、絵心があるならばＮＰＣをイラスト化しておくのもひとつの方法です。

　たとえば、モーズレイ、フィーネ、リィーナは前巻ではちょい役でしか登場していませんでしたが、アルヴィンとエルヴィラは前巻では目立つＮＰＣでしたし、シャルロッテも『黄金騎士と神の娘』に登場させることによってＰＣに強い印象を与えるようにしています。

　ＮＰＣをプレイヤーに印象づけること、これはとても重要なことです。




謎──シナリオ

　シナリオの結末は考え、犯人を決めたら、後は〝謎〟を考えるだけです。とはいってもこの謎を考えるのが一番大変なのです。




謎はどうやって考えればいい？

　しかし、こればかりはこうしなさいという明確な指針を出すことはできません。そこで謎を考えるためのヒントを三つほど列挙しておきましょう。これらを参考にして、謎を考えてみるとよいでしょう。




①既存のミステリー小説などを応用する

　もっとも簡単な方法は、既存のミステリー小説や映画、ドラマなどを応用することです。ただし、それらをそのままシナリオにするのはお勧めしません。大きな理由はふたつです。

　まずひとつめは、元にしたネタをプレイヤーが知っている可能性があるためです。

　最初から答えを知っている謎解きほどつまらないものはありません。そこで、一部分を少しだけ変えてみましょう。たとえば、犯人の性別や年齢を変える。トリックに使っている小道具を変える。舞台となっている場所を変えるなどです。これだけでも大きく印象が変化するはずです。また、これらのトリックはミステリー作家の財産です。そのまま使わずに応用する程度に止めておくようにしましょう。

　もうひとつは、内容が難しすぎるという点です。既存のミステリーは、必ずしも読んだり、見たりしている人が解くことを想定して創られていません。語り手が実は犯人だったというアガサ・クリスティの『アクロイド殺し』などは、そのよい例でしょう。そこで、大幅にシェイプアップしてみましょう。ここまで簡単にしたらすぐに解かれてしまうんじゃないかな、と思うぐらいまで落とし込んでも、意外とプレイヤーは分からないものです。




②世界設定から謎を作る

　次の方法は、ゲームの世界設定を利用することです。汎用ＲＰＧ以外は、ほぼ間違いなく世界設定が付いているでしょう。ここにもシナリオのヒントになるようなことが書かれています。

　多くの場合、ＲＰＧの世界設定には決められていない部分が残されています。本当に決まっていない場合もあるでしょうし、わざと決めていないこともあります。これらを利用するのもひとつの方法です。

　本書に登場する〝不滅の諸公〟スカディを思いついたのは、『無印』リプレイのエイジがエルダの血を引いているという設定からです。エルダの血を引いている人物がいるならエルダは〝風の粛清〟を生き延びていなければおかしい。こうしてスカディという設定が生まれました。

　しかし、このような自分で考えた設定が、別の形で公式のサプリメントやリプレイで登場したり、矛盾してしまうことを怖れている人もいるでしょう。しかし、そんなに怖がる必要はありません。もし、発表されたことが自分たちの『アリアンロッド』と違った場合、それまでの自分が作った設定を活かし、公式の設定を一部だけ採用する、あるいはまったく採用しなければよいのです。セッションを続けていれば、次第に公式設定と矛盾が生まれてしまうことを完全に防ぐことはできません。問題なのはそれらを必要以上に怖れることであり、シナリオを作ることができなくなってしまうことなのです。




③日頃からネタを考える

　最後の手段は、自分で謎を考える方法です。こればかりは持っている知識やひらめきといったものを利用する以外ありません。日頃からシナリオのネタになりそうなことを思いついたらメモを取る、くらいのことしか筆者もアドバイスすることはできません。

　しかし、自分で考えた謎を元にして作ったシナリオがうまくいった時ほど、喜びは大きいものです。みなさんも頭を捻って、がんばって謎を考えてください。

　ネタはいろんなところに転がっているものです。




ミステリータッチシナリオのポイント

　最後にシナリオを作る時に気をつける、あるいはセッション中に気をつけるポイントをいくつか述べておきましょう。




ギミックを用意する

　ミステリータッチのシナリオの場合、どうしても情報が多くなります。そこでプレイヤーが情報を把握しやすくするためのギミックを用意しておくと、セッションがスムーズに進むようになります。

　本書でもエルクレスト・カレッジの地図を用意したり、ＰＣが情報として得た書物の抜粋をハンドアウトという形でプレイヤーに渡しています。「ＮＰＣは何人くらい登場させればいい？」の項目でも述べましたが、ＮＰＣの一覧やイラストを用意するのも情報を整理し、プレイヤーが覚えるのにも役に立ちます。

　そして、なんといってもこれらを見た時のプレイヤーの様子を楽しむことは、ＧＭでしか味わうことができません。驚いたり、感心したり、さまざまな反応をプレイヤーは見せてくれるはずです。

　そしてそれがまた、ＧＭをしようという意欲にも繫がるでしょう。
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プレイヤーとＰＣの違いは？

　ミステリータッチ・シナリオで一番困るのは、事件を解決するのは果たしてＰＣなのか、それともプレイヤーなのかという問題です。結論から言えば、この両者の思考過程に明確な線引きができません。ですからどちらとも言えるわけですが、その場合もどこまでをＰＣの能力で判定させ、どこからをプレイヤーの思考力にゆだねるかという問題は残ります。

『アリアンロッド』を例にしてみましょう。メイジ以外のＰＣは精霊魔術を使用できないし、精霊魔術についてくわしいことは知らないはずです。精霊魔術が謎に関係しているならば、メイジ以外のＰＣが判定できなくても誰も文句を言うことはありません。なぜなら、プレイヤーである私たちの世界に精霊魔術が存在しないからです。

　しかし、医者のプレイヤーが医者以外のＰＣを演じていた時、医学に関係する謎を提示された時はどうなるでしょう。このプレイヤーはその謎を解いてはいけないのでしょうか？　もちろんこれは極端な例ですが、このような事態が発生することはけっして珍しいことではありません。

　この場合の一番シンプルな解決法は、どちらでもよいというやり方です。

　絶対倒せない敵との戦闘がつまらないように、絶対外せないトラップが面白くないように、絶対解けない謎というのはプレイヤーを楽しませることにはなりません。逆に言えばどのような解かれ方をするのでもプレイヤーが満足すればそれでよいわけです。

　この、ＰＣとプレイヤーのどちらが謎を解いてもよいという手法は、『ハートフル』の第一巻第一話（ミドルフェイズ・シーン６）で魔方陣を解く時にも使っています。

　最終的にはＧＭが判断することになるかと思いますが、どのように裁定したら多くのプレイヤーを楽しませることができるかという点を考えて、結論を下すのがよいでしょう。




選択肢を明確にする

　ミステリータッチ・シナリオは、ダンジョンシナリオなどに比べてとても自由度が高くなります。目的は謎を解き、犯人を捜し出せばいいわけですから、プレイヤーはその場の思いつきで移動し、ひらめきで行動することが多くなります。

　そこでＰＣの選択肢をあらかじめ明確にすることで、予想外の行動がなるべく起こらないようにするとよいでしょう。あらかじめ地図に行ける場所、あるいは行って意味のある場所の名称を描き込んでいく、情報として「○○に行けば××を手に入れることができる」などのように示せば、プレイヤーはあまり制限されているとは思わないでしょう。

　ＧＭとしては、プレイヤーに対して「○○に行っても意味はないよ」「無駄だよ」とはなかなか言いにくいものです。しかし、関係ないシーンが増えれば増えるほど、セッションの時間が長くなり、どうしてもだれてきます。それを防ぐ意味でも、行ける場所や会いに行ける人物を明確にすることは重要なのです。




プレイヤーの意志を汲み取ろう

　しかし、時にプレイヤー（ＰＣ）は、ＧＭが想像もしなかった行動を取ることがあります。この時、なるべくプレイヤーの発言を認めるようにしましょう。もちろんその行動が無意味なものであれば特に謎を解くためのヒントを出すことはありませんし、よいアイデアだと思ったら別の場所で出す予定だったヒントを渡せばよいのです。

　ただしシナリオが破綻するような行動は、その旨を告げて断わるべきです。たとえば、本書の第四話の図書館のマスターシーンで、もしプレイヤーが登場する希望を出したら間違いなく断わったでしょう。大きな理由はそこで犯人が分かってしまうことですが、あのシーンで図書館に行く理由がないからでもあります。

　逆に先にも書いた通り、夜に温室に行くことを認めたのはそこに適切な理由があったからで、その結果ＰＣは謎を解くためのヒントを失わずにすんだわけです。




行為判定の成功と失敗

　ＰＣがシナリオにおけるヒントを得る時、行為判定を行なうことは珍しいことではありません。残された証拠に気づくか、犯人の表情を読むことができるか、などさまざまな能力値やスキルを使って判定することになるでしょう。

　では、すべてのＰＣがすべての判定を失敗し続けていたらどうなるでしょうか。もちろんこのようなことが発生する確率は天文学的な数値になるでしょうが、これに近いことは起こることがあります。謎を解く上で重要なヒントを判定で渡すようにしていたら、その判定に全員が失敗してしまった、というようなことも起こることがあるわけです。

　このようなことを回避するためにはいくつかの方法があります。

　まずはヒントを分散することです。ヒントを分けて出し、最初のうちはＰＣが個別に手に入れられるようにすることで情報の不足を避けることができます。また、これによりプレイヤー同士が自発的に会話をするようになり、いきなり事件解決というリスクも減ります。

　次に判定に失敗した場合と、情報を手に入れることができないを場合とを明確に区別することです。プレイヤー（ＰＣ）には判定に失敗したのか、それとも意味のない判定なのかを区別することができません。本書の『黄金騎士と神の娘』でも、カミュラが図書館で調べた時に判定は失敗していますが、その後でファムが図書館での判定に成功し、くわしい情報を手に入れています。これは、そこに情報があることが分かっていたからできることです。

　最後は判定に失敗しても情報を与えるという方法です。とはいっても、成功しても失敗しても関係ないというわけではありません。判定に成功した時に与える情報と失敗した時に与える情報を別々に用意しておくということです。もちろん判定に成功した時の方が重要な情報を得られるのはいうまでもありません。ただし、この方法はシナリオ作成の手間が増えますので、重要な判定だけに止めておくのがよいでしょう。




●ミステリーと戦闘

　考え方にもよりますが、ミステリータッチ・シナリオであってもクライマックスには基本的に戦闘する場面を用意しておく方がよいようです。

　筆者の過去の体験では、謎解きから解放されたプレイヤーが晴れ晴れと戦闘に興じるケースの方が多いように思います。また、プレイヤーによっては戦闘を楽しみにしていたり、戦闘で活躍できるＰＣを作っていることもありますので、その点を考慮しても戦闘はなるべく用意しておくことをお勧めします。

　もちろんあらかじめＧＭとプレイヤーの間で、シナリオでは戦闘がないことについて合意が取れている場合はその限りではありません。




●最後に

　簡単ではありましたが、以上でミステリータッチ・シナリオの作り方についての解説を終わりにしたいと思います。

　ただし、ここで書かれていることはあくまでも一例です。プレイ環境の違いやプレイメンバーによっては即しないこともあるでしょう。あくまでも参考程度に止めておいてください。

　では、皆さんもがんばって、ミステリータッチ・シナリオに挑戦してください。今までとは違うセッションを楽しむことができるでしょう。

[image: ]








あとがき









　夜の学校というのは、とても不思議な場所です。

　いつも行き来しているはずの廊下がとても長く見え、教室の中もどことなく昼間とは違うような気がする……それが夜の学校です。




　前巻のあとがきに書いたとおり、高校時代に科学部に所属していた私は、天体観測という名目で部の仲間たちと夏休みに学校に泊まることがありました。もちろん交替で観測をしているので、教室に戻っている非番の時は、シミュレーションゲームやコンピュータゲームで遊んでいたりしていたわけですが（笑）。




　残念なことに幽霊を見たり、心霊現象に遭うようなことはなかったわけですが（笑）、学校に合法的に泊まることができたという経験は、なかなか貴重なものでした。





＊　＊　＊






　おかげさまで『聖雪のキャンパス』に引き続いて、『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』の二巻を発売することができました。

　今回のシナリオは、二本ともミステリータッチになっています。ただし、それぞれ方向性を変えてあり、一本目の『黄金騎士と神の娘』はシティアドヴェンチャー風、二本目の『奪われたもの、取り戻したもの』は倒叙ミステリー風となっています。また、シナリオで用意するギミックも変えてあり、地図やハンドアウト、ミステリーマンガ風なＮＰＣ一覧などとなっています。事前の準備はちょっと大変ですが、これはこれで楽しいものです。シナリオを作る時の参考になればなぁ、と思います。また、巻末にミステリータッチ・シナリオの作り方の解説も載せてありますので、そちらもぜひ参考にしていただければと思います。




　第二巻を発売できたことでようやくはっきりさせることができるのですが、『ハートフル』には〝ハートフル〟以外に隠れたテーマを持たせてありまして、それは時間です。第一巻のテーマは〝未来〟、そして本書のテーマは〝過去〟となっています。

　そして、これはみずからの道を決めたファム、そして過去を取り戻したカミュラの話でもあります。もちろんすべてのＰＣが活躍できるように戦闘や探索などもシナリオに組み込んでありましたが、シナリオの背景にはそれぞれのキャラクターの物語が流れています。




　ＰＣの過去の設定を作るということは、とてもシビアな問題を抱えています。ＧＭとプレイヤーとで一緒に物語を作っているとはいえ、基本的にＰＣはプレイヤーのものです。幸いなことに小暮さんにはカミュラの設定を気に入ってもらえたようで、内心ほっとしているのはナイショの話です（笑）。




　さて、ここから先は前巻同様に各話についての解説となります。一部本編のネタバレも含まれていますので、まずは本編をお読みになるようお願いいたします。




●第三話　黄金騎士と神の娘

　第三話はエルクレスト・カレッジのあちこちを巡りながら、謎を解いていくシティアドヴェンチャー風味のシナリオです。前巻のダンジョン、そしてフェイズプロセッシング形式とは違うシナリオということで、こういう形になりました。

　いろいろと準備は大変でしたが、地図を見ながらあーだこーだと相談したり、ハンドアウトからヒントを読み取ろうとしているプレイヤーたちの姿は、準備の苦労も吹き飛ぶほど楽しませていただきました。まさにＧＭ冥利につきるといったところです。

　なぜ、幽霊騎士の話になったのかはもう覚えていないのですが（笑）、ミステリーシナリオというネタから心霊ものを思いついたような気がします。

　そこからどんどんと膨らんでアウデンリートとシェフィールドの話になりました。




　小暮さんも小島さんもこれまでにプレイしたＴＲＰＧとは、ちょっと違う形式だったので最初のうちは戸惑っていましたが、次第に慣れて十分楽しんでもらうことができたようです。ダンジョンもの、ストーリーもの、ミステリーものといろいろなパターンのシナリオを準備してきましたが、次はどんなシナリオにしようかと今から頭を捻っています。




　そして、今回のポイントはなんといってもシナリオの序盤に謎の真相を言い当てた小暮さんです。本編でも書いていますが、さすがにあそこでばれてしまうことは想定していませんでした。この辺りの勘の鋭さには敬服するしかありません。

　また、小島さんのファムもギルドマスターとしてメンバーをまとめるようになり、ファムが進行を仕切っているということも珍しくなくなってきました。

　ぜひ、彼女には立派な魔法使いとして成長していただきたいと思います（笑）。




●第四話　奪われたもの、取り戻したもの

　続く第四話は、盗まれた神獣の杖を取り戻し、モーズレイ先生が真犯人であることを突き止めるシナリオです。

　第三話よりもミステリー度が増して、さらにミステリーっぽくなっています。コラム「ミステリータッチ・シナリオの作り方」でも書いてあるように、このシナリオが失敗することも覚悟してセッションに臨みました。最終的には、それほど危惧することもなくベストの方向へと進んだわけですが、このセッションの結果によっては第三巻の内容が変わりますので、実は重大な分岐点となるシナリオでもあったわけです。




　また、カミュラの過去が明らかになるのもこのシナリオです。

　第三話が終わったところで小暮さんと相談して、こういう形になりました（もちろんプレイ前にすべてをお教えしていたわけではありません）。快くカミュラの設定を認めていただき、さらにいろいろと付加していただき、改めてお礼を申し上げたいと思います。




　そして〝不滅の諸公〟スカディという世界に関わる謎もいよいよ登場し、ストーリーもエルクレストという狭い舞台を飛び出し、エリンディル全体に及ぶ話へと展開していくのもこの話からになります。

　しかしファムたちが最後に戻る場所は、エルクレスト・カレッジです。すべてを解決し、四人が無事学園に戻ってこられることを今から祈りたいと思っています。この本の売れゆき次第とはなりますが、第三巻の企画も動いていますので、がんばってくださいね（笑）。

　なお、本シナリオに登場しているオリジナルクラスの魔導剣使いハイランダーですが、一応ＰＣが使えることを前提としてデータを作成してあります。折を見て公表したいとは思っておりますので、こちらのスキルの投稿もお待ちしております（笑）。




　では最後に。前回と同じようにお礼を述べさせていただきたいと思います。

　本書の作成に関わってくださったスタッフ、楽しいセッションを一緒に創造していただいたプレイヤーの四人、そしてｂｏｍｉさんをはじめとしてイラストを描いてくださっているイラストレーターの方々、ありがとうございました。




　そして、本書を手にとってくださった読者の方へは格別の感謝を。『指輪物語』の〝指輪の仲間〟同様、これからもファムたちの冒険にお付き合いくださるようお願いいたします。








二〇〇七年二月八日

誕生日を迎えて

久保田悠羅
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